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　　　　　一




　弾はじけた水滴が、フロントガラスを伝って流れ落ちる。ワイパーがそれを、脇わきへと散らす。

　雨はまだ、やむ気配けはいを見せない。

「次の信号を左。曲がって二つ目を右だ」

　後ろから、そう指示する声が、聞こえてきた。

　貴たか久ひさが運転しているのは、蓮はす見み製せい薬やくの輸送トラックである。運転席の背後の壁かべには荷室部分を覗のぞける小窓が、設けられていた。

　その小窓に、一人の男の顔が浮かんでいる。三〇代半ばと見えるその男の名を、貴久はまだ知らない。だが、何者であるかは知っていた。

　世間を騒さわがす謎なぞの犯罪集団ユニコーン──その作戦指揮官である。

「……分かった」

　バックミラーに映る男の顔を、ちらりと見上げ、貴たか久ひさは前方へと視線を戻した。

　交差点が間近に迫っている。

　ほとんど速度を殺さぬままその交差点に飛び込み、そして貴久は、ハンドルを左へと切った。

　その途と端たん、貴久の体は、激しく横に振られた。濡ぬれた路面にタイヤを取られたのだ。トラックの後輪は、水しぶきを上げながら横滑りし、センターラインを踏み越えていく。

　く……っ！

　一いつ瞬しゆんひやりとした貴久だったが、ぎりぎりのところで、トラックは制動を取り戻した。対向車線を走る車の列に水しぶきを浴びせ掛けながら、トラックは、そのすぐ脇わきを擦すり抜けていく。

　……危なかった……。

　ほっと息を吐く貴久に、再び男の声が聞こえてきた。

「少し速度を落としてくれないかな、山やま口ぐちくん。飛ばし過ぎだよ」

　やんわりと窘たしなめるような口調だった。

「しかし、こんな車にいつまでも乗ってるわけにはいかないだろう」

　貴久は、前方を見み据すえたまま、男に言い返した。

　貴久たちの乗っているトラックは、今回、ユニコーンが襲しゆう撃げき目標とした車である。しかも、車体側面には、ご丁寧にも、『蓮はす見み製せい薬やく』という社名が、黒々とペイントされていた。現場には既に警けい察さつが殺到しているだろうし、検問が始まるのも時間の問題である。一刻も早く現場から遠ざかる必要があった。

「心配しなくても手配はしてある。いいから、もう少し速度を落とすんだ。事故なんか起こされては、堪たまったものじゃない」

　からかいの滲にじむ口調で、男はそう繰くり返した。

「……分かったよ」

　憮ぶ然ぜんとして貴久は応こたえ、心持ちアクセルを戻した。

　警察から逃げるという事にかけては、貴久はアマチュアだが、この男はプロだ。ならば、プロの言う事には素直に従うべきだろう。

「それでいい」

　男の声は、どこまでも落ち着いている。

「……反そり町まちの容よう態だいはどうなんだ？」

　貴久は、ふと気になって、それを訊きいてみた。

　反町は、ユニコーンの『改造人間ハイブリツド』である。今回の作戦でガーディアンと闘たたかい、そして瀕ひん死しの重傷を負った。今は、男とともに、この輸送トラックの荷室の中にいる。

「まだ息はある」

　男の返答は短かった。

「助かりそうか？」

「治ち療りよう槽そうに入れてやるまで保もてばな」

　男の口にした『治療槽』という単語が、具体的にどんな物を指すのか、貴たか久ひさには分からない。だが、ハイブリッドのための医い療りよう機き器きなのだろうと、推測はできた。

「助かってくれるといいがな」

　反そり町まちというハイブリッドに、貴久はなんの義理もない。だが、反町を助けると言い、それを男との交渉条件とした以上、反町に死なれる事は、貴久にとって、些いささか具合の悪い事だった。

「ふ……そうだな」

　男の返答には、かすかに笑いの響ひびきがあった。まるで貴久の思いを見透かしてでもいるかのようだ。

　そんなやりとりを続けるうちにも、トラックは再び、交差点に差し掛かりつつある。先程、男が言った、『曲がって二つ目』の信号だ。

「あれを右折するんだな？」

「ああ、そうだ」

「そのあとは？」

「少し行くと、左手にデパートが見えてくる。それが目的地だ」
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　トラックを右折させてしばらく行くと、男が言った通り、デパートが見えてきた。

　だが、この道路は、表通りからは一本ずれている。そのデパートも表通りに向けて建てられているようで、貴久から見えるのは、裏口と、地下駐車場への入り口だけだった。

「そのスロープを降りて、中に入ってくれ」

　男の指示に従って、貴久は、地下駐車場の中へとトラックを乗り入れさせた。時間帯のせいか、それとも天候のせいか、駐車場の中は意外に、がらんとしていた。駐車スペースのうち、買い物客の車で埋まっているのは、三分の一程度である。

「右の奥だ」

　見ると、駐車場の一番端、壁かべ際ぎわのところに、一台の白いバンが停とめられていた。車体側面に、『小こ塚づか運送』という文字が見える。

「あのバンに横付けして、エンジンを止めろ」

　貴久がトラックを寄せていくと、それを待ち受けていたかのように、バンの中から、数人の男たちが降りてきた。おそらくは、この男たちもユニコーンの配下なのだろう。だが、着ているものは、あの人目につく黒ジャケットではなかった。どこにでもありそうな、水色の作業服である。頭には、それと同じ生地で出来た、キャップ帽を被かぶっていた。

　どこからどう見ても、運送会社の配送員としか思えない。駐車場には、一般の買い物客の姿もちらほらと見えたが、作業服の一団に不ふ審しんな目を向けるどころか、意い識しきさえしていない様よう子すだった。デパートと運送会社の作業員という取り合わせは、それほどに自然なものなのだろう。

　貴たか久ひさがバンのすぐ隣となりにトラックを停とめると、早速、作業服たちがトラックを取り囲んだ。

　一人が、コンクリートの床の上に、金属製の円盤のような物を並べていくと、別の作業服が、それを土台に、細長いパイプを立てていく。立てたパイプに別のパイプを繋つなげると、その高さは二メートル近くにもなった。

　次に作業服たちが取り出しだのは、大きな青いビニールシートである。協力してそれを広げると、先に立てたパイプを支柱として、それを括くくりつけていく。

　貴久が運転してきたトラックと、先に停とまっていた白いバン。二台の車が、ビニールシートの幔まん幕まくにすっかり囲われてしまうまで、ものの二分とは掛からなかった。

「さて、降りるとしようか」

　男の声が、貴久を促す。

「……ああ」

　貴久はドアを開け、運転席から降りた。コンクリートに囲まれた地下の空気は、七月だというのに、ひんやりと冷たかった。

　男の方も、荷室から降りたようだ。

「慎重に運べ。傷口を広げないようにな」

　そう指示を下す声が、トラックの後部から聞こえてきていた。

　貴久が振り返ると、その視線の先に、反そり町まちの姿が現れた。作業服に四人掛かりで抱きかかえられ、トラックの荷室からバンヘと、移し替えられていく。

　丸みを帯びた赤黒い甲こう殻かく。両手の先には、無骨な鋏はさみ。そして同じく、先端に鋏の付いた、長い尻尾しつぽ──それが『反町』だった。

　人に似て人と異なる異い形ぎようの姿。マスコミが『改造人間』と呼ぶ、ユニコーンのハイブリッドである。

　ハイブリッドは、人の分を大きく超えた身体能力を有するという。現に貴久も、反町が一台の乗用車を抱え上げ、一〇メートル近い高さにまで放り上げる姿を、目まの当たりにしていた。

　だが、それほど圧倒的なパワーを見せ付けた反町が、今は自分の足で立つ事もできないでいる。運ばれていく反町の腕は、だらりと垂れ下がり、伝い流れた血が、鋏の先端から滴り落ちていた。

　ガーディアンと闘たたかった、その結果がこれだ。

　社会の秩序を乱す、悪の秘密結社、ユニコーン。

　それに敢かん然ぜんと立ち向かう無敵のヒーロー、ガーディアン。

　貴たか久ひさは、これまでに二度、ガーディアンが闘たたかう姿を、その目にしていた。

　常軌を逸した跳ちよう躍やく力。慣かん性せいの法則を無視するかのような、縦じゆう横おう無む尽じんのその動き。

　……奴やつは強い。

　反そり町まちも南な雲ぐもも、ガーディアンの前に敗れ去った。あれほどの戦せん闘とう能力を有するユニコーンのハイブリッドでさえ敵かなわぬ相手。それがガーディアンだ。ただの人間に過ぎない貴久の、歯が立つ相手ではない。

　だが、それでも、貴久はやり通さねばならないのだ。

　ガーディアンを殺す事。その存在を、この世やら消し去る事。

　それだけが、今の貴久の、生きる目的なのだから。
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　反町が、バンの中へと運び込まれていく。先程、男が言っていた『治ち療りよう槽そう』とやらも、その車内に設置されているのかもしれない。

　ふと興きよう味みをそそられた貴久だったが、その時、男が貴久を振り返った。

「そこまでだ。それ以上、近付くんじゃない」

「なぜだ？」

「この車の中には、部外者に見せるわけにはいかないものが、いろいろとある」

「部外者、か……」

　貴久の口元に、皮肉な笑みが浮かんだ。

「その通りだろう？　私はまだ、君の加入を認めたわけではないよ」

『まだ』──そう、男は言った。

　それはつまり、貴久の加入を認めるつもりはある、という事だ。

「分かったよ。好きにするさ」

　貴久は、肩をひとつ竦すくめると、そのままバンの車体に背中を持たせ掛けるようにして、腕組みをした。待っててやるから、そっちの作業を早く済ませてくれと、それを態度で示したのだ。

　男が口元を緩ゆるめるのが分かった。だが、それも一いつ瞬しゆんである。男はすぐに真顔に戻ると、反町が運び込まれたバンの中へと、乗り込んでいった。

　それと入れ替わりのように、反町を運び終えた作業服たちが、バンから降りてくる。そして休む間もなく、新たな作業に掛かった。

　工具箱を手にした一人が、貴久の前を横切って、トラックの前面へと移動していく。その脇わきには、重ねられた二枚のナンバープレートが抱えられていた。

　別の作業服は、焦こげ茶ちや色いろのビニールテープを、トラックの車体に貼はり付け始めている。『蓮はす見み製せい薬やく』という文字を、覆おおい隠そうとしているのだ。

　また、別の作業服は、仲間がトラックの偽装工作を進める中、床に零こぼれた反町の血液の処理をしていた。単に拭ふき取るだけではなく、拭き取った上から、なにかの薬品を振り撒まいている。

　作業服たちは、無駄口ひとつ叩たたく事なく、与えられた作業を進めていた。貴たか久ひさという異分子が同じ場に存在している事さえも、完全に黙もく殺さつしている。

　作戦指揮官であるあの男が、貴久がここにいる事を認めている。だから排除行動には出ないが、それ以外の行動も取らない。──おそらくは、そういう事なのだろう。

　しばらくして、バンの中から再び、あの男が姿を現した。反そり町まちの血で汚れた上着とシャツを、新しい物に着替えている。

「助かりそうか？」

「ああ、なんとかなりそうだ」

　貴久の質問に短く答え、そして男は、手にしていたタオルを、貴久の方へと放ってきた。

「とりあえず君も、その濡ぬれた髪をなんとかしろ」

　そう言われて、貴久は、今更ながらに、自分が雨に降られたままの姿である事を思い出した。

「……どうも」

　受け取ったタオルを広げ、頭から被かぶるようにして、濡れた髪を拭ふき始める。

　その間に男は、例の携帯電話型の通信機を取り出していた。幾つかキーを操そう作さしてから、耳に当てる。

「村むら上かみくん、聞こえるか。私だ。……今、どこにいる？」

　また別の名前が出てきたな……。

　濡ぬれた髪を拭きながら、貴久は、男の言葉を聞いていた。

「……そうか。……ああ、こちらも無事引き上げた。だが、反町がやられてな。……いや、まだ息はあるが、かなりの重傷だ。一応、治ち療りよう槽そうに放り込んでおいたが、できれば君に付き添って貰もらいたい。途中で合流できるか？　場所は、改めて山やま崎ざきから連絡させる。……そうか、では、よろしく頼む」

　通信を終えると、男は、そばにいた作業服を振り返った。

「聞いての通りだ。あとの事は頼むぞ」

「はい」

　そう返事をした作業服は、その場にいた男たちの中では比較的年とし嵩かさの男だった。年ねん齢れいは二七、八歳といったところだろうか。唇くちびるの薄うすい、苦み走った顔立ちの男だった。おそらくはこの男が『山崎』 であり、このデパートに配置された人員の束たばね役なのだろう。

「余計な仕事を増やしてしまって、すまないな」

「いえ、とんでもありません。……それより、こっちの車は、このまま処分してしまっていいんですね？」

　蓮はす見み製せい薬やくの輸送トラックヘと視線を向けながら、山崎が男に確認した。

「ああ。できるだけ早くスクラップにしてしまってくれ」

「分かりました」

　頷うなずいた山やま崎ざきは、早速、作業服の一人を呼び寄せた。ガソリンの残量と、タイヤに損傷がないかどうかを、確認するよう指示を下す。

「さてと……それでは、我々も、そろそろ行くとしようか」

　男が、貴たか久ひさを振り返った。

「どこへだ？」

「来れば分かる」

　男は、貴久の手からタオルを取り上げるとそれを山崎に手渡し、

「さ、行くぞ」

　貴久の肩を、ぽんと叩たたいて、ビニールシートの隙すき間まから外へと出ていった。

「……」

　貴久は、偽装工作を続ける作業服たちにもう一度目を向けてから、男のあとに続いた。
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　駐車場の中を壁かべ沿いに進んでいくと、やがて、自動ドアが見えてきた。透明なそのドアの向こうには、明るい光が満ちている。デパートの売り場へと続いているのだ。

　男は、まっすぐに、その自動ドアヘと向かっていく。

　デパートの中に入るつもりなのか……？

　不審に思いながらも、貴久は、黙って男に付いていった。

　自動ドアを通り抜けると、そこは食料品売り場だった。主婦と思おぼしき女性客たちが、夕食の材料を吟ぎん味みしている。その女性客たちの間を擦すり抜けるようにして、男は、上りのエスカレーターがある方へと進んでいく。

　エスカレーターで一階に上がると、そこは婦人用の靴や帽子を扱っているフロアだったが、男は当然のように、その売り場も素通りした。

　結局、男は、どの売り場にも寄らなかった。ただ通り抜けただけだ。

　そして、男と貴久がデパートの正面入り口から外へと出た時、表通りには一合の車が停とまっていた。

　黒塗りの大型車。窓にはスモークシールドが貼はられている。ちょうど、『パルメール』で襲われた穂ほ積づみ雅まさ明あきが乗っていたのと、同じような車だった。

　男が後部座席のドアを開け、貴久を促した。

「乗りたまえ」

「……」

　もちろん、この車がここにいた事は、偶然ではあるまい。最初からの計画だったのだ。

　裏手の駐車場からデパートに入り、売り場を抜けて、正面から出ていく。服装も変え、ユニコーンの作戦指揮官としての顔を振り落とし、あたかも所用でデパートに寄っただけのような素振りで去っていく。今、この現場を誰だれかが見ていたとしても、それをユニコーンの活動と結び付けて考える者はいないに違いない。

　日常の中から忽こつ然ぜんと現れ、そして再び、日常の中へと溶けていく。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつのユニコーン。

　その言葉の真の意味を、貴たか久ひさは、形にして見せ付けられたような気がした。

　貴久が車の中に乗り込むと、続いて男も乗り込んできた。

「お疲れさまでした。社長」

　運転席に座っていた若い男が、身をねじるようにして振り返り、男を迎えた。

　……社長？

　その言葉を聞き咎とがめ、貴久は思わず、左ひだり隣となりに座った男の顔を、振り返った。

　貴久の視線を浴びて、男は、面おも映はゆげな苦笑を浮かべている。

「とにかく車を出してくれ。それと……見ての通り、客がいる。あまり余計な事は口にしないようにな」

　男の口調は穏やかだったが、そう指摘されて、運転手は、さっと表情を改めた。

「申し訳ありません。気を付けます」

　男に謝しや罪ざいした運転手は、ちらりと貴久を見てから、正面に向き直った。

　軽やかな音を立てて、エンジンが始動する。

　そして車は、滑るように走り出した。

「どちらへ向かいましょう？」

　正面を向いたまま、運転手が指示を仰いできた。

「そうだな……」

　貴久を横目に見ながら、男はやや思案顔になった。

「実は、これから少し、内密の話し合いをする必要があるんだが……お前、どこか、都合のいい場所を知らないか？」

「え、俺おれが……ですか？」

　逆に質問されて、運転手が、やや戸と惑まどいを見せる。

「ああ、そうだ。うちと繋つながりのあるような場所は、今回は使いたくない」

「そうですか……。この近くでって事ですよね？」

「まあ近いに越した事はないが、それにはあまり、こだわらなくていい」

「だったら、そうですね……『ブラックムーン』なんかは、どうでしょう」

　少し考えてから、運転手は答えた。

「知らんな。なんだ、それは？」

「クラブみたいなもんですよ。あんまり上等な店じゃないですけど、一応、ＶＩＰルームがありますから、そこなら秘密の相談事にも使えると思います」

「この時間にやっているのか？」

「それは大丈夫です。昔の友ダ達チが、そこのマネージャーやってますんで、そいつに頼めば、開店前でも入れて貰えますから」

「そうか。じゃあ、その友人に連絡を入れて、使えるかどうか、確認してみてくれ」

「はい、分かりました」

　運転手は男に応こたえると、助手席の上に転がっていた携帯電話へと、片手を伸ばした。

　二人のやりとりを耳にしながら、貴たか久ひさはふと、腕時計を確認してみた。

　時刻は三時一六分。

　ユニコーンが作戦を開始した時点から数えても、まだ一時間とは経過していなかった。




　　　　　五




　貴久たちを乗せた車は、雨の中を走っていく。

　車の中は静かだった。振動も騒そう音おんも、ほとんど伝わってはこない。つまりは、それだけ足まわりに金の掛かった車だという事だ。

　この静けさの中にいると、『リッジウェイ』での一件が、まるで嘘うそのようだった。

　今いま頃ごろは、ユニコーン出現のニュースに、マスコミが大おお騒さわぎしている事だろう。

　だが、その騒ぎを起こした張本人は、そんな事など素知らぬ振りで、今、貴久の隣となりで、書類の束たばに目を通している。なんの書類かは知らないが、数字をチェックし、時に書き込みを加えていくその姿は、やり手の青年実業家としか思えないものだった。先程、運転手が口にしていた『社長』という肩書きも、あるいは本当なのかもしれない。

　あれだけの人員を掌しよう握あくし、あれほど大胆な作戦を遅滞なく遂すい行こうさせる。緻ち密みつな計画性と大胆な行動力。しかも、不測の事態に対する、即応力も持ち合わせている。間違いなく、人の上に立つべき人間だった。

　それにしても、なぜ、これはどの男が、あのような犯罪行為に手を染めているのだろう。いったい。ユニコーンとは、なにを目的にしている集団なのだろうか。そもそもハイブリッドとはなんなのだ。そして、ガーディアンとはいったい、何者なのだろうか。

「ん？」

　貴久の視線を感じたのか、その時、ふと、男が顔を上げた。

「どうかしたか？」

「……一つ、訊きいてもいいか？」

「なんだ？」

　男の正体や、ユニコーンの目的などは、訊たずねたところで答えてくれるわけがない。だから貴久は、別の質問を口にした。

「奴やつはなぜ……あんなに強い？」

　男はすぐには答えなかった。無言のまま、貴たか久ひさを見詰めている。

「同じ技術で造られたのなら、性能にそれほどの差はない筈はずだ。なのになぜ、あんたらのハイブリッドは奴に勝てないんだ？」

　貴久が質問を繰くり返すと、男は、口元に苦笑を浮かべた。

「まったく……なぜどうしてと、知りたがりの子供みたいだな、君は」

　手にしていた書類を束たばね直し、座席の傍らに置く。

　軽く腕を組み、雨あま滴しずくの流れ落ちる窓の外へと目を向ける。

　そして男は、静かに口を開いた。

「どんな分野でも言える事だが、基本的に、あとになってから造られたものの方が、性能は優れている。ハイブリッドも同じだ。だから、単純に性能のみを比べれば、むしろ我々のハイブリッドの方が、奴よりも優れていると言えるだろう」

「と言う事は、奴の方が旧型なのか」

「そうだ。それも最初期のな。だから、奴の体には、いろいろと不具合が残っている。背中には翅はねの痕こん跡せきが残っているし、脇わき腹ばらには動かせもしない中なか肢あしが付いたままだ。つまり、デザインが洗練されていないわけだな。外見だけではなく、内部の構造についても、それは言える」

「じゃあ、なぜ、その旧型に、性能の高い筈はずの新型が、ことごとく負けるんだ？」

「その質問にはいろいろな答え方ができるが……まず、奴個人の資質、適合率の高さ、それに、なんと言っても、練れん度どが違う」

「れんど？」

「ああ。ハイブリッドは生き物だ。だから成長する。変身を繰くり返し、戦せん闘とうを重ねるごとに、より強くなっていく。奴はハイブリッドの第一号だ。最も旧型だが、それゆえに、ハイブリッドとなってからの期間が、誰だれよりも長い。そして、なによりも、くぐってきた修しゆ羅ら場ばの数が桁けた違いだ。なにしろ、たった一人で我々の組織に闘たたかいを挑んでいるんだからな。戦闘経験も多くなろうと言うものさ」

　窓の外を見詰めたまま、男は答えた。その口元には、皮肉とも自じ嘲ちようとも取れる微笑が浮かんでいる。

「つまり、あんたらが奴を鍛きたえてやっているって事になるわけか」

「不本意ながらな」

「しかし、分からないな……経験を積めば強くなるというのは、あんたらのハイブリッドも同じなんだろう？」

「そうだ」

「だったら、奴と同じだけの経験を積めば、基本性能の差で優位に立てるという事にならないか？」

「理屈ではな。だから奴やつは、それを許さない。闘った相手の息の根を確実に止めようとする。『パルメール』の時もそうだっただろう？」

　そう言って、男は、ちらりと貴たか久ひさに視線を向けた。

　貴久の脳裏に、あの日の光景が蘇よみがえる。

　半死半生の南な雲ぐもに対し、なおも容よう赦しやない攻こう撃げきを加えたガーディアン。吹き飛ばされた南雲と、それに巻き込まれた百ゆ合り子こ──それは、思い出したくもない、だが同時に、忘れる事のできない記き憶おくだった。

「……闘たたかって経験値を上げようとすれば殺される。だから、あんたらのハイブリッドは、奴ほどの強さを持つ事ができない。そういう事か？」

「それは少し、単純化のしすぎだな。コンピューターゲームじゃあるまいし、奴と闘う事だけが練れん度どを上げる方法じゃないさ。……とは言え、有望な人材を次々に潰つぶされている事は、事実だ」

「しかし、奴の優位が動かないとしても、ほかに方法があるだろう。一対一で敵かなわないなら、二人でも三人でも、一度にハイブリッドを投入すればいい」

「確かにその通りだ。我々も当然、同じ事を考えたよ」

「そうできない理由でもあるのか？」

　その質問に、男は、直接的には答えなかった。

「君は、この国に警けい官かんが何人いるか、知ってるか？」

　唐突にそんな質問をされ、貴久は少々戸惑った。

「正確な数字は知らないが……確か二〇万人ぐらいじゃなかったか？」

　大学図書館で読み漁あさった書しよ籍せきの中に、そんな数字が出ていたような気がする。

「ああ。大体そんなところだ」

　男が頷うなずいた。

「それで？　なにを言いたい？」

「二〇万人。その数字に比べれば、我々の組そ織しきなど、吹けば飛ぶようなものだ。だが、その警けい察さつを相手に、我々は、今のところ優位に立ちまわる事ができている。その理由が分かるか？」

「ハイブリッドがいるから……というような答えじゃなさそうだな」

「もちろん違う」

「情報収集とか攪かく乱らん戦法とか、そう言った類たぐいの事か？」

「いや。もっと単純な事だ」

「と言うと？」

「二〇万人が一度に攻めてくるわけではないからだよ。警官は日本全国に配置されているし、我々ばかりを相手にしているわけでもない。彼らはほかにも捜査しなければならない案件を山ほど抱えている」

「それはそうだろうな」

「警けい察さつを相手にした時、攻めるのは我々だ。だから我々に有利な時と場所を選ぶ事ができる。勝ち易やすきに勝つ事ができているんだ。だが、ガーディアンとの闘いでは、攻めてくるのは奴やつの方だ。有利な時と場所を選べるのも、奴の方なんだよ」

「強いのは常に攻める側って事か……」

　男は頷うなずいた。

「その通りだ。君が言うように、複数のハイブリッドで奴を取り囲んだ事も、過去にはある。だが、その時、奴は一目散に逃げたよ。逃げてそして……配備が手て薄うすなところを狙ねらって、再度襲おそって来た」

　だからガーディアンは、作戦展開中のユニコーンを狙うのだ。警けい官かん隊たいが到着するまでに撤てつ退たいしなければならないユニコーンは、ガーディアンとの闘たたかいに全力を傾ける事ができないからである。

　そして、その不利を承知しているからこそ、この男は、『パルメール』でも『リッジウェイ』でも、ガーディアンと雌し雄ゆうを決しようとはしなかった。時間を稼かせぐ事だけを、配下のハイブリッドに命じたのである。

「奴が攻める側であり、我々が攻められる側である限り、我々は常に、不利な状況での闘いを強いられる事になる。真に問題なのは、この図式だ。奴のハイブリッドとしての強さなど、それに比べれば大した問題ではない」

「こちらから攻める事はできないのか？」

「居場所さえ分かればな。だが奴はたった一人だ。我々以上に、完かん璧ぺきに闇やみに潜ひそむ事ができる」

「……要するに、奴の活躍は、当分の間続くってわけだ」

　それは、貴たか久ひさにとって、忌いま々いましい事でもあったが、同時に、都合のいい事でもあった。

　貴久が闘う力を手に入れるまで、少なくともそれまでの間は、ガーディアンには健在でいて貰もらわなければならない。

「だが、いずれは決着を付ける。必ずな」

　窓の外へと目を向けたまま、男は静かに、そう言った。
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　車が停とまり、運転手が後部座席を振り返った。

「それじゃあ、ちょっと様よう子すを見てきますんで」

　それだけ言い置いて、車から降りていく。

　そこは、雑然とした通りだった。さほど広くもない車道の両りよう脇わきには、ネオンに彩いろどられた看板が、ずらりと並んでいる。もっとも、まだ四時にもならない時間帯だ。それらの看板には、まだ明かりは灯ともされていなかった。人通りもほとんどなく、この通りが夜の間にこそ息づく場所である事を、窺うかがわせていた。

　五分ほどして、運転手が戻ってきた。

「使えます」

　後部座席の窓越しに、簡かん潔けつに、そう報告してくる。

「分かった。じゃあ、行こうか」

　貴たか久ひさに声を掛け、男が車から降りる。貴久も、そのあとに続いた。

　見上げれば、空はまだ、黒ずんだ雲に覆おおい隠されていた。だが、雨の方は、ほとんどやんでいる。時折、思い出したような水滴がぽつんぽつんと落ちてくるだけだ。

「お前は、ここで待っていろ」

　男が、運転手に、そう指示を下している。

「はい」

「それから、本部に連絡を入れて、服はつ部とりを寄よ越こすように伝えてくれ」

「分かりました」

　頷うなずく運転手の肩を、ぽんと叩たたいて、男は店へと向かった。

　古びたテナントビルの前に、『BLACK　MOON』という立て看板が置かれている。そして、そのすぐ脇わきに、地下への階段があった。男の後ろに付き従いながら、貴久は、薄うす暗ぐらいその階段を降りていった。

　降りきった正面に、古びた金属製のドアがあった。ドアは既に開けられており、戸口には男が一人立っている。量の多い髪に、軽いパーマを掛けた男だった。おそらく、この男が、この店のマネージャーなのだろう。

「突然、押し掛けて来てすまないな」

「いやぁ、全然、構わないっすよ。どうぞ」

　男が声を掛けると、マネージャーは気軽に応こたえて、貴久たちを店内へと迎え入れた。

　そこは割と大きな店だった。天井こそ、やや低いものの、中央部には広くスペースが取られており、その真上に、ミラーボールが設置されている。右手にはカウンター席、左手の奥には、小さいながらもステージが設けられていた。あちらこちらにブラックライトが据すえ付けられているのは、店名に因ちなんでの事だろうか。

「ちんけな店で申し訳ないすね」

「なに、たまにはこういうところもいいさ。昔を思い出すよ」

　店内を見渡す男の表情は、どこか懐なつかしげなものになっていた。

「へえ……。よく行ってたんですか？　こういう店」

「学生時代に少しな……。それより、ＶＩＰルームと言うのは？」

「ああ、すいません。こっちです」

　マネージャーは、カウンター席の更さらに奥へと、貴久たちを案内していった。

　ステージを正面に見る位置の壁かべに、大きな鏡かがみが設置されている。その脇に、漆しつ黒こくのドアがあった。目の高さに貼はり付けられたプレートには、『V.I.P.』という文字が刻まれている。

「ここです」

　マネージャーがドアを開け、やや芝居がかった動作で、男と貴たか久ひさを中へと誘いざなった。

　ＶＩＰルームという割には、さほど大きな部屋ではなかった。せいぜい、少し広めのカラオケボックスといったところである。だが、床には絨じゆう毯たんが敷き詰められており、部屋の中央には、ゆったりとしたソファセットが置かれていた。それなりに高級感を出そうとはしているらしい。

　振り返ると、ドアの横に大きな窓があり、店内が見渡せるようになっていた。その位置からすると、どうやら外の壁かべにあった鏡かがみが、マジックミラーとなっているようだ。

「なかなか面おも白しろい造りだな」

　室内を見まわしながら、男が言った。

「ありがとうございます」

　マネージャーは嬉うれしそうな笑顔を見せた。

「急な話でしたんで、あまりおもてなしの準備もできませんでしたが、ざっと掃除はしときました。それと、奥のラックにグラスだのボトルだのが入ってますんで、よろしかったら試してみて下さい」

「いいのか？」

「ええ。この部屋に付属のサービス品みたいなもんですから、ご遠えん慮りよなく。あと、なにか必要なものはありますか？」

「いや、特にはない。いろいろ気を遣わせてしまって、申し訳ないな」

「いえ、とんでもない。それじゃあ、まだ開店準備が残ってますんで、俺おれはこれで失礼しますが、なんかあったら、遠慮なく呼んで下さい」

「ああ、ありがとう」

　男が鷹おう揚ように頷うなずく。

「それじゃ」

　マネージャーは、ぺこりと頭を下げると、ドアを閉めて去っていった。
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「急場で探したにしては、なかなかいい場所だな」

　ソファの方へと歩み寄りながら、男が言った。ラックのガラス戸を覗のぞき込んでから、貴久を振り返る。

「なにか飲むかい？」

「結構だ。そんな事より、さっさと返事を聞かせてくれ」

「ふ……意外にせっかちだな、君は」

　男は笑いながら、ソファの一つに腰をおろした。貴たか久ひさも、それと向かい合う位置のソファに座る。

「……で、イエスかノーか、どっちなんだ？」

　なにに付いてかは、今いま更さら言うまでもなかった。

「仮に、断ると言ったら、どうする？」

　からかうような表情で、男が訊きき返してきた。

「あんたらにとって、少しばかり面めん倒どうな事になる」

「それは、どういう意味だ？」

「いろいろ気を遣ってくれたようだが、ユニコーンを追い詰めるには、俺おれがこれまで見聞きした情報だけで充分だと言う事だ」

　男が口にした、幾つかの人名。それに、あの運転手が、この店のマネージャーの友人であるという事。そして『社長』という言葉。それらを元に調査を進めれば、この男の正体に迫る事は、そう難しい事ではない。

　だが、貴久がそれを口にしても、男の表情は変わらなかった。

「その情報を、警けい察さつにでも流すか？」

「流して欲しいならな」

「そうしたければすればいい。私は構わないよ」

「その時は殺すだけ、か？」

　貴久のその言葉を、男は、否定も肯定もしなかった。まるで観かん察さつでもするかのように、ただ静かな視線を、貴久に当てている。

　貴久は、大きく一つ、息を吐くと、改めて男に向き直った。

「俺は、あんたと駆け引きをするつもりはないんだ。俺の望みはもう言った。その理由も伝えた筈はずだ。あとはあんたが、それをどう判断するか、それだけだ」

「正直に言えば、少し迷っている」

「なぜだ？　俺が警察のスパイかもしれないとでも思っているわけか？」

「いや」

　男は、軽く首を振った。

「じゃあ、俺には。ユニコーンのメンバーとなるだけの能力がない。そう言いたいわけか？」

「それも違うな。君は独力で、我々の動きを突き止めた。偶然の力があったにせよ、その行動力は評価されてしかるべきだ」

「それじゃあ、いったいなんだ。なにが問題なんだ？」

「一つ、気に掛かっている事がある」

「なんだ？」

「君は、基本的には理性的なリアリストのようだ。幻想を追わず、事実を積み重ねる事で目標を達成しようとする」

「……俺おれはこれでも、科学者の端はしくれなんでね」

「しかし、君と話していると、ある一点に関してだけ、ひどく現実離ばなれした事を平気で口にする。だから疑念が湧わいてくるんだ。この男は、本当に現実を見ているのか。ヒロイックな幻想に酔っているだけではないのか……とね」

「……奴やつを殺すと言った事か？」

「ああ。その通りだ」

　男は、貴たか久ひさの目を、じっと見詰めている。

「それが、そんなに非現実的か？　あんたちだって、奴を殺そうと思ってるんだろう？」

「我々には、それが可能な力がある。だが、君にはない」

「分かってるさ。だからこそ、あんたらの仲間に入ろうとしてるんじゃないか」

「君はハイブリッドになりたいのか？」

　ハイブリッド──人を超えた力を持つ、異い形ぎようの化け物。

　ハイブリッドになる事は、人である事を捨てる事だ。だが、それでガーディアンを殺せるのなら、それを忌き避ひするつもりは、貴久にはなかった。

「……それも選せん択たく肢しの一つだ」

「君は、自分が望みさえすれば、我々がそれを叶かなえてやるとでも思っているのか？　確かに我々にも、『パルメール』の一件に関しては、負い目がある。だがそれは、彼女に対してであって、君に対してではない。だれをハイブリッドにするか、それを選ぶのは我々だ。我々の都合で、我々が決める。君の私し怨えんなど、知った事ではない」

「そんな事は分かってるさ」

　あれだけの力を、なんの審査もなしに、志願者すべてに授けているとしたら、むしろ貴久は、ユニコーンの組織としてのあり方を疑うだろう。

「では、ハイブリッドになれなくても構わないと言うのか？」

「ああ、構わない」

「復ふく讐しゆうはできなくなるぞ。わざわざユニコーンの一員となった意味もなくなる」

「そうとも限らないさ」

「それは、どういう意味だ？」

「たとえハイブリッドになれなくても、奴を倒す方法はある筈はずだ」

「人の身のまま、あの男をか？」

　男が呆あきれたような笑いを漏らした。

「ああ、そうとも」

「そんな事が可能だと、本当に思っているのか？」

「あんたも言ってただろう。奴やつのハイブリッドとしての強さ、それ自体は大した問題じゃない。奴の強さがいくら突出していようと、問題がそれだけなら、対処のしようは必ずある筈はずだ」

「ハイブリッド無しでもそれが可能だとは、言わなかった筈だが？」

「ハイブリッドである方が勝率が高い事ぐらい、俺おれにだって分かるさ、だが、あんたは今、そうでない場合を質問した？」

「……確かに、そうだな」

　男は苦笑し、ソファに背中を持たせかけた。腕組みをした手元に、いったん視線を落とし、改めて貴たか久ひさに顔を向ける。

「では、別の質問をしよう。君に適性があると認められ、ハイブリッドになる事ができた場合だ。作戦実行中にガーディアンが現れたとする。君の求める決戦の場が与えられたわけだ。だが、その時の指揮官が、君に対して闘たたかうなと命じたら……その時はどうする？」

「……命令には従うさ」

「本当にそうかな？　奴に対する君の感情の強さを思うと、私には、とてもそうは思えないが」

　これまで貴久が取ってきた行動を見ていれば、男がそう考えるも無理はなかった。

　だが、今示されたような状況下であれば、やはり自分は命令に従うだろうと、貴久は思う。

「言っておくが、俺の目的は、奴と闘う事じゃない。闘って奴を倒す事だ。だから俺は、可能な限り、自分に有利な状況を選びたい。作戦実行中に奴の襲しゆう撃げきを受けるという状況は、俺にとって不利だ。だから、そこではやり合わない。……この答え方なら、納得して貰もらえるか？」

「なるほどね……いいだろう」

　男は軽く頷うなずいた。

「では、もう一つ、別の質問だ。我々が奴に対して攻勢を掛ける事になったとする。そして、奴と闘い、奴を倒す役割を、君以外の人間が担ったとする。つまり、君以外の人間の手によって、奴が倒される事になるわけだ。その場合、君はどうする？」

　さすがに貴久も、その質問には、即答できなかった。

　自分以外の人間が、ガーディアンを倒す。

　果たして自分は、それを黙だまって見ていられるのだろうか。

　だが、確かにそれはあり得る状況だった。いや、自分がまだスタートラインにも立っていない段階である事を思えば、そうならない可能性の方が低い。

　その時、自分はどうするのだろう。

　そして今、男の質問には、どう答えるべきか。

　長い沈ちん黙もくのあと、貴久は口を開いた。

「……その時は祈るよ」

「祈る？　なにをだ？」

「奴やつが負けずにいてくれる事を、だ。それくらいは許してくれてもいいだろう？」

　男は長々と貴たか久ひさを見詰め、そして不意に口元を緩ゆるめた。

「まあ、それくらいはな」
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　男が沈ちん黙もくを続けている。

　無言のまま、じっと貴久を見詰めている。

　男のした一連の質問は、いずれも貴久の心理に、深く分け入ったものだった。貴久がそれにどう答えるかによって、男が、貴久という人間を見極めようとしていた事は確かである。

　貴久は、嘘うそはつかなかった。思ったまま、感じたままを口にしたつもりだ。あとは、男がそれを、どう判断するか、である。

「君は、工学部の大学院生だったな。専門は確か材料工学」

　ややあって、男が、再び口を開いた。

「……ああ。それがどうした？」

「我々にも、技術部門というものがある。警けい察さつその他ほかへのハッキング、あるいは、作戦時に通信遮断を行うための事前工作、各種装備の開発や整せい備び──そういった仕事を専門にこなす部門だ。君の経歴からすれば、そちらの方が実力を発揮できると思うんだが、それでは駄目なのか？」

「俺おれは、俺のこの手で奴を倒す。そう言った筈はずだ」

「だが、ものは考えようだ。仮に、君が開発した装備や、君が立案した作戦で、奴を倒す事ができたとすれば──それは君の力が奴を倒したという事だ。君の復ふく讐しゆうも果たされた事になる」

「駄目だ。それじゃあ意味がない」

　貴久は、首を振った。

　一度心に誓った事を、貴久には、曲げるつもりが一切なかった。

「どうしても、自分の手でやりたいわけか」

「そうだ」

「それが、どれほど可能性の低い事か、承知した上で言ってるんだな？」

「ああ」

「言っておくが、私は君のために便宜を図ったりはしないぞ。ハイブリッド候補を選ぶ時も、奴に決戦を挑む時も、その時その時で、最も相応ふさわしい人間を選えらぶ」

「当然の事だ」

「我々は犯罪者だ。その仲間に入れば、君も警察に追われる事になる。後戻りはできないぞ。それでもいいんだな？」

「構わない」

「たとえ道半ばで果てる事になろうと、文句は言わないな？」

「覚悟はしている」

「分かった。いいだろう」

　男は頷うなずくと、一拍の間を置いてから、改めて貴たか久ひさを、真正面から見詰めた。

「君の加入を認める事にする」

　ようやく引き出したその言葉に、貴久はそっと目を閉じた。

「ありがとう……感かん謝しやする」

「ふ……その気持ちがいつまで保もつかな。おそらく君は、そう遠くないうちに、今日のこの日を後悔する事になる筈はずだ」

　目を閉じたままの貴久に、男の醒さめた笑いが響ひびいた。

　そうだ。ユニコーンに加入する事ができたと言っても、それで目的が果たされたわけではない。スタートラインに立ったという、ただそれだけの事に過ぎない。

　そして始まるのだ。

　闘たたかいの日々が。
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「では、改めて名乗っておこう。私の名は速はや水み敬けい介すけ。ユニコーンの中では、副司令という事になっている」

「副司令……」

　相反する二つの驚おどろきが、貴久の中に湧わき上がった。

　一つは、それほどの地位にある男だったのかという驚き。もう一つは、この男の更さらに上に立つ人間が存在するのかという驚きである。

「そうだ。そしてお前は、まだ訓練も終えていない最下層の隊員だ。これまでのように対等の口の利き方を許すわけにはいかない。分かるな？」

　速水の言葉遣いは、それまでとは打って変わった、高圧的なものになっていた。

　だが、組そ織しきというものの上下関係を考えれば、それは当然の事である。

「はい。分かります」

　貴久もまた、口調を改めて、それに応えた。

「では立て。山やま口ぐち」

「はい」

　貴久は、ソファから立ち上がった。背筋を伸ばし、両手を後ろに組む。

　速水は、座ったままの姿勢で、その貴久を見上げている。

「お前はユニコーンの一員となった。上位の者への反抗は許されない。命令があれば、異い議ぎを唱えず、直ただちにそれに従え」

「はい」

「殺せと言われたら殺し、死ねと言われたら死ぬんだ。分かったな」

　その言葉には、さすがに貴たか久ひさも、即答はできなかった。

　殺せと言い、死ねと言う。そんな命令が、ユニコーンでは有り得るのか。そんな状況が起こり得るのか。

　だが、ユニコーンが殺人さえ辞さない集団である事は分かっていた筈はずである。銃じゆう撃げきを浴びて絶命する黒ジャケットの姿を見てもいた。

　自分はそれを知っていた。知っていてなお、ユニコーンヘの加入を望んだのだ。

「返事はどうした」

「……はい。分かりました」

　中空を見詰めたまま、貴久は、そう答えた。

「どうだ。そろそろ後悔してきたんじゃないのか？」

　速はや水みの言葉に、笑いの響ひびきが滲にじむ。

「……いえ」

「そうか。それは結構」

　そして速水は、ふと右手の方へと、視線を動かした。

　貴久が、その視線の先に目を向けると、マジックミラーの窓の向こうに、近付く人影が見えていた。

「ちょうどいい。服はつ部とりが来たようだ」

　それは、二〇代後半と見える男だった。髪を短めに切り、前髪に軽くメッシュを入れている。大きくはだけたシャツの胸元には、金のネックレスがぶらさがっていた。

　それがマジックミラーだとは気付いていないのだろう。服部は、貴久たちの前に顔をさらしながら、軽く何度か髪を撫なでつけ、それからおもむろに、ドアをノックした。

「服部です。お呼びだそうで」

「ああ、入ってくれ」

　ソファに座ったまま、速水が声を掛ける。

　ドアを開けて入ってきた服部は、その場に立っている貴久に、ちらりと視線を走らせてから、そのまま速水の前へと進んでいった。

「ご用はなんでしょうか？」

「訓練所への搬送は、いつの予定になっていた？」

　前置き抜きで、速水は訊たずねた。

「四日後の予定です」

「人数は？」

「六人です」

「では、一人追加だ。この男を一緒に連れて行ってくれ」

　そう言って、速はや水みは、貴たか久ひさを指し示した。

「それは構いませんが……いったい、どういう人間なんですか？」

　服はつ部とりは、じろじろと無ぶ遠えん慮りよに、貴久を眺めまわした。

「工学部の大学院生だ。それ以上、詳しい事は、あとで本人から直接聞いてくれ」

「分かりました。で、このまま連れてっちまっていいんですか？　それとも……」

「ああ。いつものように、いなくなっても騒さわぎにならないように手配しておいてくれ」

「表の顔は、消しちまっていいんですか？」

「いや、この男の立場は、あとあと役に立つかもしれない。残す方向で調ちよう整せいを頼む」

「そうですか……あと四日でという事になると、ちょっと忙しくなりますね」

「すまないな」

「いやぁ、大丈夫っすよ。慣なれてますから」

　そんな速水と服部の会話を、貴久は無言のまま、聞いていた。

　なんの話をしているのか、はっきりとは分からないが、不ふ穏おんな空気が感じられる。

　いったい、俺おれをどうするつもりなんだ……？

「不安そうだな、山やま口ぐち」

　速水が、貴久に視線を戻した。

「いえ。そんな事はありません」

「まあいい。とにかく、お前に関する事だ。簡かん単たんに説明しておいてやる」

「……はい」

「先程も言ったと思うが、戦せん闘とう員いんたちは、皆、専門の訓練を受ける事になっている。お前は戦闘部隊への配属を希望した。従って、お前もまず、訓練所へと送られる事になる。いいな」

「期間はどれくらいでしょうか」

「二ヶ月から三ヶ月、あるいはそれ以上。最終試験に合格しない限り、その期間はいつまででも延長される。早く一線に立ちたいのなら、一刻も早く卒業できるよう、せいぜい頑張る事だな」

　三ヶ月。それは確かに、長い期間だった。それだけの期間、人間を拘こう束そくするのであれば、確かに『騒さわぎにならないような手配』とやらも必要になるのだろう。

「出発までの間、お前の世話は、この服部がする事になる。ちゃらちゃらして見えるかもしれないが、これでも、やる事はきっちりこなす男だ。すべて服部の指示に従って動け。分かったな」

「分かりました。……よろしくお願いします」

「ああ。大船に乗った気でいな」

　貴久が頭を下げると、服部は鷹おう揚ように頷うなずいてから、再び速水に視線を戻した。

「じゃあ、時間もない事ですし、早速、仕事に掛かりたいんですが……構いませんか？」

「いや、その前に、一つだけ確認しておきたい事がある。山やま口ぐち」

「はい」

　貴たか久ひさは心持ち、背筋を伸ばした。

「お前は、ホテルの部屋から『リッジウェイ』を見張っていたと言っていたな？」

「はい」

「チェックアウトは済ませたのか？」

「いえ、まだです」

　そう言えば、荷物も部屋に残したままだった。

「部屋は、どんな名前で取った？」

「本名で……山口貴久で取りました」

「やはりそうか……」

　速はや水みが眉まゆを顰ひそめた。

　指摘されて初めて気付いたが、確かにそれは、貴久のミスだった。『山口貴久』の名は、『パルメール』事件の関係者として、警けい察さつの記録に残っている。それと同じ名が、『リッジウェイ』周辺のホテルの宿泊名めい簿ぼにも残っていたら、警察の注意を引ひき付けてしまう事は間違いなかった。しかも貴久は、チェックアウトもしないままに出てきてしまっている。なによりもまず、ホテル側がそれを不ふ審しんに思うに違いない。

「まあいい。今ならまだなんとかなる。その件については、こちらで処理しておく事にしよう」

「申し訳ありませんでした」

　貴久は頭を下げた。

「本来なら、そんな初歩的なミスは許さないところだが……何なに分ぶん、ユニコーンに加入する前の事だからな。今回だけは大目に見てやる」

「申し訳ありません」

　貴久は、もう一度、速水に謝あやまった。

「許すと言ったんだ。何度も同じ事で謝る必要はない。服はつ部とり、あとの事は任せるぞ」

「分かりました。じゃあ、山口、一緒に来い」

「はい」

　服部に促され、貴久は、速水に一礼して、踵きびすを返した。

　戸口へと向かいかけ、そこで、ふと足を止めて、速水を振り返った。

「一つだけ、質問させていただいてもよろしいでしょうか？」

　おそらく、ホテルの一件の処理を命じるためだろう。速水は、上着の内ポケットから、例の携帯電話型通信機を取り出したところだった。

「なんだ？　言ってみろ」

「奴やつの名を、教えていただけますか」

　一拍の間のあと、速はや水みはそれに答えてくれた。

「藤ふじ岡おか武たけ士しだ」

「藤岡……藤岡武士……」

　その名を、貴たか久ひさは、繰くり返し呟つぶやいた。

　ガーディアンとしてしか知らなかった、あの男の名前。

　──藤岡武士。

　それが、どんな顔立ちの男なのか、どんな姿形の男なのか、貴久はまだ知らない。

　だが、霧きりのように曖あい昧まいであったものが、人の形を取り始めたような、そんな気がする。

　藤岡武士……その男を、俺おれは殺す。そのために、俺は生きる。

「分かったら、早く行け」

　通信機を耳に当てたままのポーズで、速水は、軽く顎あごをしゃくるようにした。

「はい。では、失礼します。ありがとうございました」

　貴久は速水に一礼すると、ＶＩＰルームをあとにした。
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「ここです」

　貴久はアパートの鍵を開けると、服はつ部とりを中へと誘いざなった。

　ほぼ一週間ぶりの我が家である。

「ほおう。男の一人暮らしにしちゃ、結構、片付いてるじゃねえか」

　台所まわりに目を向けながら、服部が靴を脱ぐ。そのまま奥へと進み、引き戸を開けて、六畳間の方へと入った。

「こっちもか……。お前、綺き麗れい好きなんだな」

「いえ、そういうわけじゃありませんが、このところずっとホテル住まいでしたから」

「そうか。そう言えば、そうだったな」

　ここに来るまでの車内で、大体の経過は、服部にも話してあった。

　服部は、窓を開けると、窓枠に両手を突くような格好で、ざっと外を見渡した。

「騒そう音おんもないし、なかなかいいところだな」

「……それはどうも」

　服部は、体ごとくるりと振り返り、今度は、窓枠に軽く尻しりを乗せるような体勢で、貴久に向き直った。

「それじゃあ、早速だが、出すもん出して貰もらおうか。通帳と印いん鑑かん、保険証、免許証、パスポート。それと、あるんだったら、クレジット会社のカード。全部、持ってこい」

「分かりました。ちょっと待って下さい」

　貴たか久ひさは、そう応こたえると、机の一番下の引き出しを開けた。

　いずれも、普通であれば、簡かん単たんに他人に渡すようなものではないが、貴久は、ユニコーンにその身を委ゆだねると決めたのだ。言われるままに従う。ただ、それだけだ。

　クレジット会社とは契約していないので、そのカードはなかったものの、あとの物はすべてまとめて、服はつ部とりの手に委ねた。

「さて、と……」

　服部は、まず最初に通帳を開くと、そこに記されている数字を点検し始めた。

「電話、水道、ガス、電気と……。アパート代も銀行振り込みか？」

「はい。それがそうです」

　貴久は、通帳の中の項目を、指し示した。

「なるほどね。この辺なら、まあ、こんなもんだろうな。……で、こっちのが、毎月の仕送り分だな」

　服部の指先が、別の項目を示す。

「はい、そうです」

「しかし、この金額じゃ、ちょいと足りねえんじゃねえか？」

　服部の言うように、貴久が受け取っている仕送りの額は、毎月の生活費に充分なものではなかった。しかし、大学の四年間に引き続いての仕送り生活である。もともと実家は裕福な方でもないし、あまり無理も言えなかった。

　それでも貴久は、時間に余裕がある時などに単発のバイトを入れて、不足分を補うようにしていたのだが、ここ一週間ほどのホテル住まいで、その蓄えもかなり減ってしまっている。確かにこのままだと、残高不足で部屋代が引き落とせないという事態にもなりかねなかった。

　だが、服部にとっては、そんな貴久の財政状況など、どうでもよかったようだ。

「まあいい。足りない分は、こっちで補充しとく」

　簡単極まりない解決策を示してから、次の質問に移った。

「新聞はどこのを取ってる？」

「いえ、取ってません。大学で読むようにしてましたから」

「ＯＫ。じゃあ、そっちは問題なしと……」

　どうやら、チェックすべき項目を箇条書きにしてあるらしく、服部は、一つ確認するごとに、手帳に横線を引いていた。

「あ、そうそう、それで思い出したが、学校の方はどうなってんだ？　院ってのにも、夏休みはあんのか？」

「一応あるにはありますが……理系は実験が主ですし、論文のための基き礎そ研究などもありますから、休み中でも、大抵の学生は学校に出てきてます」

「って事は、長期間いなくなると、やっぱり怪しまれるか……」

「ですが僕の場合は、しばらく顔は出せないかもしれないと言ってありますから、その辺は大丈夫だと思います」

「ＯＫ。じゃあ、それも問題なしと……。あとは、やっぱり、家族と友人関係だな」

「そうですね……」

　一人暮らしをしているとはいえ、三ヶ月もの間、連絡が途と絶だえれば、やはり家族は不ふ審しんに思うに違いない。

「なにか、いい方法がありますか？」

「ああ、あるとも。旅に出よう」

「………え？」

　唐突なその言葉に、貴たか久ひさは、少々面食らった。

「場所は、そうだな……北海道あたりにしとくか。夏の北海道はいいぞ。ちょうどラベンダーも季節だしな」

「つまり……長期の旅行に出掛けたって事にしとくわけですか？」

「そうだ。幸い……なんて事を言ったら怒られそうだが、お前が恋人を亡くして傷心中だってのは、知り合いみんな知ってんだろ？」

「………ええ、まあ」

「だったら、それほど不自然でもない。自分を見詰め直す旅に出るとかなんとか、適当な事言っとけ」

「はあ……分かりました。そうします」

「じゃあ、明日か、遅くても明後日までに、北海道の絵葉書を用意しとく。大体、二週間に一度ぐらい、北海道から投とう函かんさせるように手配しとくから、お前、それっぽい文面を考えとけ」

「そこまで徹てつ底ていしてやるんですか？」

「そりゃそうさ。でないと、消印で、ばれちまうだろ？」

　服はつ部とりは、あっさりと、そう答えた。

　……なるほど、確かにユニコーンだ。やる事が徹底している。

　貴久は、そう思った。

「さてと……それじゃあ、今日のところは、大体、そんなところか」

　服部は、もう一度項目をチェックし直してから、手帳を閉じた。

「明日は、午前一〇時頃ごろに迎えに来る。寝坊なんかするんじゃねえぞ」

「どこかへ出掛ける予定でもあるんですか？」

「ああ。病院で健康診断を受けて貰もらう。妙な病気を持ってかれでもしたら、洒落しやれじゃすまないからな」

　服はつ部とりはそう言って、にっと笑った。
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　車は土手を駆け上がり、川かわ縁ぶちのグラウンドの前で停止した。

　堤防に囲まれた一級河川。その内側である。増水時に対応するため、堤防の内側には、実際の川幅の五倍近い空間が確保されていた。緑の多いその空間には、河の流れに沿うようにして、公園やテニスコート、草野球用のグラウンドなどが設けられており、人々の憩いこいの場となるよう整せい備びされている。

　服部はっとりはサイドブレーキを引くと、窓の外を、ざっと見渡した。

「少し、早く来すぎたかな」

　独り言のように、そう呟つぶやく。

『早朝』と言うにも、まだ早い時間帯だった。太陽はまだ顔を出してはおらず、東の空を、ほんのりと薄うす紫むらさき色に染めているだけだ。

「ま、遅刻するよりゃいいか。……少し待つとしようぜ」

　そう言いながら、服はつ部とりが、座席に座り直した。

　上着のポケットから煙草たばこの箱を取り出し、口で咥くわえて、一本、引き抜く。そして服部は、引き抜いたあとの箱を、

「ほれ」

　と、貴たか久ひさの方にも差し出してきた。

「僕は結構です」

　貴久は、小さく首を振った。

「向こうに行ったら、当分は禁煙だぜ？」

　煙草の箱を差し出したまま、服部が言う。

「もともと吸いませんから」

　貴久が答えると、

「そうか。そりゃ、結構」

　服部は、煙草の箱を元通り上着のポケットにしまうと、今度はズボンのポケットからライターを取り出した。凝った彫刻の施された、銀製のライターだ。片手で器用に蓋ふたを開け、咥えた煙草に火を点つける。

　ゆっくりと煙草をくゆらしながら、服部は運転席の窓を開けた。全開にした窓枠に右みぎ肘ひじを載せるようにして、窓の外へと顔を向ける。

　そして、ぽつんと、

「……夏の朝ってのは、いいもんだよな。なんつうか、こう……独特の匂においがしてさ」

　呟つぶやくように、そう言った。

「……そうですね」

　助手席の窓から外を見ながら、貴久は答えた。

　あれから四日。貴久が訓練所へと運ばれる、今日がその当日である。

　いつの間にか月は替わって、今は七月。まだ梅雨は明けきっていないが、暦の上では、確かに、もう夏だった。

　広々とした川かわ縁ぶちには、妙に重みのある静けさが満ちている。見渡す限り、動くものの姿はない。まるで、自分たち以外の人間はこの世に存在していないような、そんな気にさえなってきそうだった。

　服部は、窓の外に向けて、煙草の煙を、ふぅっと細く吐き出している。

「……一つ、訊きいてもいいですか？」

「なんだ？」

　外に顔を向けたまま、服はつ部とりが応じた。

「訓練所というのは、どんなところなんです？」

「どんなって？」

「ですから……規模とか設備とかカリキュラムの内容とか、そういう点に付いてですが」

「さあ、どんなところかな。実を言うと、俺おれもよくは知らねぇんだ」

「知らない？」

「ああ。俺の職しよく分ぶんはここまでなんでな。訓練所へは行った事がねぇんだよ」

「そう、ですか……」

　たとえ仲間であっても、知る必要のない事以上の事は知らせない。確かに、機き密みつ保持という面からすれば、それが上策なのかもしれなかった。知らなければ、機密を漏らす事も、物理的にできないからだ。

　服部は、ダッシュボードに手を伸ばし、灰皿を片手で引き出した。短くなった煙草たばこをその底に押し付けるようにして揉もみ消す。

「だがまあ、聞いた話じゃ、相当にきついとこらしいぜ。時には人死にも出るらしいしな」

「人死にって……訓練生の中からですか？」

　貴たか久ひさは思わず、服部の顔を見返した。

「ああ、そうだよ」

　再びポケットから煙草の箱を取り出しながら、服部は、あっさりと、そう答えた。

「……」

　死人が出るほどの過酷な訓練。しかも、それを、当然の事のように話す服部。

　どうやら、訓練所での生活は、貴久の想像以上に過酷なものになりそうだった。

「どうした？　怖おじ気け付いたか？」

　二本目の煙草に火を点つけながら、服部が、からかうような視線を貴久に向けてくる。

「いえ、そんな事はありません」

　貴久は即答した。

　不安がないと言えば嘘うそになる。だが、貴久に迷いはなかった。

　すべてはここから始まる。ここをクリアしなければ、なにも始まらない。

　他たに選せん択たく肢しがないのだから、迷う余地もまた、貴久にはないのである。無事に訓練所を卒業するか、あるいは道半ばで倒れるか。二つに一つ。訓練所でなにが待ち構えていようと、ただ全力で、それに立ち向かうだけだ。

「ふん……そりゃ頼もしいこった。さすがは自分から志し願がんしてくるだけの事はあるぜ」

　服部は、煙草を咥くわえたまま、やや皮肉な調子で笑った。

「ユニコーンの戦せん闘とう員いんというのは、普通、どんな人間がなるんですか？」

　貴久は、ふと気になって、それを訊きいてみた。

「そうだな……上の連中が見所のありそうな奴やつを連れてくる事もあるが、まあ、大体はスカウトだ」

「どこから、ですか？」

「ほれ、街に行くと、無駄に生きてる悪たれ小僧どもが山ほどいるだろうが。そういう連中に声を掛けるんだよ。『君もユニコーンに入らないか』　ってな」

「……それ、本当なんですか？」

　貴たか久ひさは、思わず、服はつ部とりの顔を見返した。

「戦せん闘とう員いんは消しよう耗もうが激しいんでな。これでも補充には結構苦労してるんだよ。奴やつら、甘ったれた糞くそガキどもだが、とにかく若いし、姿を消したところで、大した問題にはならねえ。いろいろと都合がいいのさ。街も静かになって、社会のためにもなるしな」

　そう解説を加えたところをみると、どうやら、まるっきりのジョークというわけでもなさそうだ。

「ですが……そういう人間で、ユニコーンが務まるんですか？」

　警けい察さつを敵にまわしている以上、ユニコーンには、一つのミスも許されない筈はずだ。服部の言うところの『甘ったれた糞ガキ』に、それが務まるとは、とても思えなかった。

「務まるさ。務まるようにさせる。そのための訓練所だからな」

　服部は、悠然とした笑みでそれに答えると、その視線を窓の外へと向けた。

「お、どうやら来たようだぜ」

　東の地平線に、太陽が顔を覗のぞかせつつある。

　次第に明るくなっていくその空をバックに、一台のトラックが近付いてくる姿が、貴久にも見えた。
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　車から降りて待つ服部と貴久のそばに、トラックは停止した。ワンボックスタイプの白いトラックだ。

「よう、待たせたか？」

　助手席の窓から男が顔を覗かせ、服部に向かって片手を挙げた。四〇絡みの、小太りの男である。

「いや、そうでもない。まだこれが二本目だよ」

　車から降りた服部は、煙草たばこを挟んだ指先を、ひょこひょこと動かして見せた。

　トラックを運転していたのは、二〇代後半と見える細身の男だった。目には、黄色のサングラスを掛けている。

　小太りの男もサングラスの男も、二人とも水色の作業服を身に着けていた。四日前のあの日、蓮はす見み製せい薬やくの輸送トラックに偽装措置を施した、あの男たちと同じ作業服だ。

　トラックは、側面の窓が塞ふさがれているタイプのものだったが、その窓があるべき位置の下の部分に、大きく、『小こ塚づか運送』という文字がペイントされている。これも、あの時見たものと同じ会社名である。どうやら、この『小塚運送』というのは、ユニコーンの有するダミー会社であるようだった。

「……で、追加ってのは、そいつか」

　小太りの男が、服はつ部とりの脇わきに控えていた貴たか久ひさに、視線を動かした。

「ああ、そうだ」

　そう言いながら、服部は煙草たばこを唇くちびるに挟むと、空いた右手を上着の内側へと差し入れた。内ポケットから無地の茶封筒を取り出し、小太りの男に手渡す。

「これが書類一式。ま、よろしく頼むよ」

「山やま口ぐち貴久です。よろしくお願いします」

　貴久は小太りの男に頭を下げたが、男は興きよう味みもないような視線を貴久に向け、

「ふん……」

　と、鼻を鳴らしただけだった。この男にとっては、貴久など、ただ運ぶだけの荷物の一つに過ぎないのだろう。

「……よし、一応、全部、揃そろってるな。じゃあ、後ろに積み込め」

　小太りの男は、封筒の中を改めると、運転席のサングラスを顎あごの先で促した。

　サングラスは、車を降りると、貴久の方へやってきた。その手に細長い筒のようなものを持っている。そしてその筒を、男は、貴久の体に沿って、上から下へ、滑らせるように動かした。

　体の前面と、左右の側面、それから背中側。都合四回、その作業を繰くり返してから、

「よし、ＯＫだ」

　サングラスは、手にした筒を、ズボンの後ろに挟み込んだ。どうやら、貴久が発信器の類たぐいを隠し持っていないかどうかを、確かめるための措置であったようだ。

「じゃ、こっち来い」

　サングラスが、右手の親指で、トラックの後尾を示した。

「はい。分かりました」

　貴久はサングラスに頷うなずいてから、服部の方へと目を戻した。

「それじゃ、服部さん。いろいろとありがとうございました」

　貴久が頭を下げると、

「なに、いいって事よ。それより、せいぜい頑張んな。無事卒業できたら、祝いに一杯おごってやるからよ」

　服部は、ひらひらと右手をひらめかせた。

「では、行ってきます」

　最後にそう挨あい拶さつしてから、貴たか久ひさはトラックの後尾へと向かった。

　トラックの後尾部分には、両開きのドアがある。サングラスは、ロックを外すと、そのドアを開けた。

「ほら、とっとと乗んな」

「……はい」

　貴久は頷うなずくと、トラックの荷室の中へと乗り込んだ。
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　荷室の中は薄うす暗ぐらかった。車体側面の窓があるべき部分が塞ふさがれているからだ。

　その薄暗い荷室部分に、ボルトで固定されたベンチシートが二つ、向かい合うような形で据すえ付けられていた。

　二つのシートには、それぞれ三人ずつ、併せて六人の男が腰をおろしている。

　薄暗い空間の中で、彼らの目だけが、白く浮かび上がっていた。新入りが気になるのか、男たちは値踏みするかのように、じろじろと貴久を眺めまわしている。

　……あまり歓迎はされてないようだな。

　貴久は思った。

「適当なところに座れ」

　背中から、サングラスの声が掛かる。

「はい」

　ベンチシートには五人が座れるほどの幅があったが、向かって左手のシートには、貴久の座るスペースはなかった。大おお股またを開いてどっかり腰をおろした三人が、五人分のスペースを占拠していたからである。いずれも貴久よりは年少のようだ。貴久が座る場所を探している事は分かっている筈はずなのに、その三人は席を詰めようともしない。どこか挑戦的な目で、貴久を見上げていた。

「……」

　貴久が、もう一方のシートへと目を向けると、右手のシートには少し隙すき間まがあった。

　奥の方には、二〇代後半と見える男が二人、そして、その二人と距きよ離りを置くようにして、栗色の髪の小柄な少年が一人、ぽつんと腰をおろしている。

「ここ、いいかな？」

　貴久が声を掛けると、その少年が、びくっと体を震ふるわせた。

「あ……はい……どうぞ」

　目を伏せたまま小声で答え、少年は座る位置を、シートの端ぎりぎりにまで移した。下手をしたらそのまま転げ落ちてしまいそうである。

「ありがとう」

　短く礼を言ってから、貴たか久ひさが、その少年の右みぎ隣どなりに腰をおろす。

　すると、それを待っていたかのように、荷室のドアが再び閉められた。

　閉じられたドアの向こうで、がちゃりとロックが下ろされる音が、妙に重く響ひびく。

　ドアから差し込んでいた外の光が遮断され、荷室の中は暗がりに包まれた。

　だが、完全な闇やみというわけではない。ちょうど蓮はす見み製せい薬やくの輸送トラックと同じように、運転席との間の壁かべに小さな覗のぞき窓が設けられていたからだ。その覗き窓を通して、僅わずかながら、外の光が入ってきていた。

　貴久が乗り込んでも、トラックはなかなか発進しなかった。服はつ部とりと小太りの男の間で、なにかまだ打ち合わせる事でもあるのかもしれない。

　外の明るさに慣なれていた貴久の目が、徐々に暗がりに馴な染じんでくる。

　貴久は、トラックが走り出すのを待つ間、これからしばらく生活をともにする事になる筈はずの男たちの顔を、順に眺めていった。

　貴久の右隣に座っている年長者二人組のうち、奥の方に座っているのは、頭を角刈りにした男だった。小柄だが、引き締しまった体付きをしている。年ねん齢れいは二五、六というところだろうか。白い丸首シャツの上に焦こげ茶ちや色いろの上着を羽は織おり、壁に背中を持たせかけるようにしながら腕を組んでいる。貴久が荷室に乗り込んだ時には開けられていたその両目も、今は閉じられ、まるで黙もく想そうでもしているかのようだった。

　その隣となり、貴久のすぐ右にいるのは、赤い柄シャツを着た、パンチパーマの男である。角刈りの男とは対照的に、開いて座った両りよう膝ひざの上に左右の肘ひじを乗せるようにして、やや前まえ屈かがみの姿勢になっていた。組んだ両手の中で、左右の親指をぐるぐるまわしているのは、やはり手持ち無ぶ沙さ汰ただからだろうか。

　貴久の左に座っている少年は、俯うつむいたまま身を固くしている。緊きん張ちようしていると言うよりは、この場の雰囲気に怯おびえている様よう子すだった。年齢は一六か一七、あるいはもっと下かもしれない。

　こんな調子で訓練所でやっていけるのかと気にはなったが、こんなところにいるからには、この少年にも、それなりの事情なり理由があるのだろう。

　次に貴久は、向かいのシートの三人へと目を向けた。

　年ねん齢れいは、いずれもはたち前といったところか。左隣の少年ほどではないにしろ、かなり若い。夏という事もあって、三人ともラフな服装をしていたが、胸元にブランドのロゴが入っていたり手首に鎖のブレスレットをしていたりと、お洒落しやれに気を遣っている様子が窺うかがえる。髪の色も、赤かったり金髪だったりと、なかなかカラフルである。

「……なに、じろじろ見てんだよ、手て前めぇ」

　不意に、低く絞り出すような声が聞こえた。貴久の左隣の少年が、びくっと体を震ふるわせる。

　口を聞いたのは、向かいのシートの中央に座っている男だった。金色に染めた髪をハリネズミのように尖とがらせ、顎あごの先にはまばらな髭ひげを伸ばしている。深く座席に持たれたまま、その男の目は、まっすぐに貴たか久ひさを見み据すえていた。

　友好とはほど遠い、その視線。敵意と表現できるような光が、そこには込められている。

「……別になにも見てないよ」

　貴久は、短く答えた。

「とぼけんじゃねえよ。手て前めぇ今、俺おれたちに眼ガン付けしやがったろうが。いったいどういうつもりだよ。あ？」

　言い掛かりもいいところだったが、こんなところで敵を作るのも馬ば鹿か馬ば鹿かしかったので、貴久は努めて下手に出る事にした。

「自分以外にどんな人間がいるのか、それがちょっと気になっただけだ。気に障ったなら謝あやまるよ」

　だが、それがまずかったらしい。

「気に入らねえな……」

　金髪が、苦々しげに舌打ちした。

「なにがだ？」

「その余裕ぶった口の利き方が、むかつくっつってんだよ！」

　金髪が吐き捨てるように言った。その目はぎらつく光を放ち、今にも貴久に掴つかみ掛かって来そうなほどだった。

　参ったな……。

　訓練所に出発もしないうちから、こんな面めん倒どう事ごとに巻き込まれるとは思わなかった。

　金髪の両りよう脇わきにいる赤毛と長髪は、金髪を止めるどころか逆に囃はやし立てているし、年長者二人はなんの興きよう味みも持たない目付きで、冷ややかに金髪を眺めているだけだ。左ひだり隣どなりの少年はと言えば、自分にとばっちりが来ない事だけを祈っているかのように、ひたすら身を縮ちぢめている。どうやら、間に入ってくれそうな人間は、一人もいない様よう子すだった。

　だが、

「おい、黙だまってねえで、なんとか言ってみろよ。おら！」

　そう金髪ががなり立てた時である。

「ぎゃあぎゃあうるせえぞ、ガキども。ちったぁ静かにしてろ」

　運転席との間の小窓から、先程の小太りの男が顔を覗のぞかせた。

「なんだと……」

　金髪が、ぎろりと、覗き窓を見上げた。

「偉そうに命令すんじゃねえよ、じじぃ。こっちは、こんなところに閉じこめられて、ただでさえいらついてんだ。調子に乗ってると、ぶっ殺すぞ」

　だが、小太りの男は、そんな恫どう喝かつなど、意にも介さなかった。

「ったく、近ちか頃ごろのガキどもは躾しつけがなってねえから困るぜ。……おい、面倒だから、とっとと眠らせちまえ」

　小太りの男は鼻で笑うと、運転席の方へと目を向け、そう言った。

　……眠らせる？

　貴たか久ひさがその言葉を聞き咎とがめた時である。

　しゅうぅぅ……。

　スプレーの噴ふん射しや音おんにも似たかすかな音と共に、ベンチシートの足下から、白い煙が吹き出してきた。

「な……なんだよ、こりゃ!?」

　金髪と、その両脇にいた二人が一いつ斉せいにシートから立ち上がった。

　貴久も反射的に、手で口元を覆おおった。

「サービスだよ。旅の間中、そこに座ってるのも大変だと思ってな。眠ってさえいりゃ、長旅もあっと言う間だ。おやすみ、坊やたち」

　笑いを含んだ声で、小太りの男が言った。

　白い煙はみるみるうちに膨ふくれ上がり、荷室の中を満たしていく。

「ふざけんな、馬ば鹿か野郎！」

　金髪が怒鳴り、

「出せ。ここを開けろよ！」

　その仲間の赤毛が、荷室のドアに取りすがった。だが、ロックされたドアは、蹴けろうが殴ろうが、びくともしない。

「心配しなくても、死にゃあしねえよ。諦あきらめて吸い込んじまった方が楽ってもんだぜ」

　再び、小太りの男の声が聞こえた。

　確かに、それはそうだろう。いくらユニコーンであっても、これから訓練を施す候補生に対して危害を加えるような事をする筈はずがない。男の言う通り、単なる睡眠ガスに過ぎないのだろう。

　だが、理性がそう判断しても、体がそれを拒んだ。体内に異物を吸収する事を、本能的に体が拒絶するのである。煙の充満する荷室の中で、貴久は息を止めていた。

　だが、それも、いつまでもは続かない。

　扉に取りすがっていた赤毛が、がたがたとその場に崩れ落ちる。

　運転席との間の仕切りを殴り付けていた金髪も、がくりと床に両りよう膝ひざをついた。

　貴久の左の少年も、右みぎ隣どなりの年長者二人も、次々に椅い子すから滑り落ちていく。

　やがて、貴久にも限界がやってきた。

「かはっ……！」

　貴久の口が、詰めていた息を吐き出す。そしてその反動で、つい貴久は、白いガスを吸い込んでしまった。

　微かすかな刺し激げき臭しゆうのあるそのガスは、鼻と口から、貴たか久ひさの体内に入り込む。

　後頭部が痺しびれるような感覚とともに、体の自由が抜けていく。倒れ込みそうになる体を支えようとシートを掴つかんだが、その指先にも力が入らない。

　貴久は、自分の体がシートから滑り落ちるのを感じた。その感覚さえもが、暗くら闇やみの中に落ちていく。

　眠る……のか……。

　ぼんやりそう思ったのが最後である。

　貴久の意識は、闇の中へと引き込まれていった。
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　──どれくらいの時間が過ぎただろう。

「……おい。おい、起きろ」

　ぐらつく闇の中で、そんな声が聞こえたような気がした。

「起きろっつってんだよ、おい！」

　襟えり首くびを、ぐいっと掴み上げられる。

　貴久は、ぼんやりと、目を開けた。

　目の前に、男の顔がある。トラックを運転していた、あのサングラスの男だ。

「目は覚めたか？　返事しろ、こら」

　ばちばちと、左の頬ほおが叩はたかれる。

　だが叩かれた事は分かっても、その痛みはダイレクトには伝わって来なかった。全身の感覚がぼやけている。まだ、ガスの影えい響きようが残っているのだ。

「は、い……」

　それだけの言葉を発するのに、ひどく労力が必要だった。口がうまく動かない。ようやく押し出した声は、自分のものとは思えないほどに嗄しやがれていた。

「よし。じゃあ、とっとと立て」

　サングラスが頷うなずき、貴久の襟首から手を離はなした。

　首を巡らせば、左手に、さっきまで座っていたベンチシートがある。貴久は、鉄板剥むき出しの床の上に、仰あお向むけになって倒れていた。

　言われた通りに立ち上がろうとしたが、体に力が入らない。貴久は、身をひねるようにして俯うつぶせになると、両手両足を総動員して、身を起こそうとした。

　四つん這ばいになってから、傍らのシートの上に肘ひじを載せる。あとは、シートに縋すがり付くようにして、片方ずつ、膝ひざを立てていく。スローモーなその動きを、サングラスは黙だまって見守っていた。

　貴久がようやく両足で立つ事に成功すると、

「じゃあ、外に下りて、整せい列れつしろ。ぐずぐずするな」

　サングラスは、そう貴たか久ひさに命じた。

「……はい……」

　口の中がやけにざらつく。軽い吐き気が込み上げてくる。足下もおぼつかず、まるで雲を踏んでいるかのようだった。

　サングラスは最早、貴久には構わず、次の作業へと掛かっていた。やはり床に倒れ伏していたパンチパーマの体を仰あお向むけにすると、蓋ふたを開けた小さなガラス瓶びんを、その鼻先に近付ける。

「う……」

　パンチパーマが軽く身じろぎすると、

「おら、起きろ」

　サングラスは、貴久にしたのと同じように、その頬ほおをぱしぱしと叩はたいていた。

　トラックの中には、ほかにまだ、年長の角刈りと、貴久に因いん縁ねんを付けてきた金髪が残っていた。二人とも、死んだようにぐったりと、床に倒れ伏している。だが、他ほかの三人の姿はない。既にトラックの外に降りたのだろう。

　荷室のドアは開け放しになっている。その外には、眩まばゆいばかりの光が溢あふれていた。

　貴久は、左手を壁かべについてよろめく体を支えながら、ゆっくりと、その光の中へ進んでいった。
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　暗くら闇やみに慣なれた貴久の目に、外の光は強すぎた。

　まともに目を開ける事もできず、貴久は目を閉じたまま、半ば手探り状態でトラックを降りた。

　ざ……。

　スニーカーの靴底が、乾いた土の感触を踏む。

　ふわりと吹き付けた風が、貴久の髪を撫なでていく。

　貴久は、額ひたいにかざした左手で光を遮りながら、ゆっくりと目を開いていった。

　最初に目に入ったのは、古びた木造の建物だった。

　二階建てだが、中央部だけが突き出た格好で三階まであり、その外がい壁へきに、大きな丸い時計が取り付けられている。一階部には大きな昇降口があり、くすんだガラス戸の向こうには、下駄箱が列をなしているのが見えた。

　……学校？

　どう見ても学校だった。それも小学校だ。

　しかし、そこで学ぶ子供たちの姿はない。老朽化の著しい校舎の様よう子すを見ても、どうやらここは、大分前に廃校となった場所であるらしかった。

　周囲を見渡せば、まわり一面を緑の山々が取り囲んでいる。

　車の音も電車の音も聞こえては来ない。聞こえるのはただ、小鳥の囀さえずりと、時折吹く風が草木をざわめかせる音だけだった。どうやら、相当な山奥へと連れて来られたらしい。

　……いったい、ここはどこなんだ……？

　貴たか久ひさは改めて、それを思った。

　見上げれば、太陽は既に南中を過ぎている。時計がないから正確な時刻は分からないが、八時間か九時間、あるいはそれ以上の時間を、トラックの中で過ごした計算になりそうだった。

「おい、貴き様さま。そんなところで、ぼやっとしてんじゃねえ。あっちで並んでろ」

　不意に、叱しかりつけるような男の声が聞こえた。

　見ると、長身の男が、貴久を睨にらんでいる。着ているものは、グレイの丸首シャツと、同色の長ズボン。手には、クリップで留めた書類の束たばを持っていた。

　示された方角に目を向けると、そこには二〇人あまりの男たちが、グラウンドに直じかに腰をおろしていた。今し方、貴久を叱り付けた男と同じ、丸首シャツと長ズボンを身に着けているが、その色は、グレイではなく、白だった。もっとも、つい先程まで激はげしい運動をしていたらしく、そのユニフォームには、汗の染みと土の汚れが付着している。おそらくは彼らが、ここで訓練を受けている、ユニコーンの戦せん闘とう員いん候補生なのだろう。

　そして、その男たちの前に、先にトラックから降ろされていた面々が立たされていた。貴久に因いん縁ねんを付けてきた金髪の仲間の赤毛と長髪、それに栗くり色いろの髪の少年の姿もある。先輩訓練生たちにじろじろ見られ、三人はひどく落ち着かない様よう子すだった。

　貴久が、言われた通り、その三人の方へと合流すると、訓練生たちは貴久にも無ぶ遠えん慮りよな視線を向けてきた。

「お、また妙なのが来たぜ」

「ああ、何日保もつかな」

「夜中に、びーびー泣き出さなきゃいいけどな」

　含み笑いをしながら、互いにそんな事を言い合っている。

　数えてみると、白い。ユニフォームの男たちは、全部で二三人いた。年ねん齢れいは一〇代から三〇前ぐらいまで。いずれも一ひと癖くせも二癖もありそうな男たちである。

　ひと塊りになって座っている彼らを取り囲むように、やや離はなれた場所で立っているのは、先ほど貴久を叱り付けた男と同じ、グレイのユニフォームを着た男たちだった。人数は全部で四人。皆、引き締しまった体付きをしている。どうやら、このグレイのユニフォームは、訓練生たちを監かん視しする立場にある人間のようだった。

　トラックの方を振り返ると、パンチパーマが、よろめきながら降りてくるところだった。ややあってから角刈りがその後に続き、最後に例の金髪が、サングラスに背中を押されながら降りてきた。

「よし、これで全部だな。それじゃ、これから教官殿のご挨あい拶さつがある。貴き様さまら、そこに整せい列れつしろ」

　書類を手にしていたグレイのユニフォームが、声を張り上げた。
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　貴たか久ひさたちは、訓練生たちの前に、横一列に並ばされていた。

　右から、金髪、赤毛、長髪の三人組。それから、小柄な少年と貴久。パンチパーマと角刈りの順である。

　訓練生たちも私語をやめ、教官の到来を待っている。

　貴久たちを連れてきた小太りとサングラスは、トラックのところで煙草たばこを吸いながら、なんとなくこちらに注目していた。

　やがて、古びた校舎から、数人の男たちが姿を現した。

　先頭に立っているのは、赤ら顔の、でっぷりとした体格の男だった。年ねん齢れいは五〇前後。赤いトレーニングウェアに身を包み、右手に持った竹刀しないを肩に引っ掛けるようにして歩いてくる。

　その後ろに続くのは、どちらも三〇前後と見える二人の男だった。一人はほっそりとした体格の優やさ男おとこ。もう一人は右目に黒い眼帯を付けていた。

　三〇前後の男二人は、訓練生たちの後方で足を止めたが、赤ら顔の男は、そのまま、貴久たちの前までやってきた。

　一列に並んだ貴久たちの前を練り歩くようにしながら、一人一人の顔を眺めていく。

　そして、訓練生たちを背にして立つと、貴久たちに向き直った。

「よく来たな、ガキども。ここがお前らを鍛きたえ上げる訓練所だ」

　赤ら顔の男は、竹刀を地面に突き立てると、その上に両りよう肘ひじを載せるようにして、改めて貴久たちを睨ねめ付けた。

「栄はえあるユニコーンの戦せん闘とう員いんになるための訓練だ。せいぜい頑張んな……と、言いたいところだが、俺おれは手て前めぇらなんぞに、なんの期待もしちゃいねえ。仕事をこなす皆さんは、ちゃんとほかにいて下さる。お前らはただの壁かべだ。使い捨ての消耗品だよ。お前らは、ただ突っ立って、代わりに撃うたれてりゃ、それでいいんだ」

　後ろの訓練生たちが、皮肉な感じで、声もなく笑うのが見えた。

「だが、手前ぇらに支給する装備品には金が掛かってる。貴様らなんぞ、いくら死んだところで屁へでもねえが、装備品だけは、きっちり持って帰ってきて貰もらわねえとな。ここはそのための訓練をするところだ。それ以上でもそれ以下でもねえ。分かったな？」

　赤ら顔の男は、それだけ言うと、再び竹刀を持ち上げた。

「じゃあ、早速、自己紹介でもして貰おうか。名前と年齢。あとはスポーツの経験でもありゃ、そいつを言え。そっちの端からだ」

　竹刀しないの先が、列の右端にいた金髪を指し示した。

　だが、金髪は、ふてぶてしい目付きで、赤ら顔の男を見返しているだけだ。

「どうした、お前だよ。とっとと自己紹介しねえか」

　赤ら顔の男が、竹刀の先で催促する。

　金髪が鼻を鳴らした。

「くだらねえな」

「あ？」

「くだらねえっつってんだよ。そんな事ぁ、いちいち訊きかなくたって、そこの紙っきれに書いてあんだろうが」

　金髪が、グレイのユニフォームの一人が手にしている書類を、顎あごの先で示した。

「そんな事より、こっちは長旅で疲れてんだ。いつまでもこんなところに立たせてねえで、さっさと休ませろや」

「ほぉう……面おも白しれぇ事を言う奴やつだな」

　赤ら顔の男は、金髪の前に歩み寄り、しげしげとその顔を覗のぞき込んだ。

　金髪の身長は、一八○センチ以上ある。赤ら顔の方は一七〇そこそこだから、下から見上げるような体勢になっていた。

　金髪は目を逸そらさない。小こ馬ば鹿かにしたような目付きで、赤ら顔を見下ろしている。

「もう一度言う。名前だ」

　竹刀の先が、金髪の胸を突いた。

「くどくど、うぜぇんだよ、糞くそじじい」

　金髪の手が、竹刀の先を払いのける。どこまでも反抗的な男だった。

「やれやれ。随分とまた、跳ねっ返りが来たもんだな……」

　赤ら顔は、手にした竹刀を担ぐようにして、とんとんと肩を叩たたいていたが、おもむろにその竹刀を振り上げると、

　びしっ！

　力任せに、金髪を殴り付けた。

「あぐっ！」

　したたかに左の頬ほおを打たれて、金髪の顔が横を向く。

「なにしやがんだ、じじぃ！」

　金髪が、噛かみ付くような勢いで吠ほえた。

　赤ら顔は、再び竹刀で自分の肩を叩きながら、

「どこのお山の大将か知らねぇがな、ここじゃ手て前めぇの言い分なんぞ、誰だれも聞いちゃいねえんだよ。手前ぇら屑くずどもは、上の者もんの言う事を、はいはい聞いてりゃ、それでいいんだ。分かったか」

　それだけ言うと、赤ら顔は、再び竹刀しないの先で、金髪の胸を小突いた。

「ほれ、どうした。名前だよ」

「……」

　金髪は、燃えるような目付きで赤ら顔を睨にらんでいる。そして、再度竹刀の先を払いのけると、今度はそのまま赤ら顔の顔面を殴り付けた。

　ぴぅっ！

　訓練生たちのいる方で、誰かが口笛を吹いた。

「こいつが俺おれの挨あい拶さつだ。これで満足か。あ？」

　金髪は、そう嘯うそぶいたが、仮にも教官に手を出して、ただで済むわけがない。グレイのユニフォームたちが、険しい顔をしながら、駆け寄ってきた。

　だが、赤ら顔は、軽く左手を挙げてそれを制した。

「なかなかいいパンチだったぜ、小僧」

　殴られた左の頬ほおをさすりながら、赤ら顔は、金髪に向き直った。

「なんならもっと食らわせてやってもいいんだぜ」

　金髪が、嘲あざけるように、赤ら顔を見下ろした。

「だが、ちぃと、重さが足りねえな」

　赤ら顔が、にたりと笑った瞬しゆん間かんである。

　ずごっ！

　もの凄すごい音がした。

　竹刀を捨てた赤ら顔が、その右みぎ拳こぶしを金髪の鳩みぞ尾おちにめり込ませたのである。

「ごほっ！」

　金髪の長身が、くの字に折れ曲がった。赤ら顔の肩口に顔を埋めるようにしながら、ずるずると、下に崩れ落ちていく。だが、赤ら顔は、それを許さなかった。

「どうしたんだ。まさか、もう仕し舞まいじゃねえだろうなぁ？」

　金髪の脇わきの下に左腕を差し入れるようにして、崩れ落ちそうになるその体を再び引き上げると、硬く握り締しめた右拳を、その頬ほおに叩たたき付けた。

「ぐはっ！」

　金髪は、手もなく吹き飛び、顔を押さえて、ごろごろと地面を転げまわる。

　その金髪のそばに歩み寄ると、赤ら顔は、なおも容よう赦しやなく、その腹を蹴けり上げた。

「おい、なんとか言ってみろよ、おら！」

　二度、三度と蹴り上げるたびに、金髪の体が海老のように跳ね上がった。最も早はや、戦意もなにもない。金髪はただ、少しでもダメージを減らそうと、ひたすら身を丸めているだけだった。だが、それでもなお、赤ら顔は金髪を蹴り続けている。

「お、おい、よせ、やめろ！」

「それ以上やったら、死んじまう！」

　赤毛と長髪が、慌てて、赤ら顔を金髪から引き離はなそうとしたが、

「邪じや魔まだ、ぼけ！」

　赤ら顔は身をひねりざま、赤毛を一いち撃げきのもとに殴り倒した。

　顔面から地面に突っ伏して倒れ込む赤毛の姿に、長髪が顔を引きつらせる。

「な、なんで俺おれたちまで……？」

「いちいちうるせえんだよ、ガキ！」

　赤ら顔は、長髪の髪を掴つかむと、その顔面に膝ひざを叩たたき込んだ。文字通りの問答無用だった。

「ぶはっ！」

　血を吹いて仰のけ反ぞるその顎あごを力任せに殴り付けると、長髪もまた土の上へと転がった。

　金髪は最も早はや、動けない。赤毛と長髪はまだ意識があるようだが、赤ら顔の暴ぼう威いの前に、立ち上がる気力も失うせている様よう子すだった。

「ち……もう終わりかよ。面おも白しろくもねえ」

　地面に転がった三人を睥へい睨げいして、赤ら顔は舌打ちした。

「ったく、ひょろひょろ背ばっか伸ばしやがって、腰が入ってねえんだよ、腰がよ！」

　苛いら立だたしげに、もう一度、金髪の腹を蹴り上げると、赤ら顔は、列の次へと進んだ。

「さぁて持たせたな。お前の番だ」

「は……は、はい……」

　そこにいるのは、栗くり色いろの髪の小柄な少年である。たった今、しかも自分のすぐ横で繰くり広げられた暴力沙ざ汰たに、少年は文字通り、顔がん面めん蒼そう白はくになっていた。

「お前めぇの名前は、なんてんだ？　ん？」

「お、おざ……おざ……うや……です……」

　どうやら、懸けん命めいに答えようとしているらしいが、少年の唇くちびるは細かく震ふるえるばかりで、なにを言っているのか、よく聴きき取れない。

「あ？　聞こえねえな」

「お、小お澤ざわです。小澤優ゆう也や……」

　恐怖と緊きん張ちように震え上がりながらも、少年はようやくそれだけ口にした。だが、それは、ほとんど蚊かの鳴くような声だった。

「そんな声じゃ、聞こえねぇっつってんだよ、ぼけ！」

　赤ら顔の鉄てつ拳けん制裁が炸さく裂れつした。

「あうっ！」

　容よう赦しやのない一撃を頬ほおに受け、少年は、つんのめるように地面に倒れ込んだ。

「よし、次。お前だ」

　赤ら顔が、貴たか久ひさの前にやってきた。

　貴たか久ひさは、赤ら顔から目を逸そらさぬように努めながら、できる限りはっきりとした口調で、自己紹介をした。

「山やま口ぐち貴久、二二歳です。高校時代に剣道をやっていました。よろしくお願いします」

　最初に赤ら顔が言っていた、年ねん齢れいとスポーツの経験も、忘れずに付け加える。

　赤ら顔は、しばし貴久の顔を見返してから、にやりと笑った。

「よおし、いい返事だ！」

　その言葉に、ふっと気を抜いた瞬しゆん間かんである。

　赤ら顔の右みぎ拳こぶしが、貴久の鳩みぞ尾おちを、凄すさまじい勢いで、下から突き上げた。

「はうっ!?」

　重い打撃に一瞬、目の前が暗くなる。貴久の体はくの字に折れ曲がり、そして、すとんと、膝ひざから崩れ落ちた。

「こっ……か、かはっ！」

　両膝と額ひたいを地面に付けた格好のままで咳せき込むと、土つち埃ぼこりが口の中にまで入ってきた。

　訓練生たちの笑い声が聞こえてくる。

　……結局、なにをどうしたって、殴られるのか……。

「よし、次。手て前めぇだ」

　赤ら顔がパンチパーマの前に移動するのを横目に見ながら、貴久は思った。
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　新入り七人を等しく殴り倒すと、それで挨あい拶さつは済んだらしく、赤ら顔をはじめとする教官たちは、校舎の方へと戻っていった。

「ちぇ、もう終わりかよ」

「もうちっと根性のある奴はいねぇもんかね」

　白いユニフォームの訓練生たちは、そんな勝手な事を言い合っていたが、

「休きゆう憩けいは終わりだ。各自、次の訓練の準備をしろ」

　グレイのユニフォームの一人が、そう命じると、

「やれやれ、また地獄の始まりか……」

　訓練生たちは立ち上がると、ある者は校舎の方へ、ある者は裏手にある体育館の方へと散っていった。最も早はや、貴久たち新入りの事など、見向きもしない。

　そんな中、グレイのユニフォームの一人が、貴久の方へとやってきた。

「お前が山口貴久だな」

「……はい」

　貴久は、地面に両りよう膝ひざを付いたまま、その男を見上げた。

　やや目め尻じりの吊つり上がった、細い目が印象的な男だった。身長は一七二、三センチ。他ほかのグレイのユニフォームたちに比べれば小柄だが、やはり引き締しまった体の持ち主である。

「それから……小お澤ざわ優ゆう也や」

　男がその名を口にすると、やはり地面にへたり込んだままだった少年が、惚ほうけたような表情で、男を見上げた。その頬ほおは赤く腫はれ上がり、唇くちびるの端も切れている。

「それと、もう一人……新にい堀ぼり。新堀和かず明あきってのは、どいつだ」

「……あ？」

　長髪が、鼻血に汚れたその顔を上げた。

　男は小さく苦笑を浮かべると、

「とりあえず、その顔を拭ふけ」

　ズボンのポケットからハンカチを取り出し、新堀に向かって放り投げた。

　そして、改めて、貴たか久ひさたち三人を見まわす。

「俺おれは村むら松まつ。お前ら三人の面めん倒どうは、これから俺が見る事になった。なにか分からない事でもあったら、俺に聞け。いいな」

「はい」

　貴久が頷うなずくと、それに倣ならうように、

「……はい」

　小澤も、こくりと頷うなずいた。

　新堀は、無言のまま、ただ鼻血を拭いている。

　他ほかの四人の方を見てみると、彼らの方にも、グレイのユニフォームの世話役が付いて、なにやら話し掛けていた。パンチパーマと角刈りに一人、金髪と赤毛に一人である。もっとも、金髪と赤毛に付いた方の世話役は、まだ意識を取り戻さない金髪の介抱から始めねばならない様よう子すではあった。

「それじゃあ……と、まずは支給する物から支給しとくか。付いてこい」

　村松は、そう言うと、顎あごをしゃくるようにして、踵きびすを返した。

「分かりました」

　貴久が立ち上がると、小澤もそれに続いた。新堀は不満そうだったが、まだ意識を取り戻さない金髪の方を振り返ると、仕方なさそうに立ち上がった。




　　　　　八




　昇降口から校舎に入り、靴を脱いで廊下に上がる。

「脱いだ靴は、そのまま手に持って来い」

　村松の指示で、貴久はスニーカーを右手に持った。

　外から見た時は、廃はい墟きよ寸前にも見えた木造校舎だったが、中に入ってみると、意外に綺き麗れいだった。廊下などは、艶つやが出るほど、ぴかぴかに磨き上げられている。

「こっちだ」

　村むら松まつは、貴たか久ひさたちを、昇降口のすぐ隣となりにある部屋へと連れて行った。入り口の上には、『一年一組』と書かれた札が付いている。

　部屋の中へと入ると、そこには所狭しとばかりに、段ボール箱が積み上げられていた。幾つかの箱は口が開いていて、シーツやタオルが詰め込まれているのが見える。どうやら、生活物資の類たぐいを置いておく場所のようだった。

「さて、と……まずは服からだな」

　村松は段ボール箱を開けると、中から、白い長ズボンを取り出した。訓練生たちが着ていた物と同じズボンである。

「ほら、受け取れ」

　貴久と新にい堀ぼりにＬサイズ、小お澤ざわにＭサイズのズボンを、それぞれ二着ずつ持たせると、村松は、別の段ボール箱を開けた。中から出てきたのは、丸首のシャツだった。

　丸首シャツは半はん袖そでが四枚と長袖が二枚。上着が一着に、下着が五枚と靴下が五足。

　次から次へと持たされて、貴久の両手には、衣服が山の様に積み上がってしまった。

　その山の上に、更さらにスニーカーを載せ、最後に歯ブラシを置く。

「よし、こんなとこか」

　村松は、心なし満足げに頷うなずくと、次の指示を出した。

「それじゃ、着替えろ。脱いだ物は、この袋に入れておけ。ここから出る時まで保管しといてやる」

　そう言って、村松は貴久たちに、麻製の布袋を渡した。

「着替えるって……あの、これも、ですか？」

　小澤が、下着を一枚、摘つまみ上げながら言った。

「ああ、そうだ」

　当然とばかりに、村松は頷いた。

　貴久は手早く服を脱ぐと、白いユニフォームに着替えた。脱いだ物は靴と一緒に、布袋に押し込む。それを手渡すと、村松はマジックで貴久の名前を書いた上で、教室の後ろの棚に放り込んだ。

「あとで案内するが、洗せん濯たく場ばがあるから、汚れた物は自分で洗濯するんだ。汗臭い奴は嫌われるからな、気を付けろよ」

「はい」

　小澤は、シャツの裾すそをできるだけ引っ張りながら、こそこそと下着を着替えている。

　その間に、新堀が着替え終わって、麻袋を村松に手渡そうとした。

「それもだ」

　村松が、新堀の顔を見ながら、耳たぶを掻かくような仕し草ぐさをする。

　見ると、新にい堀ぼりの耳には、金のピアスが嵌はめられていた。

「こんなのどうだっていいだろうが。いちいち細けぇな」

　新堀がむっとしたような顔をする。

「ああ、俺おれもそう思うよ。だが、軍ぐん曹そうは、そういう細かい事を見逃さない男でね」

「軍曹？」

「さっきの、竹刀しない持ってたおっさんだよ。この訓練所で、現場を締しめてるのが、あのおっさんだ。あいつに目を付けられてもいいってんだったら、外さなくたって構わないが、俺は勧めないね」

「……」

　新堀は忌いま々いましげに村松を睨にらみ付けると、無言のまま、ピアスを外した。麻袋に放り込んで、改めて村松に向け、それを突き出す。

「おら、これで文句はねえんだろうが」

「ああ、いいだろう」

　村むら松まつには、それにも新堀の名前を書き込んで、棚に放り込んだ。

「それから、ついでに言っとくがな、鬼おに軍曹は言葉遣いにも厳きびしいんだよ。教官たちになにか聞かれたら、『はい、なになにです』と答えろ。自分の事を言う時は、『私』だ。間違ってもため口なんぞ利くんじゃねえぞ。それで足腰立たなくなった奴が何人もいるんだ。分かったな」

「……」

　新堀は不愉快そうだったが、村松に言い返そうとはしなかった。それだけ、あの赤ら顔の男の存在が、新堀に重くのし掛かっていると言う事だ。

　あるいは、先程の『教官殿のご挨あい拶さつ』も、そこまでの心理的影えい響きようを考えた上でのものなのかもしれない。鬼軍曹とは、よく言ったものだ。

　着替えに手間取っていた小お澤ざわが、ようやく着替え終わると、

「よし、それじゃあ、これからお前らが寝泊まりする場所に連れてってやる。今、渡した服を忘れんなよ」

　村松は、貴たか久ひさたちを促して、教室をあとにした。




　　　　　九




　板張りの階段を二階へと上がると、そこには、『四年一組』から始まる教室があった。

『四年一組』の隣となりは『四年二組』。その隣は、もう『五年一組』だった。

「ここだ」

　村松が貴久たちを連れて行ったのは、その更さらに隣の『五年二組』の教室だった。

　倉庫代わりに使われていた『一年一組』の教室同様、前と後ろには大きな黒板が据すえ付けられており、後部の黒板の下方には、一面に四角く区切られた棚が設けられている。

　机と椅い子すはすべて撤てつ去きよされていて、その代わり、広々としたその床に畳が敷き詰められていた。壁かべ際ぎわには、綺き麗れいに畳まれた布団が積み上げられている。

「一応、一つの教室ごとに八人割り当てる事になってるが、ここは今んとこ、お前らを入れて七人だ。ちったあ、広く使えるだろう」

　という事は、四人の先往者が、この教室には既にいるという事だ。教室後部の棚を見ると、その幾つかに、貴たか久ひさたちに支給された物と同じ衣服が詰め込まれていた。

　窓の外には、澄すんだ青空と、目にも鮮あざやかな緑の山々が広がっている。

　貴久は、窓際に近付き、外を見下ろしてみた。

　校門は正面にあった。右手の方を覗のぞいてみると、先程のグラウンドが見える。

　正門の向こうには、舗ほ装そうされた道路があり、それを目で辿たどっていくと、小さな商店や、一般の家屋が点在しているのが見える。だが、そこに往む人の気け配はいは、やはりなかった。

「窓際の方は、前からいる連中が使ってる。お前らの居場所は、こっちの廊下側だ」

　後ろで村むら松まつが付け加えたが、そんな事は、どうでもよかった。

「ここは、いったい、どこなんですか？」

　窓際から振り返り、貴久は村松に訊きいてみた。それは、小お澤ざわと新にい堀ぼりも気になっていた事なのだろう。二人とも、村松に注目した。

「見ての通りの山ん中だよ」

　村松は、薄うす笑わらいとともに答えてから、改めて言葉を繋つなげた。

「もう一〇年以上前に、ダムの建設計画があってな。それで、ここに住んでた連中はほかに移ったんだ。だが、立ち退のきが終わったあとで、資金難やら政策変更やらで計画が立ち消えになってな。それで、ここはゴーストタウンのまま残ったのさ。そんなわけで、このあたり一帯には、人っ子一人いねえ。秘密の訓練所には最適ってわけだ」

「誰だれかが訪れるおそれはないんですか？　工事関係者とか、ハイキング客とか」

「心配しなくても、ここへ繋がる道には、見張りが常駐してる。それに、この訓練所も無断で作ったわけじゃねえ。一応、自治体の許可は取ってあるから大丈夫だ」

「正式に許可を？」

「ああ。なんでもここは、自己啓発センターの合宿所って事になってるらしいぜ。笑えるよな」

　村松は、それだけ言うと、貴久たちを促した。

「それじゃあ、ひと通り、施設の説明をする。荷物をそこに置いて付いてこい」




　貴久たちは、村松に連れられて、訓練所内を見てまわった。

　基本的には、廃棄された古い校舎をそのまま利用している様子だったが、学校という場所は、そこで生活できるようには作られていない。足りない施設を補うため、校舎の一部は、かなり大規模な改装が施されていた。一階の教室の一部は食堂に作り替えられていたし、シャワールームは校舎の裏手に新築され、靴を履き替える事なく行き来できるように、渡り廊下で校舎と繋げられている。

　村むら松まつの説明によると、訓練生用に用意されている部屋は、『四年一組』から『六年二組』までの六つ。一部屋の割り当ては八人だそうだから、単純計算では、四八人の訓練生を受け入れる事ができる事になる。もっとも、そのすべてが埋まる事はほとんどないそうで、訓練生の数は現在、貴たか久ひさたちを含めて、三四人だと言う。貴久がグラウンドで確認した訓練生の数は二三人だったから、少し計算が合わない。だが、貴久がそれとなく、その点を指摘すると、

「ああ、寝込んでるのが何人かいるからな」

　村松は、あっさりと、そう答えた。

『保健室』として使われていた部屋には、こんな木造校舎には似つかわしくない、本格的な医い療りよう設備が運び込まれていて、そのまま医務室として利用されている。無論、設備だけでは意味がないので、それを扱う人間も、ここには常駐していた。

　無ぶ精しよう髭ひげを伸ばした三〇代の男で、名前は佐さ野の。元外科医だそうだ。だが、過去に医療過誤事件を起こして、医師免許を剥はく奪だつされているそうだから、正確には『医師』ではない。もっとも腕は悪くないらしく、この訓練所では佐野は、敬意を以って扱われているとの事だった。

「ほかには、どんな人がいるんですか？」

　この際とばかりに、貴久が訊きいてみると、村松は簡単に説明してくれた。

　それによると、村松を初めとするグレイのユニフォームは、総勢で一四名。訓練中はもちろん、それ以外の時間についても、訓練生たちを管理教導するための人員だと言う。

『教官』と呼ばれる存在は三人いて、その筆頭は、もちろん、あの赤ら顔の『鬼おに軍ぐん曹そう』である。名前は岡おか部べ。訓練生たちの基き礎そ体力作りを担当するほかに、この訓練所での『生活指導』も行っているとの事だった。

　岡部とともにいた二人の男のうち、眼帯を付けていたのが土つち屋や。もう一人の優やさ男おとこは飯いい塚づか。基礎体力が付いた訓練生たちに更に高度な訓練を施すための、上級クラスの教官だそうだ。

　それ以外にも、必要に応じて、外部から教官が派遣されてくる事もあるらしいが、この訓練所に常駐している教官は、以上の三名だけだとの事だった。

「まあ、それ以外にも、訓練所付きの人間はいるがな。そいつらは、脱走防止のための人員だから、お前らには話せねえよ」

　村松は、最後に、そう付け加えた。

　世話役というだけあって、なにかと行き届いた男ではあったが、村松は飽くまでも、管理する側の人間なのだ。
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「お前らが訓練に参加するのは明日からだ。夜までは、せいぜい、最後の自由を楽しんどけ」

　ひと通り施設内の説明を済ませると、村むら松まつは、貴たか久ひさたちを『五年二組』の教室に残して去っていった。

　窓から外を見れば、もう陽は陰り掛けている。だが、訓練生たちはまだ戻っては来ない。

　部屋の中を振り返れば、新にい堀ぼり和かず明あきが、畳の上に、大の字に寝そべっている。小お澤ざわ優ゆう也やは、廊下側の壁かべに体をくっつけるようにして、所在なさげに膝ひざを抱えていた。

「小澤くん……と言ったっけ」

「………え？」

　貴久が声を掛けると、小澤優也は、びくんっと体を震ふるわせた。

「随分、若く見えるけど、何歳なんだ、君は」

「……と、一七です。……今度の九月で」

　という事は、今現在は、まだ一六というわけだ。

「君はどうして、こんなところに来たんだ？」

　貴久は、ずっと気になっていた事を訊きいてみた。

「あ、それは……」

　小澤が、新堀をちらりと見て、言葉を濁にごす。

「ここがどんな場所なのか、知ってて来たのか？」

「うん……それは、まあ……」

「まあ、と言うのは？　どの程度まで話を聞いていたんだ？」

　貴久は、少し突っ込んで訊きいてみる事にした。

　おそらく、この小澤優也という少年は、服はつ部とりが言っていたところの『スカウト』をされてきたのだろうとは見当が付いていたが、スカウトする相手に、ユニコーンがどのような接触の仕方をしているのか、その点に少し興きよう味みがあったからである。

「どの程度って……ただ、お金が儲もうかって、警けい察さつの鼻を明かせる仕事があるって言われて……。そしたら、なんか、湯ゆ川かわさんたちが乗り気になっちゃって……」

「湯川？」

「あの……髪を金色にしてた…」

「ああ、あの」

　その説明で、貴久にも、『湯川』が誰だれか分かった。

「それじゃあ、ユニコーンだって事は知らなかったのか？」

「うん……。面接があるって言われて、事務所みたいなとこに連れられてって……それで、そこで初めて聞かされたんだけど、そしたら、もう帰せないとか言われて、どうしようもなくなってて……」

　小お澤ざわの話を聞く限りでは、どうやら服はつ部とりが言っていた事は、本当だったらしい。

　しかし、こんな少年まで引きずり込んで来るとは、手当たり次第もいいところだ。それとも、こんな少年でも一人前に鍛きたえ上げられる自信があるという事なのだろうか。

　小澤は、大きく溜ため息いきを付くと、両手で抱えた膝ひざに、顔を埋めた。

「初めっから、やな予感がしてたんだ……。こんなとこに連れて来られちゃって……どうしたらいいんだろ……」

「いつまでも、うじうじ愚ぐ痴ちってんじゃねえよ、鬱うつ陶とうしい野郎だな」

　仰あお向むけになったままそう言ってから、新にい堀ぼりは肩かた肘ひじを畳に突いて、上体を起こした。

「そんな事より、優ゆう也や……。手て前めぇ、俺おれたちが、あのじじいにやられてた時、黙だまって見てやがったよなぁ。ありゃいったい、どういうつもりだ」

「だ、だって、それは……」

「仲間がやられてるってのに、自分さえよけりゃそれでいいのか、手前ぇは。あ？」

「そ、そんなんじゃないけど……」

　新堀に睨にらみ付けられて、小澤はただひたすら、身を縮ちぢめている。

「ち……、まあ、いい。それより、あのじじぃには、いずれ今日の借りを返すからな。そん時ゃ、優也。お前も、手伝うんだぞ。いいな」

　あれだけこてんぱんにのされていながら、まだそんな事を言っているあたり、新堀も懲こりない男である。

「なにがおかしいんだよ、手て前めぇ」

　新堀が貴たか久ひさを睨にらんだ。どうやら、苦笑が顔に出てしまっていたようだ。

「別におかしくはないが……。あの岡おか部べって男は、ここの教官だぞ。楯たて突ついたって、いい事は何一つない。おとなしくしてるのが一番だと思うがね」

「そうは行くかよ。俺たちゃ、ユニコーンでのし上がるんだ。こんなところで舐なめられてたまるか」

　新堀は、そう言い放った。

　ユニコーンでのし上がる。

　それは、ある意味で、貴久の目標とするところと同じである。ユニコーンは洒落しやれや冗談で存在している組織ではない。舐なめられてたまるか、などという放言が通用するほど甘い場所ではないのである。新堀の無邪気な豪語を聞いていると、貴久には、苦笑しか浮かんでは来ない。

　だが貴久は、同時に、こうも思っていた。

　あるいは自分も、この新堀と同じなのかもしれない。あの速はや水みという男は、貴久が新堀を見るのと同じ目で、貴久を見ていたのかもしれない、と。
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　腕時計の類たぐいは所持を許されていなかったが、教室の壁かべに据すえ付けられた丸時計は生きていた。

　その針が六時をまわった頃ころ、俄にわかに廊下の方が騒さわがしくなった。

　訓練生たちが戻ってきたのである。

「やっと終わったよ……」

「飯だ飯だ。俺おれゃもう、それしか楽しみがねぇ」

　そんな事を言いながら、貴たか久ひさたちのいる『五年二組』の教室にも、どやどやと、四人の訓練生が入ってきた。余程激はげしい運動をさせられてきたらしく、全身汗まみれで、まるで頭から水を被かぶったかのようだった。

「……おう、新入り。お前ら、うちの組に来たのか」

　部屋に入ってきた一人が、貴久たちに気付いて、そう声を掛けてきた。二〇代半ばの、細身の男である。左の眉まゆの端に、ひきつれたような古傷がある。どうやら刃によるもののようだった。

「俺おれは熊くま倉くら。この部屋じゃ、一番の古株だよ。つっても、まだひと月ちょいしか経たってねぇがな」

　汗にまみれた顔に、熊倉は精せい悍かんな笑みを浮かべて見せた。

「山やま口ぐち貴久です。よろしくお願ねがいします」

　貴久が挨あい拶さつすると、壁かべ際ぎわの方で小お澤ざわも、畳にしゃがみ込んだまま、ぺこりと熊倉に頭を下げた。新にい堀ぼりは横着に寝そべったままだったが、やはり気になるのか、ちらちらと部屋に入ってきた四人の様よう子すを窺うかがっている。

「ああ、よろしくな。あっちにいるのは、端から、原はらに卯う月づきに森もり山やま。これから当分の間、一つ部屋で寝泊まりするんだ。せいぜい仲良くやろうぜ」

　熊倉は、そう言うと、濡ぬれて体に貼はり付くシャツを、引き剥はがすように脱ぎ捨てた。あらわになったその肩口に、碇いかりをモチーフにした文様が彫り込まれているのが見えた。

「……それにしても、さっきは災さい難なんだったな」

「なにがですか？」

「岡おか部べだよ。あの野郎、新入りが来ると決まってあれをやるんだ。ここにいる連中で、あの鬼おにに殴り飛ばされてねえ奴やつはいねえよ」

　熊倉のその言葉に、原や卯月たちが声もなく笑った。

「そうだったんですか……」

「あの野郎、人を殴るのが趣しゆ味みだからな。お前めえらも、あの鬼に難なん癖くせ付けられねえように気を付けろよ」

「……はい、そうします」

　肩のタトゥといい、眉まゆの刃物傷といい、あまり真っ当な生活をしてきたとは思えない熊くま倉くらだったが、性格はかなり気さくなようだ。

「それじゃあ、俺おれたちゃ、これからシャワー浴びて来るけどよ。最初の飯ぐらいは一緒に食おうや」

「はい。ぜひ」

　訓練所についての説明は村むら松まつからも受けていたが、訓練を受ける立場の人間からも話を聞いて置きたかったし、一緒に生活する仲間の事も知っておいて損はない。熊倉の申し出は願ってもないものだった。

「食堂の場所は知ってるな？」

「ええ、先程、村松さんに案内して貰もらいました」

「そうか。じゃあ、先に行ってろ。そう長くは掛からねえからよ」

　熊倉は、裸の肩にタオルを引っ掛けると、着替えの衣服を小こ脇わきに抱え、教室を出ていった。
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　訓練所の食堂として使われているのは、『二年一組』と『二年二組』、二つの教室だった。間の壁かべをぶち抜いて、一つの大きな広間として使えるように、改装されている。

『二年二組』側の後ろ半分は、調理場として使われていて、配はい膳ぜんカウンターによって、食堂の他の部分と区切られている。残りの四分の三の空間には、折り畳み式の細長いテーブルが計八つ、二列に並べられていた。

　廊下側の壁には、給水器も二つ、設置されている。一つには『水』、もう一つには『麦茶』と、手書きの札が貼はられていた。

　全体の雰囲気としては、大学の学食にも似ていたが、さすがにメニューまでは選べないようで、テーブルに着いている訓練生たちは、皆、同じものを食べていた。バターロールパンにクリームシチュー、それにナポリタンのスパゲッティと野菜サラダである。

　とりあえず席に座った貴たか久ひさたちが、物珍しく周囲を見まわしていると、待つほどもなく、熊倉たちが食堂にやってきた。四人とも、新しいシャツに着替え、さっぱりとした顔になっている。

「なんだ、先に食ってりゃよかったのに」

　貴久たちの座っているテーブルの上を見て、熊倉が言った。

「いえ、そういうわけにもいきませんから」

　貴久は答えたが、

「礼儀正しいのは結構だが、やる事はとっとと済まして、まとまった時間を作るようにするのが、ここでの生活のコツだぜ」

　熊倉は、そう言って笑うと、

「じゃあ、飯を取りに行くとしようか」

　と、顎あごの先で、配はい膳ぜんカウンターの方を示した。




　食事を摂とりながら話を聞いてみたところによると、熊くま倉くら、卯う月づき、原はらの三人は、ここへ来て五週間め、森もり山やまだけは少し遅くて、二週間めだと言う。

　いずれ劣らぬ不敵な面構えをした男たちだったが、人当たりは、むしろやわらかかった。その鍛きたえられた体付きを見ても、腕っ節に自信を持っている事は明らかだが、それをひけらかすような真ま似ねはしない。誰彼構わずに噛かみ付く湯ゆ川かわたちとは大違いだった。

　もっとも、その湯川たち三人組の一人である新にい堀ぼりも、熊倉たちがその穏やかさの下に秘めているものは感じ取れるらしく、今はテーブルの隅でおとなしくしている。

「熊倉さんたちは、どうしてここに来たんですか？」

　貴たか久ひさが、それを訊たずねてみると、

「ま、ある人に勧められてな」

　熊倉は曖あい昧まいな答え方をした。

「ある人……ですか？」

「ああ、ある人だ。それ以上は訊きくな。俺おれたちもそうだが、お前たちも、まだ正式にユニコーンに入ったわけじゃねえ。下手な事を言うと、あとあと面めん倒どうな事になるかもしれねえからな」

　そう言えば、熊倉たちも、貴久たちの個人的な事については、なにも訊かなかった。話題に上がったのは、今、世間ではどんな事が起きているのかと言った質問と、あとはせいぜい、年ねん齢れいと食べ物の好き嫌いと言った、他た愛あいのない事柄に過ぎなかったのである。どうやら、相手の事をあれこれ詮せん索さくしないと言うのが、この訓練所での不文律になっている様よう子すだった。

「……そうですね。分かりました」

　貴久は頷うなずいた。

　と、そこへ、

「そんな事ぁどうでもいいけどよ。それより先輩、煙モ草クは無いんすか、煙草は」

　新堀が、脇わきから口を挟んできた。一足先に食事を終えていた新堀は、口寂しそうに、咥くわえた爪つま楊よう枝じを、ひょこひょこと動かしている。

　その新堀に、熊合たち四人が、苦笑を交わし合う。そして原が、口を開いた。

「なんだ、お前、聞いてねぇのか。ここは禁煙だ。煙草なんざ、どこ探したって、ありゃしねえよ。あるのはただ、こいつだけだ」

　そう言いながら、原は、テーブルの中央に手を伸ばした。そこには、調味料の小こ瓶びんや爪楊枝立てを載せたトレイのほかに、もう一つ、小さな笊ざるが置かれている。その笊の中には、様々な種類のキャンディが山と積つまれていた。原は、その山の中から棒付きキャンディを一つ摘み上げると、新堀の前のテーブルに、それを転がした。

　新にい堀ぼりは、目の前に転がってきた棒付きキャンディを、じっと見詰めている。

「……これをどうしろって？」

「なめるんだよ。ほかにどうしようがある」

　原はらが、当たり前の事を、当たり前の顔で言った。

「……冗談だろ……」

　新堀が、舌打ちしながら、構を向いた。大の男が飴あめ玉だまなんか舐めてられるか、とでも言いたげな顔付きである。

「ま、そう言いたくなるのも無理はねえが……これはこれで、結構、乙なもんだぜ」

　熊くま倉くらが笊に手を伸ばし、別のキャンディを取り上げた。丸いハッカ味のキャンディである。

「とりあえず、口寂しいのは誤ご魔ま化かせるし、疲れてる時の栄養補給にもなるしな」

　冗談とも本気ともつかぬ表情でそう言うと、熊倉はキャンディの包み紙を剥はがして、口の中に放り込んだ。

「さて、もう七時だ。そろそろ部屋に引き上げるとしようか」

「ああ、そうだな」

　熊倉の言葉に、卯う月づきが頷うなずく。そして卯月は、食器を載せたトレイを手にして立ち上がりながら、貴たか久ひさたちに目を向けた。

「お前らも、早めに寝といた方がいいぞ。ここの朝は早いからな」

「早いって……何時起きなんですか？」

「四時だ」

　卯月のその返答に、

「……まじかよ……」

　新堀が天を仰いだ。
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「おら、起きろ！」

　怒鳴り声とともに、体に掛けていたタオルケットが引き剥はがされた。

　まだ薄うすぼんやりとした目で壁かべの時計を見上げると、時刻は三時五〇分。外はまだ薄暗い。

「さっさと起きて、布団を畳め！　終わったらグラウンドに整せい列れつだ！」

　片っ端から訓練生のタオルケットを剥がしながら、村むら松まつが声を張り上げている。

　昨日は、あの睡眠ガスで妙な時間に眠らされたせいで、なかなか寝付けずにいた貴たか久ひさだった。ようやくうとうとできたと思った途と端たんに叩たたき起こされたのだ。なんとか体を起こしたものの、貴久の頭は重かった。

　熊くま倉くらたちは、欠伸あくびを噛かみ殺しながらも、さっさと布団を畳んで、教室の隅に積つみ上げている。だが、小お澤ざわと新にい堀ぼりは、敷き布団に貼はり付いたままだった。

「構わねえから放り出せ」

　熊倉が顎あごをしゃくると、原はらと卯う月づきが二人掛かりで、新堀の敷き布団を掴つかんだ。そのまま思いっきり敷き布団を引き上げると、上に乗っていた新堀の体が、畳の上に教り出された。

「な、なにしやがんだ！」

　あまりの仕打ちに、新堀が血相を変えて喚わめいたが、

「やかましい！　ビリの組はノルマが増えるんだ。とっとと起きやがれ！」

　原と卯月に怒鳴りつけられ、迫力負けした様よう子すだった。

　小澤の方も、熊倉と森もり山やまに、同じ目に遭わされている。

　熊倉たちは、新堀たちには任せておけないとばかりに、さっさと新堀と小澤の分まで布団を畳むと、それも教室の隅に積み上げた。

「よし、まだ間に合うぞ。急げ」

　村松の叱しつ咤たを受けながら、貴久たちは、廊下に出た。パジャマなどは支給されていないから、寝ていたそのままの格好が訓練時の服装である。

　グラウンドに出ると、既に二〇名近くの訓練生の姿があった。どうやら組ごとに整列している様子である。整列する訓練生たちの前には朝礼台があり、その上には、竹刀しないを手にした岡おか部べが仁王立ちになっていた。

「背の順に整せい列れつしろ。急げ」

　村むら松まつが、貴たか久ひさたちに、指示を下す。

　貴久たちは、急いで、互いの身長を見比べながら、位置を交代した。身長順で行くと、貴久は『五年二組』の中で六番目だった。前が熊くま倉くらで、後ろが原はらである。新にい堀ぼりは熊倉の一つ前、小お澤ざわは最前列だった。

「五年二組。集合、完了しました」

　村松が、朝礼台の上の岡おか部べに、そう報告する。どうやら教室の名前をそのまま班の名前に使っているらしい。

「けっ」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいとばかりに、新堀が吐き捨てるのが見えたが、その気持ちも分からないではない。

　貴久たちの右手には、訓練生の列が三つある。つまり、貴久たちの組の整列が終わったのは、四番目という事だ。訓練生の人数の関係で、現在は『六年二組』は欠番になっているそうだから、班の教は全部で五つ。危ういところで、貴久たちの班は、ビリにならずに済んだというわけだった。

　やや遅れて、貴久たちの左手に並んだ組には、金髪の湯ゆ川かわと赤毛の磯いそ崎ざきの姿があった。顔に青あお痣あざを作ってはいるが、湯川も一応は健在のようだ。

「四年二組です。遅れて申し訳ありません」

　湯川の組の世話役が、岡部に、そう報告する。

「おう」

　岡部は鷹おう揚ように頷うなずくと、

「よおし、それじゃあ、手て前めぇら、広がれ」

　手にした竹刀しないを、ぶんっと、横に振った。

　その指示を受けて、訓練生たちの列が、縦たてと横に広がっていく。三メートルほどの間隔を置いて、訓練生たちが格子状に並ぶと、意外によく通る声で号令を下した。

「ラジオ体たい操そう第一、用ぉおぉ意っ！」

　世話役の一人が、朝礼台の端に置かれたカセットデッキのスイッチを入れると、日本国民の耳に馴な染じんだあのメロディが、流れ始めた。

　メロディに合わせて、訓練生たちが一いつ斉せいに両腕を、前から上へと上げる。貴久も昔を思い出しながら、体操を始めた。

　湯川をはじめとする三人組は不愉快そうに顔を顰しかめていたが、岡部が竹刀片手に歩み寄ってくるのを見ると、仕方なそうに、体を動かし始めた。
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　昔懐なつかしいラジオ体操が終わると、次は、二人一組になっての柔軟体操である。貴たか久ひさたちの班は七人だから最後尾の原はらが一人余る事になるが、ほかにも人数が奇数の班があるので、原は、そちらの班で余った人間と組んだ。

　貴久は熊くま倉くらと組んで柔軟運動を始めたが、予想以上に自分の体が固くなっている事を思い知らされた。高校時代は、体を折れば膝ひざに額ひたいが付いたものだったが、今、同じ事をやろうとすると、太ふと腿ももの裏側がひどくひきつれる。大学時代の四年間で、思っていた以上に、体がなまっていたようだ。

「ようし、それじゃあ、御み坂さか堂どうまで駆け足だ。遅れるんじゃねえぞ」

　岡おか部べが、次の指示を出した。

「御坂堂って、なんですか？」

　貴久が訊たずねると、熊倉は足首をまわしながら、南西の方角にある小高い嶺みねを指し示した。

「あの山の天辺に、ちっこいお堂があんのさ。まあ、ざっと片道八キロってとこか」

「八キロ……」

　高校時代は授業でマラソンがあったから、それ以上の距きよ離りを走った経けい験けんもあるにはあるが、なにしろ四年も前の話である。今の自分に八キロという距離を走り通せるかどうか、さすがに少し不安だった。

「よおし、行け！」

　岡部が、ぽんと両手を叩たたく。それを合図に、訓練生たちが一いつ斉せいに走り始めた。

　熊倉たち先輩訓練生は、最初からかなりのぺースで飛ばしていく。見る見るうちに貴久は、先頭集団から引き離はなされていった。

　だが、とにもかくにも、八キロを走り切る事の方が先決である。貴久は、無理に先頭集団に追い縋すがろうとはせず、一定のリズムで呼吸しながら、自分のペースを維持するように努めた。

　貴久の後方からは、村むら松まつをはじめとする部屋持ちの世話役たちも付いてきている。監督の必要があるからだろうとは思うが、訓練生と一緒に走らねばならないあたり、世話役たちも楽ではなさそうだ。

　昨日、貴久とともに訓練所入りした六人のうち、年長の角刈りは貴久のやや前を走っていた。貴久からやや遅れて、パンチパーマと小お澤ざわが付いてくる。更さらにその後方には、湯ゆ川かわたち三人の姿があった。要するに、新入り七人が七人とも、後方集団に置き去りにされているわけだ。

「ほら、どうした新にい堀ぼり。もっと速く走れるだろ」

　たらたらと最後尾を走る新堀に、後ろから村松が声を掛けた。

「まだ本調子じゃないんすよ」

　うるさそうに新堀が答える。

「悪い事は言わねえから、余力があるんだったら、少しでも前に行った方がいいぞ。もうじき鬼おにが追い掛けてくる」

「あ？」

　村むら松まつの言葉に、新にい堀ぼりは怪け訝げんな表情を浮かべたが、その時、後方からバイクのエンジン音が接近してきた。

　貴たか久ひさが後ろを振り返ると、訓練所の方から、一台のサイドカーが走ってくるのが見えた。運転しているのは、世話役の一人。バイクに接続された車両部には、岡おか部べがどっかりと腰を下ろしている。

「おらおら、のろくたしてんじゃねえ！」

　竹刀しないを振りまわしながら接近してくる岡部の姿に、

「げっ!?」

　新堀が顔を歪ゆがめた。

　慌てて加速しようとする新堀のその背中を、

「とっとと走れ、おら！」

　岡部の竹刀が容よう赦しやなく打ち据すえる。

「あぐっ！」

　苦痛に身をよじる新堀の姿に、湯ゆ川かわと磯いそ崎ざきが血相を変えて走り出す。その前方にいた小お澤ざわとパンチパーマも、湯川たちに追い抜かれてはまずいとばかりに加速した。

　さすがにこれでは、のんびり走ってなどいられない。先輩訓練生たちが最初から飛ばしていた理由が、よく分かった。
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　岡部の竹刀に追い立てられながら、貴久はようやく、ゴールに辿たどり着いた。

　久しぶりに走った八キロという長ちよう距きよ離り走そう。しかも後半は上り坂である。貴久は息も絶え絶えだった。口の中が粘つき、脇わき腹ばらが刺すように痛む。

　貴久が、両手を膝ひざについて苦しい呼吸を続けていると、ややあって、角刈りとパンチパーマ、それに磯崎がゴールしてきた。三人とも、その場にへたり込み、大きく口を開けて喘あえいでいる。

　先に到着していた先輩訓練生たちは、屈伸運動をしたり、アキレス腱けんを伸ばしたりしながら、次の訓練メニューに備えている。

　御み坂さか堂どうまで走るという話だったが、貴久たちが辿り着いた場所には、お堂らしきものはなかった。代わりにあるのは、山頂へと続く長い石段である。幅は五メートルほど。少なく見み積つもっても、二〇〇段はありそうだった。

　ややあって、岡部を乗せたサイドカーが到着した。

　だが、小澤、湯川、新堀の姿は、まだ見えない。置き去りにされたか、途中で力尽きたか、どちらかだろう。

「ようし、次は階段上りだ。準備しろ」

　サイドカーから降りながら、岡おか部べの次の指示を下した。それを受けて、訓練生たちが、石段の下に二列に並ぶ。

　サイドカーを運転していた世話役が、石段の脇に立った。

「一人一〇往復、集合に遅れた組は一五往復だ。それが終わったら、各自、訓練所に戻って、飯にしていい」

　貴たか久ひさたち新入りに聞かせるためだろう、世話役は簡かん単たんに説明すると、

「よし、行け！」

　ぱんっと、その手を叩たたいた。

　列の先頭にいた二人の訓練生が、弾はじかれたように、石段を駆け上っていく。

　三秒ほど間を置いて、世話役がまた手を叩くと、次の二人が、それに続いた。

　一〇往復……きついな。

　貴久は、唇くちびるを噛かんだ。

　勾こう配ばいはさほどでもないが、二〇〇段以上もある石段である。しかも、八キロの長距離走を終えたばかりで、貴久の両足は、腿ももと言わずふくら脛はぎと言わず、ぱんぱんに張り詰めていた。

　だが、訓練は始まったばかり。こんなところで音ねを上げているわけにはいかなかった。

　世話役が手を叩くたびに、列が短くなっていく。

　そして、貴久の番がやってきた。

「行け！」

　手を叩くその合図とともに、貴久は、ただ上だけを見上げて、長い石段を駆け上った。
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　貴久が訓練所へと帰り着いた時、時計の針は、既に七時三〇分をまわっていた。

　両足はがくがくと震ふるえ、まともに歩く事もできない。昇降口から廊下へと上げる僅わずかな段差さえ、越えるのがひと苦労だった。

　廊下の壁かべに半ば体を預けるようにしながら、貴久は食堂へと向かった。

『二年一組』の戸口から中へと入ると、既にノルマを済ませた訓練生たちが、思い思いのテーブルに腰掛けて、食事を摂とっている。彼らの前に並べられているのは、塩しお鮭ざけに焼き海の苔り、生卵に青菜のごま和え。純和風のメニューだった。

「意外に早かったじゃねえか」

　窓まど際ぎわのテーブルで緑茶を啜すすっていた熊くま倉くらが、貴久に気付いて、声を掛けてきた。同じテーブルには、卯う月づきや原はらの姿もある。三人とも既に朝食を済ませたあとのようで、テーブルの上の食器は、綺き麗れいに空になっていた。

「初日の朝は、飯の時間までに戻って来れねえ連中も多いってのに、大したもんだ」

「熊くま倉くらさんたちは、どのくらい前に戻ってたんですか？」

　貴たか久ひさが、それを訊たずねると、熊倉は、壁かべの時計を見上げながら、

「そうだな……もう四、五〇分くらい前になるか」

　あっさりと、そう答えた。貴久が歩くのもやっとの状態だと言うのに、熊倉たちは、大して疲れた顔も見せてはいない。

「……さすがですね」

「なぁに、慣なれさ」

　熊倉はちらりと笑うと、配膳カウンターの方へと、顎あごをしゃくった。

「お前も、早いとこ飯を済ませて、体を休ませとけ。次の訓練開始は九時からだから、一時間やそこらは寝られる筈はずだ」

「はい……ですが……」

　貴久は、周囲のテーブルを見まわしてから、なんとなく、右手の甲で口元を押さえた。

「食いたくもねえってか？」

「……ええ」

　朝早くから叩たたき起こされ、三時間もの間、体を苛いじめ抜かれたのだ。胃の中は空っぽだったが、食欲など欠片かけらもありはしない。炊きたての飯の匂においを嗅かいだだけでも、胸がむかつくような思いだった。

「ま、それも無理はねえか」

　熊倉が、小さな笑いを漏らした。卯う月づきと原はらも似たような笑みを浮かべている。どうやら皆、似たような経けい験けんをしてきたらしい。

「だが、ここでやってくつもりなら、無理してでも詰め込んどいた方がいいぞ。でねえと体が保もたねえ。地獄はこれからなんだからな」

　そう言うと、熊倉は、湯飲みに残っていた緑茶を、ひと息に飲み干した。

「じゃあ、俺おれは先に部屋に戻ってる。お前も遅れんなよ」

　食器を載せたトレイを手にして立ち上がると、熊倉は、ぽんと貴久の肩を叩たたいた。そして、三人連れ立って、食堂をあとにした。

　食わないと、体が保たない、か……。

　貴久は大きく息をつくと、足を引きずりながら、配はい膳ぜんカウンターの方へと向かった。
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　九時になると、貴久たちは、再びグラウンドに集合させられた。

　ただし、今回集められたのは、貴久たち新入りの七名と、ほか五名。全部で一二名だけである。熊倉たちの姿はない。熊倉たちは、グラウンドではなく、体育館の方へと呼ばれていた。基き礎そ体力の出来ている者いない者で、トレーニングメニューが違うのだろう。

　七月の太陽は燦さん々さんと照りつけ、貴たか久ひさの露ろ出しゆつした肌を灼やいていた。

　早朝のトレーニングの疲れは、まだ抜けていない。酷使された足の筋肉が、身動きするたびに、ずきりずきりと痛む。

　だが、それでも、貴久はまだ、ましな方だった。僅わずかではあっても、休息する時間があったからだ。一番最後に御み坂さか堂どうから戻ってきた小お澤ざわ優ゆう也やなどは、食事を摂とる間も休む間もなく、引き続き午前の訓練に参加させられている。小澤の顔からは血の気が失うせ、ただ立っているだけでも、体がふらふらとよろめいていた。

「さあて、それじゃあ、ちっと、ゲームでもやろうか」

　岡おか部べは、担いだ竹刀しないで、とんとんと肩を叩たたきながら、貴久たちを見まわした。

「今から、こいつが合図をする。それを見て、その通りに動け」

　世話役の一人が、貴久たちの前に立った。左右それぞれの手に、手旗信号に使うような旗を握っている。

「お前らから見て右の旗が上がったら、お前らも右に動け。左が上がったら左だ。両方、下に下がったら、地面に伏せる。上に上がったら、立ち上がれ。分かったな」

　岡部は、そう説明すると、貴久たちを横二列に並ばせた。

　整せい列れつが完了すると、旗を手にした世話役が、首に提げていたホイッスルを唇くちびるに咥くわえた。

　ピッ！

　短い音とともに、世話役が右手の旗を振り上げる。

　世話役は貴久たちと向かい合って立っているから、これは『左』の合図だ。

　貴久たち一二名は、世話役の方を向いたまま、左に一歩、移動した。

　ピッ！

　今度は、右だ。貴久たちは右に移動し、元の位置へと戻った。

　ピッ！

　旗が振り下ろされた。

　貴久たちは膝ひざをつき、地面の上に俯うつぶせになった。足を曲げた時、太ふと腿ももの筋肉が、ずきりと痛んだが、貴久はそれを、顔には出さなかった。

　ピッ！

　次の合図はまた『右』だった。だが、貴久たちは地面に伏せた状態である。このまま右に体をずらせばいいのか、それとも一回立ち上がるべきなのか。貴久は迷ったが、隣となりを見ると、先輩訓練生たちが、寝たままごろりと右に一回転したので、それに倣ならった。

　ピッ！

　今度は上だ。

　貴久は、両手をついて体を起こし、立ち上がった。

　そんな貴たか久ひさたちの周囲を、岡おか部べは竹刀しないを担いだまま、ゆっくりと巡っている。

　…………ピッ！　…………ピッ！　…………ピッ！　…………ピッ！

　次はまた右。そして左。俯うつぶせて、また立ち上がる。

　単純な運動ではあったが、続けていくうちに息が弾み、貴久の体に汗が滲にじんできた。

　……ピッ！　……ピッ！　……ピッ！　……ピッ！

　ホイッスルの間隔が、徐々に短くなってきた。

　左に動いて、下に伏せ、右に転がって、立ち上がる。

　……ピッ！　……ピッ！　……ピッ！　……ピッ！　……ピッ！　……ピッ！

　伏せて立って、伏せて立って、右に跳んで、また伏せる。

「遅ぇんだよ、このガキ！」

　突然、岡部の怒声とともに、竹刀が鳴った。

「あうっ！」

　上がった悲鳴は小お澤ざわのものだった。貴久の左ひだり隣どなりにいた小澤が、岡部の竹刀で肩口を殴り付けられたのである。

「きびきび動かんか、こら！」

「は、はい！」

　岡部に怒鳴りつけられ、小澤は必死で声を張り上げた。だが、その顔は既に蒼そう白はくだった。目の焦点も微妙にぶれている。かなり限界に来ている様よう子すだった。

　しかし、貴久の方も、他人の事に構っていられるような状態ではなかった。

　ホイッスルの間隔が、また一ひと際きわ速くなったのである。

　左右への動きはまだいいのだが、伏せたり立ち上がったりと言った上下の動きが間に合わない。膝ひざをついたり身を起こしたりする手順が必要な分、どうしても手間取ってしまうのだ。

　すると岡部は、それを見逃さず、

「とろくたやってんじゃねえ、ぼけ！」

　今度は、貴久の背中を打ち据すえた。

「ぐ……っ！」

　骨まで響ひびくような痛烈なその打だ撃げきに、貴久は思わず、身をよじった。

「いちいち膝なんかついてんじゃねえ。胸から行け、胸から！」

「はいっ！」

　怒鳴り返すように、そう答え、貴久は、再び、旗の動きに注視した。

　ピッ！　ピッ！　ピッ！　ピッ！　ピッ！　ピッ！

　右に転がり立ち上がり、伏せて左でまた左。立ち上がったら右へ跳び、伏せて立ってまた伏せる。

　一〇分？　二〇分？　それとも、一時間か？

　貴たか久ひさには、自分がどのくらいの間、この運動を続けているのか、分からなくなっていた。

　そしてホイッスルの音は、いつ果てるともなく鳴り続けている。

　息が苦しい。体が熱い。丸首シャツは汗を吸い、びっしょりと濡ぬれている。その状態で地面を転げまわるものだから、貴久は全身、土まみれの泥まみれになっていた。

　……どさっ。

　貴久の隣となりで、小お澤ざわが、まるで糸の切れた操あやつり人形のように、前のめりに地面に倒れ込んだ。

「勝手に休むんじゃねえ！」

　岡おか部べが、横腹を蹴けり付けたが、小お澤ざわはぐったりとしたまま、悲鳴も上げなかった。完全に意い識しきを失っている。

「……ち」

　岡部は舌打ちすると、控えていた世話役たちの方を振り返った。

「このガキを水道んとこに連れてって、頭から水でも掛けてやれ」

「はい」

　二人の世話役が駆け寄ってきて、小澤の体を引き起こした。そしてそのまま、グラウンドの隅へと、小澤を引きずっていく。

　一方、岡部は、残った一一名に向き直ると、

「この程度で、へばってんじゃねえぞ、糞くそども。きりきり動け、こらぁ！」

　竹刀しないを地面に叩たたき付けながら、そう喚わめき散らした。
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　早朝のトレーニングが、ほぼ三時間。

　朝食後のトレーニングが、九時から一二時までの三時間。

　午後は、二時まで休きゆう憩けいで、それから六時まで、みっちり四時間。

　長い長い一〇時間が、ようやく終わりを告げた時、貴久は、身も心も、くたくたになっていた。

　這はいずるように階段を上り、なんとか『五年二組』の教室に辿たどり着くと、貴久はそのまま、畳の上に倒れ込んだ。

　なにも考えられない。考える気力がない。

　全身の筋肉が熱を持ち、体中が火ほ照てっている。

　シャワーも夕飯も、最も早はやどうでもいい。指一本たりとも体を動かしたくはなかった。

　初日という事もあってか、今日の訓練は、体力トレーニングに終始していた。

　腕立て伏せに、腹筋、背筋。手押し車に、五〇メートルダッシュ。

　いずれも代わり映えのしないトレーニングメニューである。貴久も剣道部時代には、よくやったものだ。

　違いがあるとするなら、与えられるノルマが尋じん常じようではないという事と、なにより、容よう赦しやがないという事だった。

　とにかく、なにかと言えば、岡おか部べの竹刀しないが飛んでくる。

　走るのが遅いと言っては叩かれ、声が小さいと言っては叩たたかれる。それに対して少しでも不服そうな顔をしようものなら、今度は殴る蹴けるの暴行だ。貴たか久ひさは文句ひとつ言わずにノルマをこなしたつもりだったが、その貴久でさえ、二度ほど、岡部の鉄てつ拳けん制裁を食らっていた。竹刀で叩かれた分は、数える事もできないほどだ。

　スポーツ理論もなにもない、ただのスパルタである。

　こんな事が、これからも続くのか……。

　こんな事を続けていて、体が鍛きたえられるのか。鍛えられる前に、体を壊こわしてしまうのではないか。その不安が、貴久の脳裏をよぎった。

　あるいは訓練所行きを望んだのは、間違いだったのかもしれない。

　速はや水みが言っていたように、別の道を選ぶべきだったのかもしれない。

「許さねぇぞ、あの野郎……。絶対ぇ許さねぇ……」

　貴久の隣となりで、新にい堀ぼりが譫うわ言ごとのように繰くり返している。仰あお向むけに倒れた新堀のその顔には、岡部に殴り付けられた痣あざが、くっきりと浮かんでいた。

　一方、小お澤ざわは、部屋の隅で膝ひざを抱えていた。膝ひざ小こ僧ぞうの間に顔を埋めるようにして、時折、洟はなを啜すすっている。どうやら小澤は泣いているようだった。

　どやどやと足音がして、誰だれかが、『五年二組』の教室に入ってきた。

「こりゃまた、手ひどくやられたようだな」

　笑いを含んだその声は、熊くま倉くらのものだった。別コースを受けていた熊倉たちが戻ってきたのである。

「ったく、どいつもこいつも辛しん気き臭ぇ面しやがって。鬱うつ陶とうしいったらねえな」

　熊倉たち四人は、汗に濡ぬれたシャツを脱ぎ捨てると、教室後部の棚から、着替えの衣服を取り出した。

「ほら、お前らも、いつまでもへたってんじゃねえ。シャワー浴びに行くぞ」

　熊倉が立ったまま、貴久たちを見下ろした。

「シャワー……ですか」

「ああ。汗を流して、それから体をマッサージしとけ。でねえと、明日は筋肉痛で、体中、がちがちだぞ」

　明日、か……。

　そうだ。地獄の訓練は、明日も続く。明日も明後日も、その先も。

　そして、同じ地獄の日々を、熊倉たちもここで送ってきたのである。地獄の特訓をくぐり抜け、それに耐え抜いて、今、貴久を見下ろしている。

　だが、その熊くま倉くらも、ただの訓練生に過ぎない。ユニコーンの中では最下辺の存在だという戦せん闘とう員いんにすら、まだなっていない男なのである。

　……俺おれは、こんなところでなにをやってるんだ。

　上を目指すと決めた筈はずだった。ユニコーンの中でのし上がる。そう心に誓った筈だった。

　そうでなければ、ガーディアンとは闘たたかえない。

　そうでなければ、百ゆ合り子この仇かたきを討つことはできない。

　貴たか久ひさは、左右の掌てのひらを畳に押し付けると、軋きしむ腕に力を込めて、上体を畳から引き剥はがした。

「よおし、そうだ。その意気だよ」

　熊倉は笑みを浮かべて、立ち上がる貴久を見守っていた。




　ふらつく体でシャワーを浴び、食べたくもない夕食を無理して詰め込む。

　そして貴久は、泥のように眠った。
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「おら、起きろ！」

　いつものように、村むら松まつが『五年二組』の面々を叩たたき起こしにやってきた。

　相変わらず、窓の外はまだ暗い。

「ほら、急げ」

　寝起きの悪い小お澤ざわを揺り起こしてやってから、貴たか久ひさは自分の布団を片付けた。

　七人揃そろって、グラウンドヘと集合する。今日の集合順位は二番目だった。お陰で、階段上りのノルマが減る。

　ラジオ体たい操そうに柔軟体操。そして御み坂さか堂どうへの八キロ走。いつものメニューである。

「よおし、行け！」

　岡おか部べが、ぱんっと両手を叩たたく。

　それと同時に貴たか久ひさは、グラウンドの出口に向けて、一気に飛び出していった。




　訓練所に来て、今日がちょうど一〇日目である。

　この日の貴久は、御み坂さか堂どうまでの道程を、最初から飛ばしていた。

　訓練初日は、四年ぶりの長ちよう距きよ離り走そうと言う事もあり、ぺースも掴つかめず、息も続かなかった。

　その後の数日は、ひどい筋肉痛で全身が凝こり固まり、まともに走る事もできなかった。

　だが、日数が経たち、毎朝の筋肉痛が和らぎ始めた頃ころから、八キロ走での貴久の順位は少しずつ上がってきていた。

　そして、先頭集団に顔が出せるようになって初めて気付いた事がある。毎朝の八キロ走で、先頭を走るのは、いつも同じ男だったのだ。

　年ねん齢れいは貴久と同じくらい。細身で背が高く、秀でた額ひたいと彫りの深い顔立ちが特徴的な男だった。長い手足を存分に活いかし、大きなストロークで八キロを一気に走り抜くのが、その男のいつもの走り方だった。

　貴久は、その男の走りをペースメーカー代わりにする事で、朝の八キロ走での順位を更さらに上げていったのだが、いつかは追い付き追い抜いてやろう。密ひそかに、そう思ってもいたのである。

　この四年間で鈍っていた体も、少しずつ以前のような動きができるようになってきたし、息も長く続くようになってきた。そろそろ本気で挑戦してみてもいい頃ころ合あいである。

　グラウンドから外の道路に飛び出した段階で、貴久は先頭から五番目の位置にいた。先頭は、いつものあの男である。いつもながらの大きなストロークで、ぐんぐんと加速していく。

　貴久は、普ふ段だんより心持ちペースを上げて、その男を追った。八キロを走り抜いたあとには、階段上りが待っている。全力を使い果たすわけにはいかなかった。とりあえずは引き離はなされなければそれでいい。あとは八キロの間に、少しずつ距きよ離りを詰めていくつもりだった。

　貴久は、最初の二キロで二人追い抜き、次の二キロで、三人めを抜いた。先頭の男との差も、少しずつ縮ちぢまってきている。

　これなら、いける。

　貴久がそう思った時、先頭の男が、ちらりと後ろを振り返った。

　一いつ瞬しゆん、貴久と、その男の目が合った。

　本来、この八キロの道程は、競争ではない。最後尾の人間は岡おか部べの竹刀しないで痛い目に遭わされるから、それだけは避さけたいが、一位でゴールに辿たどり着いたところで褒ほう美びがあるわけではないのである。あとに控える階段上りの事を考えれば、一定以上の順位だけ維持して、あとは体力の温存を図った方がいい。

　だが、男は貴久の追い上げを知ると、ぐんっと一段加速した。

　貴たか久ひさと男との間の距離が、見る見るうちに、また開いていく。

　貴久は少し迷ったが、折せつ角かく、もうひと息のところまで来たのだ。このまま諦あきらめるのは面おも白しろくない。こちらも心持ち、ペースを上げた。

　開き続ける一方だった距離が止まり、そして、ほんの僅わずかずつではあったが、再び縮まり始める。

　二〇メートルが一五メートルになり、そして一〇メートルになった時、男が再び加速した。どうやら、この男、相当な意地っ張りらしい。

　既に先程から、貴久はかなりのハイペースを続けている。さすがにこれ以上はペースを上げるのは無理だ。だが、ゴールまでの距離は、もう一キロもない。

　………ええい、糞くそ！

　貴久は無理は承知の上で、更さらに速度を上げた。

　それを受けて、男がまたもや加速する。なにがなんでも貴久を抜かせないつもりのようだ。

　やがて、前方に御み坂さか堂どうの石段が見えてきた。ラストスパートとばかりに、貴久は最後の力を振り続る。最も早はや、長距離走ではない。完全な全力疾走だった。ゴールに到着しても、貴久は石段の前で止まれず、そのまま五段ばかり駆け上がってしまったほどである。

　だが、貴久が五段駆け上がって止まった時には、男の方は一〇段目まで駆け上がっていた。結局、貴久は最後まで、追い付けなかったのである。

　貴久は、しばらく動けなかった。全力疾走のつけがまわってきたのだ。両手を石段につき、貴久が大きく背中を上下させていると、石段の上から、男が貴久を振り返った。

「……なに……むきに……なってんだよ……お前……」

　男の息も、ひどく乱れている。それが分かって貴久も、少しだけ溜りゆう飲いんを下げる事ができた。

「はやく……つけば……それだけながく……やすめる……からな……」

　もっとも、息が苦しいのは貴久も同じだ。それだけ言い返すのがやっとだった。

　男は、しばらく貴久を見詰めたままでいたが、やがて、

「……はっ」

　荒い息とともに、疲れた笑いを吐き出した。

　そして男は、ゆっくりと身を起こすと、貴久のすぐそばの石段に腰をおろした。もう一度、大きく息をついてから、その顔を上げる。

「四年一組の村むら雨さめ省しよう吾ごだ」

　荒い呼吸の合間を縫うようにして、男はひと息に、そう自己紹介した。

「山やま口ぐち貴久。五年二組だ」

　貴久が同じように自己紹介を返すと、

「知ってるよ。最初の日に、お前が鬼おに軍ぐん曹そうにぶん殴られるとこも見てた」

　そう言って、村雨は、唇くちびるの端を僅わずかに緩ゆるめた。

　後続の訓練生たちが到着するまでの間、貴たか久ひさは村むら雨さめと並んで腰をおろし、ぽつりぽつりと言葉を交わした。

　聞けば村雨は、貴久より二つ年下の、二〇歳だと言う。この訓練所にやってきたのは、かれこれひと月前。二週間ほど前から上級クラスの訓練を受けているそうだ。熊くま倉くらから聞いた話によると、最初のひと月は初級クラスで岡おか部べにしごかれるのが普通だそうだから、村雨の進級はかなり早い。

「やっぱり上はきついのか？」

「おうよ。鬼おに軍ぐん曹そうとは、また別もんの地獄だぜ。なんたって、あっちの二人にゃ、理論の裏付けがあるからな。裏も表も満まん遍べんなく、こてんぱんにのしてくれる」

『あっちの二人』とは、言うまでもなく、土つち屋やと飯いい塚づかの事である。二人とも上級クラスを受け持つ教官だから、貴久はまだ、彼らの訓練を受けた事はなかった。

「山やま口ぐち。お前もあんまりはりきり過ぎると、すぐに上のクラスに連れてかれちまうぞ。ほどほどにしといた方が身のためだ」

「できればぜひ、そうして貰もらいたいもんだな」

「ほおう……？　自分から進んでしごかれたがるたぁ、お前、マゾかなんかか」

　村雨が、からかうような目で、貴久を見た。

「とんでもない」

　貴久は、苦笑しながら、小さく首を振った。

　舗ほ装そうもされていない山道を、訓練生たちが走ってくる姿が見える。

　その向こうに覗のぞける空は、朝焼けに輝かがやいていた。

　貴久たちを取り巻く緑の山々には、朝あさ霧ぎりが立ちこめている。その朝霧に、昇りゆく陽の光が差し込んでいく様よう子すは、幻想的なまでに美しかった。

　だが、貴久がここでこうしている間にも、ユニコーンは外の世界で活動を続けている。そして、それを阻むべく、ガーディアンもまた闘たたかいを続けているに違いない。

「俺おれはただ……少しでも早くここを出たいだけだ。こんなところに、いつまでも閉じこめられていて堪るものか」

　美しいその朝の景色を眺めながら、貴久は吐き捨てるように言った。

　それを見て、村雨が、ふっと息を抜くような笑いを漏らす。

「……そりゃそうだな。俺もとっとと、こんなとこからは抜け出したいよ」

　その朝、貴久が村雨と交わした言葉は、それだけだった。

　個人的な事は、村雨も話さなかったし、貴久も訊きかなかった。

　ともに地獄の訓練を耐え抜こうとする者同士。それが分かれば充分だったし、それ以上の事は必要なかった。




　　　　　二




　相変わらず階段昇りはきつかったが、少し休んで筋肉を解ほぐすと、ジョギング程度の速度では帰って来られるようになる。七時前には訓練所に帰り着けるようになったので、貴たか久ひさも、少しは朝の時間に余裕が持てるようになってきていた。

　汗に汚れた体をシャワーで流し、新しい服に着替えてから、食堂へ向かう。その時間帯は、まだ帰ってきていない者が多いので、食堂もかなり空すいていた。配はい膳ぜん待ちの列に並ぶ必要もない。

　御み坂さか堂どうから戻って来る訓練生で食堂が賑にぎわい始めた頃ころに食べ終わり、部屋へと戻ると、だいたい七時をまわったぐらいの時間になっている。午前の訓練開始まで、一時間半はたっぷり休息できるわけだ。

　小お澤ざわと新にい堀ぼりは、御坂堂から帰ってくるのに、まだ八時過ぎぐらいまで掛かっている。だが、とにかく時間までに戻って来られるようになったのは進歩と言えるだろう。いつも青い顔していた小澤も、朝食を摂とれるだけの余裕が、時間的にも体力的にも出来たようで、目に見えて顔色が良くなってきていた。




　ここでの一〇日間を振り返って分かってきたのは、初めに思っていたよりも、案外、まともな訓練をさせているという事だった。

　一日一○時間という訓練時間は確かに長いが、合間合間には、ちゃんと休きゆう憩けい時間が設けられているし、陽ひ射ざしの強すぎる日には、午後の訓練は体育館で行うといった配はい慮りよもされている。食事も三度三度、きちんとカロリー計算をされたものが出されていた。

　反抗的な態度を見せたり、あまりにも飲み込みが悪かったりすれば、容よう赦しやなく岡おか部べの鉄てつ拳けん制裁が待っているが、その時も岡部は、ある程度の加減はしていた。少なくとも、骨折したり、内ない臓ぞうを傷付けたりするような、蹴けり方殴り方はしていない。

　訓練時には、複数の世話役たちが、常時、訓練生たちを監督していて、手を抜こうとすれば、すぐにばれるが、反面、本当に体力の限界を超えた時には、速やかに手当を行っている。

　鉄拳制裁。スパルタ教育。時代錯さく誤ごの訓練所だが、それなりに、押さえるべきところは押さえているという事だろうか。




　午前の訓練は、九時から一二時まで。それが終わると、午後二時までは休憩時間となる。

　基本的にその間の過ごし方は自由なのだが、大抵の訓練生は、ごろ寝に終始するのが常だった。

　入所して間もない訓練生たちは、早朝に引き続いてのトレーニングで体力を根こそぎ搾しぼり取られていて、動きたくもないと言うのが正直なところだし、一方、ここの生活に慣れた上級クラスの訓練生は、午後からの訓練に備えて仮眠を取るからだ。

　一時間あれば一時間、三〇分しかなければ三〇分。短い時間で熟睡できるのは、上級クラスの訓練生に共通した特技だった。




　とは言え、昼の休きゆう憩けい時間にどうしてもやっておかねばならない事が、訓練生には一つある。洗せん濯たくだ。

　ここでの生活に、洗濯は不可欠だった。ある程度の着替えは前もって支給されているが、一日三度ある訓練で毎回汗みずくにさせられてしまうので、洗濯をさぼると、すぐに差替えがなくなってしまう。

　しかし、毎日毎日洗濯場へ往復するのも大変なので、部屋単位で汚れ物を集め、当番制で一人が洗濯をするようになっていた。教官からの指示ではなく、訓練生の間で自然に生まれた生活の知恵だ。

　貴たか久ひさたちの部屋には七人しかいないが、その日の早朝の分と、前日の午前と午後の分で、一人、三着ずつ汚れ物が出るので、毎回、かなりの量になる。下手をすれば、洗濯だけで昼の休憩時間が終わってしまうが、熊くま倉くらたち上級クラスの人間もちゃんと洗濯当番を受け持つので、少なくとも不公平ではなかった。

　だが、その公平な筈はずの洗濯当番を、やらない人間が一人いた。新にい堀ぼりである。部屋の方針に刃向かったわけではない。一応、当番は当番として受けたのだが、実際にその日洗濯したのは、小お澤ざわだったのである。小澤は前日も当番だったから、二日続けて洗濯をする事になったわけだ。

　前日に引き続き、洗濯物の山を抱え込んだ小澤を見て、熊倉も妙に思ったようで、

「おい、こりゃ、どういう事だ？」

　と、畳に寝転がったままの新堀を問い質ただした。

　だが新堀は、仰あお向むけになったまま、だるそうに、

「なにも俺がやらしてるわけじゃねえよ。こいつがやらせてくれって言うから、やらせてやってるだけだ」

　そう嘯うそぶいた。

「そうなのか？」

　熊倉は、次に小澤に目を向けたが、

「はい……そうです」

　小澤は、伏せ目がちになりながら、そう小声で答えるばかりだった。

　言わされているのは一目瞭りよう然ぜんだったが、新堀と小澤の間で話が付いてしまっているのであれば、端はたからとやかく言っても始まらない。

「ふうん……そうか。それじゃ、仕方ねえな」

　熊倉は、冷ややかな目で小澤を見やると、そのまま自分の布団に行き、ごろりと横になった。




　　　　　三




　午後の訓練が始まる時間になり、貴たか久ひさが、いつものようにグラウンドヘと出ようとした時である。

「おい、山やま口ぐち」

　昇降口のところで、村むら松まつが貴久を呼び止めた。

「はい、なんでしょう？」

　貴久が足を止めると、

「お前はグラウンドじゃねえ。体育館に行け」

　村松は、そう言った。

「体育館に、ですか？」

「そうだ。今日は、向こうの訓練に参加するんだ」

　それはつまり上級クラスの訓練に、と言う事である。ささやかではあったが、貴久は、一歩、上の階段に上がったのだ。

「返事はどうした」

　村松が厳きびしい声を上げる。

「あ、はい、分かりました。体育館に向かいます」

　貴久が姿勢を正してそれに答えるとい村松はそこで、ふっと表情を緩ゆるめた。

「向こうは、こっちより数段厳きびしいが……まあ、お前なら、なんとかなるだろ。務まらないようなら、すぐにまた引き下ろしてやるから、安心して行ってこい」




　校舎の裏手にある体育館の中に入ると、訓練生たちが既に整せい列れつしていた。

　人数は全部で一五名。無論、全すべて上級クラスの訓練生である。熊くま倉くらが、貴久を見て、『ほう……』と言うような表情を浮かべた。

　訓練生たちの前に立っているのは、飯いい塚づかである。生地のやわらかそうな黒いスラックスに、上は白い開かい襟きんシャツを、襟えりを立てて着込んでいた。

「山やま口ぐち貴久です。今日はこちらに参加しろと言われて来ました」

　飯塚の前に立って、そう挨あい拶さつすると、

「ああ、聞いてる。そっちに並べ」

　飯塚は軽く頷うなずくと、訓練生の列を示した。

　飯塚は布製のシューズを履はいていたが、訓練生たちは、皆、裸足はだしだ。貴久は急いで靴下を脱ぐと、列の端に並んだ。

　ちらりと貴久に横目を使ってきたのは、列の中程にいた村むら雨さめである。真ま面じ目めな表情を保ってはいたが、その目元には笑いが滲にじんでいる。『ほれ、見ろ』とでも言いたげな目付きだった。

　まずは二人ひと組になって、体を解ほぐす。特にアキレス腱けんは入念に伸ばした。

　それが終わると、世話役の一人が用具置き場から、キャスター付きの鉄てつ籠かごを押してきた。中には、一メートルほどの長さの黒い棒が、二〇本ばかり収められている。貴たか久ひさは、その棒に、見覚えがあった。

　訓練生たちが鉄籠に集まり、それぞれに棒を手にする。

　貴久も、それに倣ならって、鉄籠から棒を一本、取り出した。

　手に持ってみると、意外に重い。だが、重心が柄つかの方にあるため、握った感じは、さほどでもなかった。刀身に当たる部分は硬質ゴムような素材で出来ていて、振り下ろすと、重く撓しなる。

「誰だれか、そいつに使い方を教えてやれ」

　飯いい塚づかが貴久の方に顎あごをしゃくると、熊くま倉くらが貴久の方にやってきた。

「こいつは、スタンロッド。戦せん闘とう員いんの装備の一つだ」

　その名は以前にも聞いていたが、貴久は黙だまって頷うなずいた。

「柄つかの先がねじ留めになってる。まわしてみろ」

　熊倉の手元を見ながら、スタンロッドの柄の先をまわすと、先端部の蓋ふたが外れた。ついで、蓋の外れた側を下にしてスタンロッドを斜めにすると、柄の中から、一〇センチほどの長さの円筒形の物が滑り出てくる。どうやらこれが、偏かたよった重心の原因のようだ。

「こいつがバッテリーになってる。……もっとも、今、俺おれたちが持ってる奴やつは、全部、空だけどな」

　熊倉は、そう説明すると、再び柄の中にバッテリーを押し込んで、蓋を締め直した。

「で、今度は、ここを見ろ」

　熊倉は、柄の、刀身に近い部分を示した。そこには、髪の毛よりも細い溝が、ぐるりと柄を取り巻くように刻まれている。

「こいつがスイッチになってる」

　刀身の根本と柄を握り、軽くねじるようにすると、かちりと、小さな音がした。

「で、スイッチを入れると、先っぽの方に電流が流れるって仕組みだ。実際に試した事はねえが、かなりの威力らしいぜ」

　にやりと笑って最後にそう締しめくくると、熊倉は、飯塚に目め顔がおで挨あい拶さつして、元の場所へと戻った。

「さて、と……それじゃあ、早速だが、新入りの腕前を見せて貰もらうとするか。山やま口ぐち。前に出ろ」

　飯塚が、顎あごの先を振った。

「……はい」

　貴久がスタンロッドを携えて、飯塚の前に進み出ると、他ほかの訓練生たちが後ろへと下がった。

「構えろ」

　飯いい塚づかが、再び、顎あごの先で命令する。

「はい」

　貴たか久ひさは頷うなずくと、スタンロッドを両手に構えた。右足を前に出し、背筋をぴんと伸ばす。後ろに残した左足の踵かかとを僅わずかに浮かせ、スタンロッドの先は、飯塚の喉のどのあたりに据すえる。

「ほぉう……」

　その構えを見て、飯塚が軽く目を開いた。

「そう言えば、新入りの中に、剣道をやってたと言ってた奴やつがいたな。あれは、お前か」

「はい、そうです」

　貴久は正せい眼がんに構えたまま、その質問に答えた。

「段は？」

「二段まで行きました」

「そうか」

　飯塚は軽く頷くと、おもむろに体を開いた。腰を落とした半はん身みの構え。スタンロッドは右手に持ち、やや下方から、貴久を狙ねらっている。

　これは、フェンシングの構えだ。

「来い」

　飯塚がスタンロッドの先を振って、貴久を促す。

　だが、貴久は、すぐには動けなかった。どこからどう攻めればいいのか分からない。それほど飯塚の構えには隙すきがなかった。

「何度も言わせるな。来い」

　飯塚が、貴久の目を見み据すえたまま、繰くり返した。

「……はい」

　この訓練所で、教官の命令は絶対だ。たとえ勝ち目が見えなくとも、来いと言われれば行かねばならない。

　貴久は、正眼の構えを保ったまま、摺すり足で、飯塚との距きよ離りを詰めた。

　剣道部時代に貴久が使っていたのは、三さん尺じやく八はち寸すんの竹刀しないだった。スタンロッドはそれよりかなり短い。その分、踏み込みを大きく取る必要がある。

　静かに息を吐き、そして吸い込む。

　両手で構えた貴久のスタンロッドと、片手持ちの飯塚のスタンロッドの先が、僅かに触れ合った。

　貴久は、左足で強く床板を蹴けり付けると、真正面から、飯塚に打ち掛かった。

　だが、貴久のスタンロッドは空を切る。貴久が飛び込むのと同じ速度で、飯塚が下がったからだ。そして、下がった飯塚が、跳ね返るように、貴久の懐ふところに飛び込んできた。

「……っ！」

　胴を狙ねらって下方から吹き上げてくるスタンロッドの切っ先を、貴たか久ひさは、横に払った。払ってそのまま切り返し、飯いい塚づかの逆胴を狙う。

　だが、貴久のスタンロッドは、再び、空を切った。飯塚が瞬しゆん時じに下がったからだ。そして、下がったと思った時には、飯塚は再び飛び込んできている。前後に移動するその速度が尋じん常じようではない。

　逆胴をすかされ、体の流れた貴久の頭部左側面を、飯塚のスタンロッドが襲おそう。貴久は足を踏ふん張り、かろうじて、自分のスタンロッドで、それを受け止めた。

　びしんっ！

　スタンロッドがぶつかり合う音が、その時初めて、体育館の中に響ひびき渡った。

　訓練生のいる方角から、感嘆のどよめきが、聞こえてきた。

「大したもんだな、山やま口ぐち。さすがは、段持ちだけの事はある」

　飯塚が微笑を浮かべた。

「……ありがとうございます」

「だが……」

　微笑を浮かべたそのままの顔で、飯塚がまた飛び込んできた。

　右に左に、スタンロッドが走る。上から振り下ろされたかと思うと、下から噴ふき上がってくる。凄すさまじいまでの連続攻こう撃げきだった。

　貴久は、下がるしかない。反撃に転ずる事などできもしない。嵐のように襲おそい来るスタンロッドを、なんとか受けるだけで精一杯だった。

　だが、左側面から来たスタンロッドに、貴久が自分のスタンロッドを打ち合わせた時である。すとん、と、貴久の体が、下に落ちた。

　足だ。

　前に出ていた貴久の右足を、飯塚が自分の右足を引っ掛けるようにして、手前に払ったのである。

　だが、そうと気付いた時には、飯塚のスタンロッドが、真横から貴久の頭部を打ち抜いていた。重く撓しなるスタンロッド。その直撃を頭に受けたのだ。堪たまったものではなかった。

　貴久はそのまま真横に打ち倒され、床板の上に這はい蹲つくばった。

　岡おか部べの竹刀しないで打たれた時の比ではない。文字通り目が眩くらんで、目の前が真っ暗だ。ぐらぐらと世界が揺らぎ、立ち上がる事もできなかった。

「これは剣道じゃないんだ。使えるものはなんでも使え。できる工夫はなんでもしろ。分かったな」

　闇やみに染まった視界の中で、飯塚の声が、そう告げていた。
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　上級クラスでの訓練は、より実戦的なものだった。

　スタンロッドを使った打ち合いだけでなく、素手での戦い方も教えられた。

　それも、一対一だけの組み討ち術ではない。一対多や、多対多などの戦いも想定した訓練である。

　場所も、体育館の中だけではない。山の中での戦せん闘とう訓練もあれば、廃村の家屋を利用した市街戦の想定訓練もあった。

　だが、一番きつい訓練は、なんと言っても、飯いい塚づかとのスタンロッドの打ち合いだった。

　重みのあるスタンロッドを使った、しかも防具無しでの打ち合いである。それも、初日の貴たか久ひさの戦い方が気に入りでもしたのか、毎回ほかの訓練生の倍近い回数を、相手させられるのだから、堪たまったものではない。

　腕と言わず、背中と言わず、体中の至るところを打ち据すえられて、貴久は全身、痣あざだらけにさせられていた。『裏も表も満まん遍べんなく』とは、村むら雨さめの言った言葉だが、まさに言い得て妙だった。




　その日の訓練も、ようやく終わり、貴久は、いつものようにシャワーを浴びていた。

　ここでの生活も三週目に入り、貴久の体は、かなり引き締しまってきている。

　筋肉痛にはもう慣なれたが、打ち身の痛みは、また格別だった。毎日毎日、骨に響ひびくような打だ撃げきを全身に浴びせられ、貴久の体には、赤、青、黒と、色とりどりの痣あざが貼はり付いていた。

　動くたびに軋きしむ体で、それでも体を洗い終わり、濡ぬれた髪を掻かき上げながら顔を上げる。

「……？」

　貴久は、ふと、妙な事に気が付いた。

　シャワー室に人がいない。

　訓練終了後のこの時間帯。いつもは入れ替わり立ち替わりに訓練生が出入りするシャワー室なのに、いつの間にか、シャワーを浴びているのは、貴久だけになっていた。

「よう、山やま口ぐちさん」

　不意に、出入り口の方から、そんな声が聞こえてきた。

　振り返ると、そこに新にい堀ぼりが立っていた。その横には、湯ゆ川かわと磯いそ崎ざきの姿もある。三人とも、訓練を終えたばかりのようで、そのユニフォームは、汗と泥とに汚れていた。

「……俺おれに、なにか用でもあるのか？」

　貴久は、タオルを腰に巻きながら、新堀たちに向き直った。

　三人組が勢揃ぞろいしている事と言い、いつの間にかシャワー室に人ひと気けがなくなっていた事と言い、新堀たちがなにか企たくらんでいる事は間違いなさそうだった。

「なぁに、最近、訓練でも顔を合わせなくなったからよ。久しぶりにその面、拝みにきたんだ」

　そう答えたのは、湯ゆ川かわである。

「上級クラスでご活かつ躍やくだそうじゃねえか。どうだ？　一人抜け駆けした気分はよ」

　ねっとりと、絡みつくような口調だった。

「……別にどうもしないよ。抜け駆けしたつもりもないしな」

「つもりがない、だぁ？」

「そうだ。誰だれがどの訓練を受けるかは、教官と世話役が決める事だ。俺おれの判断が入る余地はない」

「これだよ……」

　新にい堀ぼりが、鼻で笑いながら、首を振る。

「手て前めぇは、いつもそうだ。そうやって、お高くとまってやがる。むかつくんだよ！」

　そう吐き捨てる新堀を、貴たか久ひさはしばし見詰めた。

　抜け駆けだの、むかつくだの、本当にそんな事が理由で、この三人は貴久に言い掛かりをつけているのだろうか。この訓練所で二週間も過ごしながら、まだそんな下らない事にかまけているとしたら、あまりにも馬ば鹿か馬ば鹿かしくて、相手をする気にもなれない。

「なんだか知らないが、話があるんだったら、今度にしてくれ。いつまでもこんな格好でいたら、風か邪ぜを引いちまうんでね」

　貴久は、三人の脇わきを擦すり抜けて外にシャワー室を出ようとしたが、

「待てよ」

　湯川が、その貴久の肩を、どんと後ろへ押しやった。

「こうやって、俺たちだけになれる機き会かいなんて、そうはねえんだ。この機会に、じっくり話を付けようじゃねえか」

　湯川が、貴久をシャワー室の壁かべに押し付けるようにすると、新堀と磯いそ崎ざきが左右を囲んだ。

　貴久は、小さく息を吐いた。

「いったい俺に、なにをどうしろって言うんだ？」

　貴久の方からそう訊たずねると、新堀と磯崎が、両りよう脇わきから湯川を見た。

「そうだな……とりあえず、そこに土下座して謝あやまって貰もらおうか。調子に乗っててすいませんでしたってな」

　湯川が答えると、新堀と磯崎も、そいつは面おも白しろそうだとばかりに、にたにたと笑った。

「断る」

　貴久は、きっぱりと答えた。

「なんだと、こら……。手て前めぇ、自分の立場ってもんが、分かってねえらしいな」

　湯川が、顔を歪ゆがめながら、凄すごんできた。

　どうやら、暴力をかさに着て言う事を聞かせるつもりでいるらしいが、ユユニコーンに属する男たちに比べると、あまりにも底が浅すぎた。まさに児じ戯ぎ、子供の遊びである。

「よせよ。ただでさえ疲れてるんだ。これ以上、体力を使わせないでくれ」

　貴たか久ひさの口元に苦笑が浮かぶと、それを見て、湯ゆ川かわは、かっとなったようだった。

「その余裕ぶった口の利き方がむかつくっつってんだよ！」

　いきなり左の頬ほおを殴り付けられ、貴久の背中が、壁かべにぶつかった。

「痛いな……」

　左手の親指で口元を拭ぬぐうと、少し血が付着した。

　だが、訓練所に来て以来、殴る蹴けるにはすっかり慣なれてしまった貴久である。この程度の痛みは、痛みのうちにも入らなかった。

　しかし、湯川は、今の一いち撃げきが充分な示威行動になったとでも思っているようだ。

「おい、山やま口ぐち。あんまり俺おれを怒らせんなよ。優しく言ってるうちに、言う事聞いた方が身のためだぜ」

　口調をやわらげて、そう続けた。

　その様よう子すは情けないほどに滑こつ稽けいだったが、このままでは、いつまでもシャワー室から出してくれそうにない。

　さて、どうしたもんかな……。

　貴久が思案していると、

　がちゃり。

　シャワー室のドアが開く音がした。

「おいおい、こんなところで、なにやってんだ、お前ら」

　のんびりとした口調で言いながらシャワー室に入ってきたのは、村むら雨さめ省しよう吾ごだった。右手で小お澤ざわ優ゆう也やの襟えり首くびを掴つかみ、左手には一枚の紙切れをつまんでいる。

「こんなもん貼はり出して、中でリンチか？　ったく、情けなくて涙が出るね」

　村雨がひらひらと振って見せた紙切れには、手書きで『故障中』という文字が、大きく書かれていた。

「なんだ、手て前めぇ……。関係ねえのが、首突っ込むんじゃねえよ」

　湯川が、村雨に首だけねじ向けて凄すごんだ。

「まあ確かに、肉体関係はねえけどな」

　村雨は、下らない冗談を言って自分で笑うと、改めて湯川たちを見み据すえた。

「それにしても手前ぇら、つくづく脳みそが足りてねぇみてぇだな」

「あ？」

「山口は、手前ぇらと違って、上級クラスの男なんだよ。それがどういう事か分かってんのか？　腕っ節だって、手前ぇらより上だってこった」

　村むら雨さめは、そう言い放つと、貴たか久ひさに目を向けた。

「おい、山口。面めん倒どう臭えから、とっとと、やっちまえよ。こいつら馬ば鹿かどもには、体に言い聞かせるのが一番だ」

「そういうわけにはいかないだろう」

　貴久は、湯ゆ川かわの肩越しに、答えた。

「なんでよ？」

「訓練生同士の喧けん嘩かは厳げん禁きんだ。鬼おに軍ぐん曹そうに怒られる」

　すると村雨は、声を上げて笑った。

「なるほど、そりゃそうだ。こいつらなんぞ、屁へでもねえが、鬼軍曹は怖ぇわな」

「……ほざきやがったな、この野郎……」

　湯川が、村雨に向き直り、一歩、踏ふみ出した。

　村雨は、ちらりとそれを見てから、

「でもよ、山口。こうなっちまったら、話し合いで解決なんてわけにゃいかねえだろ。……それに、ここはユニコーンの戦せん闘とう員いん訓練所だぜ？　黙だまって殴られっ放しになってる根性なしの方が、よっぽど叱しかられると思うね」

「つべこべうるせえんだよ、手て前めぇ！」

　湯川が、いきなり村雨に殴り掛かった。

　村雨は楽しげな笑みを浮かべると、右手に捕まえていた小お澤ざわを放り出し、湯川を迎え討った。右手で殴り掛かってくる湯川に村し、左の拳を合わせると、そのまま一気に振り抜く。

　がしっ！

　リーチの長い分、村雨の挙が先に当たり、カウンターを食らった湯川は、もんどり打って倒れた。

「この野郎！」

　新にい堀ぼりと磯いそ崎ざきが、色めき立つ。

「どうした、来いよ。カマンベイベー」

　村雨が、指先で、ひょいひょいと、二人を手招いた。

「ざけんなぁ！」

　新堀が吠ほえて、村雨に飛び掛かった。だが、新堀の手が届くより先に、村雨が右足で、その腹を蹴けり上げる。しかし、それがいけなかった。

　なんと言っても、ここはシャワー室である。床のタイルは水で濡ぬれていた。そんなところで思いっきり蹴りなど出したものだから、その途と端たん、軸にしていた左足が、つるりと滑ったのである。

「おわっとっと……」

　体勢を崩した村雨に、磯崎がすかさず飛び掛かる。そのタックルを堪こらえきれず、村雨は仰あお向むけに引っ繰くり返ってしまった。

「笑わせるぜ、ぼけ！」

　新にい堀ぼりが早速、仕返しとばかりに、村むら雨さめを蹴けり上げる。そこに磯いそ崎ざきと湯ゆ川かわも参加して、三人掛かりの袋ふくろ叩だたきが始まった。さすがに、村雨も上級クラスの男だけに、急所だけはうまく躱かわしているが、このままでは手も足も出まい。

　……仕方ない。

　あまり気は進まないが、わざわざ助けに来てくれた村雨が袋叩きに遭っているのを前にしては、まさか知らぬ振りもできなかった。

　周囲を見まわすと、シャワー室の隅に、掃除用のデッキブラシが立て掛けてある。貴たか久ひさはそれを手にすると、ブラシがある方を手前にして、両手で握った。

　軽く素振りをしてから、

「おい、湯川」

　と、その背中に声を掛ける。

「あ？」

　湯川が振り返った瞬間、

　びしっ！

　貴久は、湯川の脇わき腹ばらに、デッキブラシの柄を叩き付けた。

「くあ!?」

　仰のけ反ぞって倒れる湯川を尻しり目めに、返すデッキブラシで、逆側にいた磯崎の、これも脇腹を、痛烈に打ち据すえた。

「や、山やま口ぐち!?」

　正面にいた新堀が、愕がく然ぜんと目を見開く。その鳩みぞ尾おちにデッキブラシの柄の先を深々と突き入れると、新堀も、他愛たわいなく膝ひざから崩れ落ちた。

「く……」

「は……」

「ぐぁ……」

　湯川、磯崎、新堀の三人は、シャワールームの床に這はい蹲つくばるようにして呻うめいている。

　村雨は、その三人を見渡すと、

「お見事」

　床に仰あお向むけになったまま貴久を見上げ、ぱちぱちぱちと手を叩たたいた。

「どういたしまして」

　貴久は、デッキブラシを左手に持ち替えると、空いた右手を、村雨に差し出した。村雨が、その手を掴つかんで体を起こす。

「……ちぇ、結局、全部、お前に取られちまったか。折せつ角かく、かっこいいとこ見せようと思ったのによ」

「充分、かっこよかったよ」

　貴たか久ひさは、デッキブラシを元の場所に戻すと、村むら雨さめを促して、シャワー室を出ようとした。

　その時である。

「あ、あの……山やま口ぐちさん……」

　小お澤ざわの声が聞こえ、貴久は足を停とめた。

「あの……すいません……許して下さい。僕……ほんとは、こんな事したくなかったんだけど、どうしてもやれって言われて、それで……」

　小澤は、声を震ふるわせながら、顔も上げられないでいる様よう子すだった。

「小澤くん」

　貴久が、小澤の言葉を遮るようにして呼び掛けると、小澤はびくっと体を震わせた。

「きついようだが、この際だから、はっきり言っておく。したくなかった事でも気が進まなかった事でも、君が選んだ事は君が選んだ事なんだ。その結果からは逃れられない。だから、あとになってから悔やむような道は、最初から選ぶな」

　貴久の言葉に、小澤が、はっと顔を上げた。貴久が、今日の事だけを差して言っているわけではない事が、小澤にも分かったのだろう。

「で、でも……」

「俺おれが言いたい事は、それだけだ」

　貴久は、小澤の肩を、ぽんと叩たたくと、そのままシャワー室を出ていった。
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　その日の夕食後、貴久と村雨は、岡おか部べに呼び出された。

　教官たちが寝泊まりしている部屋は、一階にある。もともと職員室だった部屋だ。ある意味で、非常に分かりやすい部屋割りである。

　その『職員室』の前の廊下で、貴久と村雨は並んで立たされていた。岡部はその前に立って、貴久たちを、交互に睨にらみ付けている。

「訓練生同士の喧けん嘩かはするなと、そう言ってあるよな。あ？」

「はい。伺ってます」

　貴久は、直立不動の体勢のまま、岡部に答えた。

「俺がするなと言ったら、絶対にしちゃいけねえんだよ。それともなにか？　手て前めぇら、俺を舐なめてんのか？」

「いえ、そんな事はありません」

　貴久は、ただそれだけ答えたが、村雨が余計な口を挟んだ。

「ですが、教官。あれは、あいつらの方から仕掛けて来たんで……」

「口くち答ごたえするんじゃねえ！」

　案の定、挙こぶしが飛んだ。

　左の頬ほおを打たれて、村むら雨さめが顔を横向ける。

「手前ぇもだぁ！」

　村雨に続いて、貴たか久ひさも、岡おか部べの制裁を食らった。余計な事を言ったのは村雨だけなのだが、岡部が理不尽なのは、今に始まった事ではない。

「罰として、手前ぇら、筋トレ五セットだ。……おい、お前ら、終わるまで、こいつらを寝かすんじゃねえぞ」

　岡部は、傍らにいた二人の世話役に、そう命じた。一人は村むら松まつ、もう一人は村雨の部屋の担当の薮やぶ崎さきである。

「分かりました」

　村松と薮崎が頷うなずくと、岡部は鼻を鳴らして、教宮室へと戻っていく。

　その岡部の背中に向けて、

「申し訳ありませんでした」

　貴久と村雨は、声を張り上げて、謝しや罪ざいした。




　この訓練所で単に『筋卜レ』と言えば、それは、腹筋、背筋、腕立て伏せの組み合わせの事を指す。それぞれ五〇回ずつで一セットだから、五セットでは二五〇回ずつと言う事になる。

　教官室の前の廊下に二人並び、揃そろって腕立て伏せを始めた貴久と村雨を、二人の世話役は、壁かべに寄り掛かりながら、眺めていた。他愛たわいのない世間話などしているが、村松たちの事だから、きちんと数をカウントしている事は間違いない。

「……なにが、黙だまって殴られてた方が叱しかられる、だ。この大おお嘘うそつき」

　腕立て伏せを続けながら、貴久が小声で文句を言うと、

「ま、いいじゃねえか。一発で済んだんだからよ。あいつらに袋ふくろ叩だたきにされてるよりゃ、少なく済んだ筈はずだぜ」

「余計な付録も付いてきたけどな」

　貴久がそう切り返すと、村雨は、腕立て伏せを続けながら肩を竦すくめるという、器用な芸当を見せてくれた。

「ほら、お前ら。話してる暇があったら体を動かせ。こっちは時間外労働なんだぞ」

　村松が不ふ機き嫌げんそうに、そう言った。
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　その日は、朝から豪雨だった。

　貴たか久ひさたちは、いつも通り四時前に目を覚ましたが、毎朝起こしに来る筈はずの村むら松まつの姿がない。

「珍しい事もあるもんだな……」

　貴久たちは顔を見合わせながらも、とにかく早朝訓練の支度をした。

　ただでさえ薄うす暗ぐらい午前四時の空は、分厚い雨雲に覆おおわれ、真夜中と見まごうばかりである。窓ガラスには、大粒の雨が弾はじけている。校舎の屋根は間断なく雨粒に叩たたかれ、天井全体から海鳴りのような音が響ひびいていた。

　時計の針は四時をまわったが、村松はまだやって来ない。世話役という立場上、訓練生たちからは煙ったがられている村松だったが、いつもいる人間がそこにいないとなると、妙に落ち着かないものだ。

「ちょっと、様よう子すを見てくるわ」

　卯う月づきが、皆にそう言い置いて、ふらりと教室を出ていった。

　世話役たちは、二階の左右の突き当たりにある、音楽室と図工室の二部屋に分かれて寝泊まりしている。村松の部屋は、その図工室の方だった。

　しばらくして、卯月が部屋に戻ってきた。

「どうだった？」

　熊くま倉くらが訊たずねると、

「なんだか知らねえが、教官たちと相談してるらしいぜ。結論が出るまで、しばらく待たい機きしてろとさ」

　卯月は、そう報告した。

「待機ね……。いったい、なんの相談をしてるやら」

「ひょっとしたら……今日は休みにする、とかかも」

　小お澤ざわが、自分の願がん望ぼうを口にしたが、

「あの鬼おにに、そんな親心があるわけねえだろ」

　熊倉は一笑に付した。事実、これまでも雨が降った日も何日かあったが、雨で濡ぬれるのも汗で濡ぬれるのも同じとばかりに、早朝マラソンは変わらず決行されていたのである。

　だが、小お澤ざわのその予言は、半分、当たっていた。

　いつもより一〇分ほど遅れて現れた村むら松まつは、

「今日は御み坂さか堂どう行きは無しだ。体育館に集合しろ」

　そう、貴たか久ひさたちに命じたのである。

　聞けば、台風が接近していて、この豪雨は、その影えい響きようだと言う。地じ盤ばんが緩ゆるみ、崖がけ崩くずれの恐れも出てきたので、さすがに今日ばかりは山登りは危険すぎると判断されたのだ。

　熊くま倉くらたちにしても、こんな事は初めてだったらしく、卯う月づきが思わず口笛を吹いて、村松に睨にらまれていた。
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　体育館に集合させられた貴久たちは、いつも通りのラジオ体たい操そうと、二人一組になっての柔軟体操を行った。そしてそのあとには、普ふ段だんとは別メニューで、筋トレを四セットである。

　腹筋、背筋、腕立て伏せを、都合二〇〇回ずつと言う計算になるが、往復一六キロのマラソンと階段昇りに比べれば、そんなものはどうという事はない。訓練生たちは、さっさとノルマをこなすと、それぞれの部屋に引き上げていった。

　服を着替えて、朝食を食べ終えても、まだ六時半にもなっていない。こんなに朝の時間をゆったりと使えるのは、この訓練所に来て初めてだった。

　熊倉たちも、やや時間を持て余しているようだ。原はらが、教室の後ろの棚から、輪わゴムで括くくった分厚い紙の束たばを取り出し、

「どうだ、久しぶりにやらねえか」

　と、熊倉を誘った。

「ああ、そうだな」

　熊倉が立ち上がると、卯月と森もり山やまが、部屋の中央に、敷き布団を一枚、三つ折りにして置いた。そして四人は、その折り畳んだ布団の周囲に、車座になってあぐらを掻かいた。

「お前らも一緒にやるか？」

　熊倉が、貴久と小お澤ざわを誘った。新にい堀ぼりに声を掛けなかったのは、単にその場にいなかったからである。あのシャワー室の一件以来、新堀は貴久と顔を合わそうとしない。寝る時だけはこの『五年二組』に戻ってくるが、それ以外の時間は、湯ゆ川かわと磯いそ崎ざきのいる『四年二組』で過ごしているようだ。

「なんですか？　これ」

　貴久とともに、布団のそばに近付きながら、小澤が訊たずねた。

「花札だよ、花札」

　原が、手にしていた札を一枚、めくって見せる。段ボール箱を刻んで作った手製の花札だった。黒と赤のボールペンで絵柄を描いてある。彩いろどりには乏しいが、絵心のある人間が描いたと見え、どの札も、シンプルな線で、よく特徴を捉とらえている。

「これ、原はらさんが作ったんですか？」

　貴たか久ひさが訊ねると、

「いや、こいつは、俺おれや熊くま倉くらが来る前から、この部屋にあったんだ。きっと前の訓練生の誰だれかが作ったんだろう」

「代々、受け継がれてるってわけですか」

　そう思うと、妙におかしい。

「まあな。ほかの部屋にも、似たようなもんは置いてあるが、こいつが一番、出来がいいんだ」

　原は、にやっと笑うと、手の中で札を束ねて、軽く切り始めた。

「六人だから、カブにするか？」

「そうだな。それがいい」

　原の言葉に、熊倉が頷うなずく。すると、今度は森もり山やまが立ち上がって、棚から飴あめ玉だまの入った紙箱を持ってきた。どうやら、これをチップ代わりに使うようだ。

「あの……僕、花札って、やった事ないんですけど」

　小お澤ざわが遠えん慮りよがちに申し出ると、

「心配すんな、教えてやるよ」

　そう言って、卯う月づきが、自分の左ひだり隣どなりに、小澤を招き寄せた。
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　豪雨のお陰で、いつになくのんびりとした時間を過ごしていた貴久たちだったが、台風の恩恵はそれだけではなかった。

　八時をまわった頃ころだろうか。

「へへ……悪いね」

　勝負に勝った卯月が、賭かけられていた飴玉を、両腕で掻かき集めていた時である。

「う……!?」

　突然、その卯月が、びくっと首を竦すくめた。

「どうした？」

　熊倉が、不思議そうに卯月を見る。

「いや……。今、首に……」

　卯月が、左手で首の後ろを撫なでながら、天井を見上げた。

　つられて、貴久が上を見上げると、

　……ぴちっ。

　今度は貴たか久ひさの額ひたいに、水滴が跳ねた。

「雨漏り……」

　見ると、板張りの天井に染みが広がっている。それも一カ所だけではなかった。あちらこちらからぽたぽたと、教室中に雨の滴がしたたり落ちてきている。

「おいおい、冗談じゃねえぞ……」

　天井を見上げたまま、熊くま倉くらが腰を浮かした。

「山やま口ぐち、急いで、雑ぞう巾きんを持ってこい。小お澤ざわ、お前は食堂だ。湯飲みでも茶ちや碗わんでもなんでもいいから、受け皿に使えそうなもんを集めてこい。森もり山やまと卯う月づきは、濡ぬれねえところに布団を動かせ！」

　熊倉が、矢継ぎ早に指示を下す。それを受けて貴久たちは、一いつ斉せいに立ち上がった。




　雨漏りは貴久たち『五年二組』だけの騒さわぎではなかった。

　なんと言っても、廃はい墟きよも同然の木造校舎の事である。教室と言わず廊下と言わず、二階部分は等しく、雨漏りの洗礼を受けていた。

　他の部屋の訓練生たちも、最も早はやのんびり休憩などしてはいられず、上を下への大騒ぎになっていた。

　貴久たちの部屋では、小澤が、食堂から持ってきたコップを床に並べていたが、そんなものでは追い付かない。数も足りなければ、容量自体も足りなかった。置いたコップが、見る見るうちに雨水でいっぱいになっていく。

　すると、そこへ、村むら松まつが駆け付けてきた。

「おい、お前ら、手ぇ貸せ！　屋根に上がるぞ！」

　校舎の屋根全体をビニールシートで覆おおって、雨漏りを防ごうと言うのである。

　どうやら、この雨漏り騒そう動どうは、訓練生の手だけに負える事態ではなくなっているらしい。

　他ほかの部屋にも同様に世話役たちが駆け付け、訓練生たちに指示を出していた。




　校舎の壁かべに梯はし子ごを立て掛け、屋根に上ってビニールシー卜を張はる。

　言うのは簡かん単たんだが、この風雨の中でそれを行うのは大変な作業だった。雨に濡ぬれた屋根は滑るし、風もビニールシートを吹き飛ばそうとする。

　実際にその作業を行ったのは、上級クラスの中でも先輩格の訓練生たちだった。滅めつ多たな者には任せられないと言う事なのだろう。世話役も三人ばかり屋根に上り、その作業を手伝っている。雨の吹き荒すさぶ前庭にはビニール合羽かつぱを着込んだ岡おか部べが仁王立ちになり、いつものように竹刀しないを振りまわしながら、作業全体を監督していた。

　一方、貴久たちは、校舎の中の処理を命ぜられていた。風にがたつく窓を固定したり、濡れた畳や床板を拭ふいたり、あるいは、雨水が溢あふれる前に受け皿を取り替えたりと言った作業である。

　貴たか久ひさが、廊下の窓の隙すき間まにタオルを押し込んで、雨の吹き込みを防いでいると、そこに村むら雨さめが通り掛かった。両手に提げたバケツの中には、絞った雑ぞう巾きんが山と積まれている。

「こんな事で訓練が潰つぶれるとは思わなかったぜ。まったく台風様々だよな」

　そう言って村雨は楽しそうな笑顔を浮かべた。

「ああ、おんぼろ校舎にも感かん謝しやしなくちゃな」

　貴久も笑ってそれに応こたえた。

　既に時刻は一〇時をまわっていた。午前の訓練が潰れるのは確実だし、この分では午後の訓練もどうなるか分からない。いい骨休めだった。

「見ろよ、山やま口ぐち。グラウンドが海になってら」

　村雨が、窓の外へと目を向けながら、言った。

　校舎の右手にあるグラウンドは、一面、水浸しだった。雨と風とでざわつくその水面を、村雨は、飽かず眺めている。

「……随分、楽しそうだな」

　貴久が村雨をからかうと、

「ああ。昔から、好きなんだよ、こういうの。なんてのか、特別な日って感じがしてさ」

　村雨は、口元に笑みを湛たたえたまま、そう答えた。
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　ビニールシートの敷設は一一時には終わり、校舎内の雑ぞう巾きん掛けも、午前中いっぱいには片付いた。

　その後、訓練生たちは昼食を摂とる事になったが、食堂での話題は専もつぱら、午後の訓練がどうなるか、であった。

　外では依然として台風が猛威を振るっているし、グラウンドは湖同然だ。体育館は校舎以上の雨漏りで、こちらも水浸しとなっていた。要するに、訓練をするにしても、する場所がないのである。

「いくらなんでも、あのグラウンドじゃあ、やらねえよな」

「分かんねえぞ。あの鬼おにのこったからな」

「校舎ん中で駆けっこって線もありそうだな」

　訓練生たちは口々に、予想を語り合っていたが、午後の訓練が始まる二時前には、それぞれの世話役を通して、正式に通達が来た。

　午後の訓練は、一階にある『三年一組』の教室で行う。上級クラス、初級クラスにかかわらず、全員、そこに集合しろ、との事だった。




『三年一組』の教室には、この学校で生徒たちがかつて使っていた机と椅い子すが、そのまま残されていた。机にはそれぞれ、貴たか久ひさたち訓練生の名前が書かれた紙が、貼はられている。

「各自、自分の名前が貼られた席に着け」

　世話役の指示で、貴久たちは、それぞれの席に座った。

　やけにものものしいな……。

　貴久がそう感じたのは、わざわざ机に名前など貼っていた事だけではない。三四名の訓練生が勢揃ぞろいしているせいもあるのだろうが、世話役の数が、いつもより多いのだ。教室の後ろに四人、前に二人。廊下側と窓側の壁かべにも、それぞれ二人ずつ、控えている。

　しばらくして、教室の前の扉から、土つち屋やが入ってきた。驚おどろいた事に土屋は、シャツの上に、革製のショルダーホルスターを着けていた。左の脇わきの下には、拳けん銃じゆうのグリップが覗のぞいている。

　土屋は教きよう壇だんの上に立つと、左の隻せき眼がんで、貴久たち訓練生を、ひと渡り眺め、それからおもむろに口を開いた。

「台風のせいで、予定していた訓練ができなくなった。そこで今日は予定を変更して、お前たちに銃器の扱い方を教える事にする」

　土屋がそう告げると、訓練生たちは顔を見合わせた。

「まじかよ……」

「やったぜ」

「本物、持たせてくれんのかな？」

　嬉うれしそうににやつく訓練生たちを、

「静かにしろ！」

　世話役の一人が、一いつ喝かつした。条件反射的に、訓練生たちは口を噤つぐむ。

　教室内が静かになるのを待ってから、土屋は再び、口を開いた。

「ユニコーンの戦せん闘とう員いんは、スタンロッドか素手で戦うのが基本だ。なぜ、そうなっているか、その理由が分かるか？」

　土屋の質問に、訓練生たちは、再び顔を見合わせた。

「おい、お前。なぜだと思う。答えてみろ」

　土屋が、目の合った訓練生に返答を促すと、その訓練生は少し考えてから答えた。

「銃の数が全員に行き渡るほどないからですか？」

「いや、違う」

　土屋は首を振り、別の訓練生に、次の答えを求めた。

「改造人間がいるから、銃を使うまでもない……っていう事ですか？　ひょっとすると」

　その訓練生が口にした『改造人間』という言葉に、貴久は違和感を覚えたが、考えてみれば、ここにいる訓練生たちは、まだ正式なユニコーンのメンバーではないのだ。『ハイブリッド』という単語を知っている筈はずもなかった。

「いや、それも違う」

　土つち屋やはまた首を振ると、今度は、貴たか久ひさを見た。

「お前はどう思う？」

「市街戦が多いから、ですか？」

　貴久は、これまでに二度目まの当たりにしていた、ユニコーンの作戦行動を思い起こしながら、土屋の質問に答えた。

「市街戦が多いと、なぜまずいんだ？」

　土屋が再度、訊たずねてくる。

「市街戦の場合、周囲に一般人がいる可能性が高いからです。流れ弾に当たって負傷でもすると、世論が黙だまっていません」

　すると土屋は、その隻眼に、興味深そうな表情を浮かべた。

「面おも白しろい事を言う奴だな……。確かに、不必要な敵を作らないと言うのは大事な事だ。だが、それはもっと上の人間が考える事だ。お前らの立場では必要ない。とは言え、流れ弾という着眼点は、なかなかいい」

　土屋は、訓練生全体を見渡し、話を続けた。

「銃と言うものは、滅めつ多たに当たらないものだ。実戦では特にな。当たらないだけならまだいいが、流れ弾が味方を傷付けでもしたら目も当てられない。お前らのような素人に銃を持たせても、プラスになる事は大してなく、むしろマイナスになる事の方が大きいと言う事だ」

　心なしか、訓練生たちの顔に、不満そうな表情が浮かんだ。

「しかし、状況によっては、銃器を使わねばならない事もある。従って、お前たちにも、その扱い方をひと通りは教えておく必要があるわけだ。……だが、忘れるな。銃は危険だ。その扱いには、細心の注意を払え。分かったな」

　土屋は、それだけ言うと、教室の後方に控えていた世話役たちに向かって、軽く手招くような仕し草ぐさをした。それを受けて、世話役の一人が、教室後部の扉を開ける。廊下にいた別の世話役が、キャスターに載せた木製の箱を、ごとごとと重い音を響ひびかせながら、教室の中に運び込んできた。

　訓練生たちの視線が集中する中で、その木箱の蓋ふたが開けられる。中から取り出されたのは、鈍く光るオートマティック拳けん銃じゆうだった。訓練生たちの口から、期せずして嘆声が漏れた。

　世話役たちが分担して、拳銃を訓練生に配っていく。貴久の前の机にも、一挺ちようのオートマティック拳銃が、ごとりと置かれた。続いて、別の世話役が、その拳銃の横に、小さな工具セットを置いていく。中には、試し験けん管かんを洗う時に使うようなブラシや、髪の毛のように細いＬ型のレンチが、綺き麗れいに収められていた。

　貴久は、机の上に置かれた拳銃に手を伸ばした。

　冷たい鋼はがねの手触り。ずしりと来る、その重み。

　モデルガンではない。本物の拳けん銃じゆうだった。

　訓練生たちは皆、子供のように目を輝かがやかせて、自分の手にしか拳銃に見入っている。隣となりの席の訓練生を狙ねらって、

「ばぁん」

　口真ま似ねで撃うつ振りをする者もいた。

　その時である。

「おい、貴き様さま！」

　耳を貫くような、鋭い叱しつ責せきが聞こえた。土つち屋やである。

　土屋は教きよう壇だんを下りると、つかつかと、その訓練生の席に向った。そして、いきなり、ものも言わずに、その頬ほおを殴り付けた。

　椅い子すから転げ落ちた訓練生は、なぜ殴られたのか分からない様よう子すで、ぽかんと土屋を見上げている。

「貴様、いったい、今、なにをした」

　土屋が、訓練生を睨にらみ付けながら、そう言った。

「な、なにって……ただ、ちょっと撃つ真似をしただけです。弾だって入ってないし、ほんの冗談で……」

　訓練生は自分のした行為の説明をしようとしたが、土屋はそれをみなまで聞かず、おもむろにホルスターから拳銃を抜き放った。貴たか久ひさたちに配られた物と同型の、オートマティック拳銃である。拳銃上部のスライドを、かしゃんと一度稼か働どうさせると、土屋はその銃口を、訓練生の額ひたいに押し当てた。

「この銃に弾が入ってるかどうか、貴様に分かるか？」

　訓練生は答えられない。背中を仰のけ反ぞらせるようにして、顔を強こわばらせている。

「答えろ。どっちだ」

　引き金に掛けられた土屋の指に、じわりと力がこもった。

「わ……わ、分かりません！」

　必死の形ぎよう相そうで、訓練生が叫ぶ。

「そうだ、その通りだ」

　土屋は静かに頷うなずいた。

「構えた銃に弾が入っているかどうかなど、相手には分からない。殺す気なのか冗談なのかも、相手には分からんのだ」

　土屋はそう言うと、ようやく訓練生の額から、銃口を外した。引き起こされた撃げき鉄てつを慎重に元に戻し、再びホルスターに拳銃を収める。

「いいか。お前たちにも言っておく。間違っても、味方に銃を向けるな。弾が入っていようがいまいが、同じ事だ。たとえ、それがモデルガンだったとしても、銃口を向ける者は、お前たちの敵だ。そう思え」

　教室内を見渡しながらそう言うと、土つち屋やは、再び教きよう壇だんへと戻った。

「それでは、まず拳けん銃じゆうの持ち方と構え方からだ。各自、配られた銃を、手に取れ」




　　　　　五




　土屋の講こう義ぎは、淡々と進んだ。

　銃の持ち方、構え方に続いては、その内部機き構こうの説明と、整せい備びの仕方。弾詰まりを起こした時の対処の仕方も教えられた。それどころか、配られた工具を使って拳銃を分解し、部品の段階から、再度、組み立てる事までやらされたのだから、徹てつ底ていしている。本物の拳銃を持たされた事で興こう奮ふんしていた訓練生たちも、パズルのようなその作業には、うんざりさせられた様よう子すだった。

　貴たか久ひさに少し意外だったのは、左ひだり隣どなりの席に座っていた小お澤ざわの手際が、やけによかった事だ。やるべき事を分かっていると言った感じで、作業も早いし、なにより、手順に迷いがない。

　感心しながらその手元を眺めていると、その視線に気付いたのか、小澤がふと顔を上げた。

「こういう細かい作業って、結構、好きなんですよ。家でも、ラジオを分解したりとか、しょっちゅうやってたから」

　小澤はそう言うと、照れ臭そうに笑った。

「よし、これで教えるべき事は、ひと通り教えた」

　土屋がそう言ったのは、この講義が始まって、たっぷり三時間が経過したあとだった。

「では最後に、この講義の総まとめとして、簡かん単たんなテストをする。各自、これから配る銃を分解整備した上で、組み立て直せ。終わった者から前に出てこい。弾を撃うたせてやる」

　世話役たちが、これまで教材に使っていた拳銃を回収し、新しく別のオートマティック拳銃を訓練生たちの机に配ってまわった。『別の』と言っても、型は同じだから、要は、今の講義で教わった事を、そのまま繰くり返せばいいわけだ。

　一方、別の世話役たちが、大きな衝つい立たてを二枚、教室の中に運び込んできた。透明なプラスティックで作られたその衝立を、教室の前の壁かべと並行に並べて置く。壁との間隔は一メートルほどだろうか。その間に、別の世話役が、重そうな紙箱を運んできて、教卓の上に、ごとりと置いた。おそらく、あの中には、実弾が収められているのだろう。

　どうやら土屋は、この教室の中で試射をさせてくれるつもりらしい。そう思って窓の外を見てみると、ちょうど、その簡かん易い試射室の正面に位置する校庭の植木に、同心円が描かれた射しや撃げき用の的が、括くくり付けられている。

　組み立て作業自体にはうんざりしていても、実銃で弾を撃てるというのは大きな魅み力りよくのようで、訓練生たちはみな、張り切って作業に取り掛かっていた。

　貴久も、早速、分解作業に入ったが、すぐに妙な事に気が付いた。

　……手触りが違う。

　正確に言えば、部品に使われている鋼こう材ざいが違った。最初の銃に使われていた鋼材は、冷たく滑らかな感じだったが、今度の銃は、表面が僅わずかにざらついている。持った感じも、少し軽い。

　専攻が材料工学という事もあって、貴たか久ひさは、鋼材の判別については、それなりに自信がある。

　間違いない。同じ形をしてはいても、これは、さっきの拳けん銃じゆうとは別物だった。材質も悪いし、部品の噛かみ合わせもきっちりしていない。さっきの拳銃が工芸品だとすれば、今度の銃は粗悪な模造品だった。

　……だが、なんのために？

　なぜ、わざわざ出来の悪い物に取り替えたりしたのか、その理由が分からない。

　貴久が首をひねっていると、

「終わりました」

　貴久のすぐ前の席にいた新にい堀ぼりが、席から立ち上がった。

「ほう……随分、早いな。本当に、もう終わったのか？」

「ええ、見て下さい。もう完かん璧ぺきっすよ」

　新堀は、手にしていた拳銃を、土つち屋やに手渡した。それは確かに、ちゃんと組み上げられていたが、完全に分解整せい備びしてから再び組み上げたにしては、いくらなんでも早すぎた。おそらく目に付く大きな部品だけ取り外し、すぐにまた組み立ててしまったのだろう。

　だが、土屋は、受け取った拳銃を、ちらりと見ただけで、

「よし、いいだろう」

　すぐに、それを新堀の手に返した。そして、教卓の上に用意されていた紙箱から、弾丸を一つつまみ上げ、新堀のもう一方の手に、それを握らせる。

「これが、その銃の弾だ。装そう填てんの仕方は分かっているな？」

「もちろんっすよ」

　新堀は、拳銃のグリップから空の弾だん倉そうを引き抜くと、渡された弾丸をそこに押し込み、再び、弾倉をグリップの中に挿入した。かしゃりとスライドを動かすと、撃げき鉄てつが引き起こされると同時に、弾丸が薬室に装填される。

「よし。それでは、その仕切りの向こうに立って、外の的を狙ねらえ。……おい、窓を開けてやれ」

　土屋が声を掛けると、窓際に控えていた世話役が、窓を空けた。その途と端たんに雨が吹き込んできたが、プラスティックの衝つい立たてのお陰で、訓練生たちの座っている机の方までは濡ぬれずに済んでいる。

　雨の向こうに掲げられた的に向かって、新堀が勿もつ体たいつけるようにじっくりと、時間を掛けて銃を構える。透明な仕切り越しに、新堀の口元が綻ほころんでいるのが見えた。

　他ほかの訓練生たちの反応は、大きく、二つに分かれていた。新堀が銃を撃うつところをじっくり見物しようとする者もいれば、自分も早く撃うちたいとばかりに作業の手を速める者もいる。

　貴たか久ひさは、その時、ちょうど銃身バレルを外したところだった。専用のブラシを使って、銃身の中を拭ふこうとしたが、なぜかブラシが入らない。まるで、なにかが奥に詰まっているようだった。

　奥に、詰まってる……？

　ぞくりとするものを感じながら、貴久は急いで、銃身の中を覗のぞき込んだ。

　そこには、銃口と同じ幅の鉄片が、ぴっちりと詰め込まれていた。それも、僅わずかに先細りの形状になっていて、銃口部側から取り出そうとしても、途中で引っ掛かってしまう。銃身を取り外し、薬室に繋つながる側から引き抜かなければ除去できないように、工夫してあった。

　この状態のまま、もし撃ったら……。

　貴久が、はっと顔を上げた時、衝立の向こうで、鋭い炸さく裂れつ音が響ひびいた。

　悲鳴を上げた新にい堀ぼりが、体をねじるようにして倒れ込む。手にした拳けん銃じゆうが暴発したのだ。透明な衝立のその向こうに、ぴぴっと赤い飛沫しぶきが飛び散るのが見えた。

　訓練生たちの何人かが、椅い子すを蹴け立てて立ち上がる。

　だが土つち屋やは、

「問題ない。お前たちは、そのまま作業を続けろ」

　と、訓練生たちに席に戻るよう命じた。

「がっ、ぐぁっ、あああ……！」

　新堀は、顔面と右手を赤く染め、床の上を転げまわっている。

「どうやら、整せい備びが不充分だったようだな」

　土屋は冷ややかに新堀を一いち瞥べつすると、世話役たちに合図した。

「医務室に連れてってやれ」

　二人の世話役が、血だらけの新堀を引き起こし、教室の外へと運び出していく。

　それを見送ってから、土屋は、改めて訓練生たちに向き直った。

「俺おれの授業を適当に聞いてるから、こういう事になる。遊びじゃないんだ。真剣にやれ」

　教室の中の空気が、ぴんと張り詰めた。浮かれた気分は跡形もなく消し飛び、訓練生たちは真剣な表情で、ただひたすらに手を動かしていた。

　分解した部品を綺き麗れいに並べ、一つ一つ、点検掃除しながら、正確に組み合わせていく。きっちりネジを止め、必要ならば、オイルを塗る。

　やがて、二人目の訓練生が立ち上がった。上級クラスの訓練生だ。

　教きよう壇だんへと進み出、整備の終わった拳銃を土屋に渡す。土屋は、それを一瞥してから、弾丸を一発添えて、訓練生の手元に戻す。

　弾丸の装そう填てん。スライド稼働。そして、射しや撃げき姿勢。

　貴久たちが無言で見守る中、その訓練生は、雨の中の的を目掛け、引き金を引いた。

　ぱんっ。

　射しや撃げき音は、思っていたより、小さく軽かった。

「よし、合格だ。上がっていいぞ」

　頷うなずく土つち屋やに、その訓練生は拳けん銃じゆうを手渡すと、一礼してから、教室を去っていった。

　それを皮切りに、一人、また一人と、訓練生たちが立ち上がり始めた。

　貴たか久ひさが、左ひだり隣どなりの席を見やると、小お澤ざわも既に、作業を終えていた。例の鉄片も除去され、拳銃の隣に置かれている。だが小澤は、席を立とうとはしない。

「どうした？　終わったんなら、前に行けよ」

「うん……でも……もし、さっきみたいな事になったら……」

　新にい堀ぼりの惨状を目まの当たりにして、小澤は怖おじ気けづいてしまったようだ。

　だが、それは、なにも小澤に限った事ではなかった。一度は組み上げに入りながらも、思い直して、また分解整せい備びを始める訓練生の姿が、そこかしこに見られる。

　暴発の恐れのある銃で、実弾を発射する。それは、相当に度胸を必要とする行為なのだ。整備は万全に済ませても、それでもなお、ひょっとしたらと言う不安は拭ぬぐいきれない。

　これまで土屋のテストに合格した訓練生は、いずれも上級クラスの者だった。

　上級クラスの訓練生も、銃器の扱いに関して講こう義ぎを受けるのは、これが初めてだ。だから、知識や経験の違いではない。思い切る事ができるかどうか。自分の仕上げた仕事に自分の命を託す事ができるかどうか。その違いが出たのである。

「それを外したんなら、大丈夫だ。行けよ。行って撃うってこい。そうしなけりゃ、この授業は終わらないぞ」

「うん……分かってるけど……」

　小澤には、どうしても踏ん切りが付かない様よう子すだった。

　すると、その時、小澤の後ろの席で、湯ゆ川かわが立ち上がった。

「じゃあ、俺おれが試してきてやるよ」

　低い声で呟つぶやくようにそう言いながら、湯川が小澤の机のそばを通り過ぎる。その瞬しゆん間かん、湯川の手が、小澤の机の上をかすめ、拳銃をすり替えた。

「あ……」

　小澤が小さく声を上げる。だが湯川は、振り返りもしなかった。そのまま土屋の前に行き、

「終わりました」

　と、拳銃を差し出した。

　もちろん、それは、小澤を助けるためではない。面めん倒どうな整せい備び作業を自分でするのが嫌だから、整備の済んだ小澤の拳銃を持っていったのである。

　だが、そんなイカサマが、土屋相手に通じるわけがなかった。

　土屋は、受け取った拳銃にちらりと視線を走らせると、顔を上げて、湯川を見た。

「こいつは、お前に配った銃じゃない」

「………え？」

　湯ゆ川かわは、ぎくりとした様よう子すだった。

「シリアルナンバーが違う。こいつは……」

　土つち屋やは、傍らのファイルを開くと、頁ページの上に指を滑らせた。

「……小お澤ざわに配った銃だ」

　壁かべ際ぎわにいた世話役の一人が、小澤の席に歩み寄った。机の上から拳けん銃じゆうを取り上げ、土屋のもとまで持っていく。

　土屋は、その拳銃を受け取ると、シリアルナンバーを改めた。

「間違いない。こっちがお前に渡した銃だ」

　土屋の隻せき眼がんが、湯川を見詰める。湯川を叱しかるでも責めるでもない。無表情な目付きと口調だった。

「……じゃあ、きっと、配る時に間違えたんすよ」

　湯川が、嘯うそぶいた。

「そうかもしれないな。だが、お前の銃はこっちだ。だから、撃うつならこの銃を撃て」

　土屋は、湯川の拳銃に弾を一発装そう填てんすると、あとは引き金を引くばかりにして、湯川の手に持たせた。

「ちょっと待って下さいよ。そう言う事だったら、出直してきます」

　湯川は及び腰になったが、土屋はゆっくりと首を振った。

「そうはいかん。ここに出てきた以上、やる事はやって貰もらう」

　小澤の机から拳銃を運んできた世話役が、背中を突くようにして、湯川を衝つい立たての向こうに押しやった。

「さあ、撃て。運が良ければ、暴発せずに済むかもしれないぞ」

　土屋が、そう命じた。

「ちょ、ちょっと待って下さいよ。そんな……」

　湯川は救いを求めるように世話役を振り返ったが、湯川を衝立の中に押し込んだ世話役も、教室の中に立ち並んでいる他ほかの世話役たちも、なにも言わない。無言のまま、湯川を見詰めている。

「手順を省くというのは、とてもいい事だ。物事が効率的に運ぶからな。……だが、そうした事でなにか間違いが起きたなら、その責任は、その判断を下した者が負わなければならない」

　静かな口調でそう言いながら、土屋が、左ひだり脇わきのホルスターから拳銃を抜き放つ。そしてその銃口を、湯川の左のこめかみに押し当てた。

「今から、三つ数える。その間に、お前がその引き金を引かなければ、俺おれが、この引き金を引く」

　土屋の言葉に、湯川が顔を引きつらせた。

「ま、まさか、本気じゃないっすよね……」

「一」

　湯ゆ川かわが、今度は、教室に残っている訓練生たちに目を向けた。だがやはり、土つち屋やに逆らってまで、湯川を助けようとする者はいない。

「二」

　土屋が無表情に、カウントする。

　湯川が、右手の中の拳けん銃じゆうに見下ろした。躊躇ためらいつつも、それを持ち上げ、窓の外に向かって射しや撃げき姿勢を取る。前に伸ばした右腕が、ひどく震ふるえていた。

「三」

　湯川が必死の形相を浮かべる。だが、引き金に掛けられた指が、どうしても動かない。

「……愚ぐ図ずが」

　そう吐き捨てるなり、土屋が、湯川を撃うった。

　ただし、撃った場所は頭ではない。足である。

「うがっ！」

　左の太ふと腿ももを撃ち抜かれ、湯川は、床の上を転げまわった。

「目障りだ。運び出せ」

　新にい堀ぼりの時と同様に、世話役が二人掛かりで、湯川を外に連れ出していった。

「さあ、次は誰だれだ」

　土屋は、何事もなかったように、教室内に目を戻した。

　静まり返った教室の中で、貴たか久ひさは拳銃を手に立ち上がった。

「お願いします」

　銃身を手元に向けて持ちながら、土屋に拳銃を渡す。

　土屋は、シリアルナンバーを確認してから、一発の弾丸とともに、それを貴久に戻した。

　弾丸を押し込んだ弾だん倉そうをグリップに装そう填てんし、スライドを動かして薬室内に弾丸を送り込む。

　教室前部の床は、新堀と湯川の流した血で汚れている。その血を踏ふみ締しめ、貴久は構えを取った。

　開け放たれた窓からは、雨と風とが吹き込んで来ている。分厚い雨のカーテンの向こうに、標的の同心円が見えた。

　引き金に添えた人差し指を、ゆっくりと引き絞る。

　ばんっ。

　貴久の右手に、反動が響ひびく。どこに当たったかは分からない。だが、標的の板が、跳ね上がったのは見えた。

「よし、合格だ」

　頷うなずく土屋に拳銃を返し、貴久は一礼して、『三年一組』の教室をあとにした。
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　訓練所を襲おそった台風は、夜の訪れとともに去っていった。

　貴たか久ひさは、二階の廊下の窓辺にいた。

　開け放たれた窓から入り込む外気が、しっとりと肌に冷たい。

　外は静かだった。聞こえるのはただ、虫の音ねだけ。昼間の喧けん噪そうが嘘うそのようだ。

　見上げれば、流れる雲の隙すき間まから、明るい月が顔を出していた。

「こんな時間に、そんなところで、なにしてんだ？」

　その声に振り返ると、薄うす暗ぐらい廊下の向こうに、村むら雨さめが立っていた。

　時刻は夜の一〇時過ぎ。消灯時間はとうに過ぎている。

「今日は体を動かさなかったせいか、寝付けなくてな。……お前は？」

「俺おれも似たようなもんだ。明日が辛つらくなるから早く寝てぇんだが……妙に、目が冴さえちまってな」

　村雨は貴久に歩み寄ってくると、

「ほれ」

　と、手にしていた紙コップを差し出して来た。中に入っているのは、麦茶のようだ。どうやら、食堂から持ってきたらしい。上には氷まで浮かべてあった。

　同じような紙コップが、村雨の左手にもある。つまり、最初から二人分を用意していたわけだ。

　村雨は、小さく笑うと、

「ほら、こっちも」

　ズボンのポケットから、棒付きキャンディを二つ、取り出した。

「グレープ味とパイン味だ。どっちがいい？」

「……」

　貴久は、村雨の顔を眺めてから、パイン味のキャンディを手に取った。

「娑婆しやばだったら、酒で一杯やるとこだがな。ここじゃ、これが精一杯だ。……まったく、大の男が、飴あめ玉だましゃぶりながら麦茶飲むしかねえってんだから、泣けてくるぜ」

　村雨は、包み紙を剥はがすと、グレープ味の棒付きキャンディを、口に放り込んだ。

「健康的でいいじゃないか」

　苦笑しながら、貴久も、包み紙を剥がす。

「健康なんざ糞くそ食らえだよ。お前、知ってるか？　この飴玉な、ユニコーンの本部にも結構な数が用意してあるらしいぜ」

「どうしてだ？　本部も禁煙なのか？」

「いいや、そうじゃねえ。ここにいる間に、こいつが癖くせになっちまう奴やつが多いんだと」

　村むら雨さめは、貴たか久ひさの目の前で、棒付きキャンディを振って見せた。

　泣く子も黙だまるユニコーンの本部に、棒付きキャンディ。

　似合わないと言えば、これ以上似合わない物もない。

　貴久と村雨は、顔を見合わせ、静かに笑い合った。

　ひとしきり笑うと、村雨は、窓の外へと目を向けた。紙コップを持ち上げ、中の麦茶を、ひと口飲む。

「新にい堀ぼりと湯ゆ川かわな……回復まで、結構掛かるらしいぜ」

「……そうか」

「さすがに今日は、少し驚おどろいたよ。あそこまでやるとはな」

　月の光に浮かぶ山の景色を眺めながら、呟つぶやくように村雨は言った。

　それは貴久も同じだった。

　岡おか部べや飯いい塚づかのしごきとはわけが違う。土つち屋やは、急所を外したとは言え、訓練生を銃で撃うったのだ。新堀にしたところで、下手をすれば死んでいたかもしれない。

　だが、それがユニコーンなのだ。

　世話役たちは驚きもしなかった。土屋の行動を、むしろ当然のものとして補佐していた。つまりそれは、ユニコーンにとって、土屋の行動が行き過ぎではなかったという事だ。

『時には人死にも出るらしいしな』

　服はつ部とりの言葉が蘇よみがえる。あれは脅おどしでもなんでもない。ここでの現実そのままだったのである。

「ユニコーンは遊びじゃない。あいつらはそれを理解してなかった。甘く見てたんだ」

　村雨と同じ景色を眺めながら、貴久は言った。

　冷たいようだが、それが現実だ。

　訓練所でなら、まだいい。世話役のフォローもあるし、教官も急所を外してくれる。

　だが、上にあがれば、貴久たちの相手は警けい察さつ、そしてガーディアンだ。一つのミスも許されない。

　村雨が、首を巡らして、貴久を見る。そして、ぽつんと口を開いた。

「山やま口ぐち……。一つ、訊きいてもいいか？」

「……なんだ？」

「本当は訊かずにおこうと思ったんだが……」

　村雨の口調は、妙に歯切れが悪い。

「いいから、言ってみろよ」

　貴久が促すと、村雨は、思い切ったように、

「お前みたいな奴やつが、なんでここにいるんだ？」

　と、そう訊たずねてきた。

「……俺おれみたいな、とは、どういう意味だ？」

「ここに来るような奴やつは、大抵、裏街道を歩いてきた奴だ。お前んとこの熊くま倉くらだって堅かた気ぎじゃあねえし、湯ゆ川かわや新にい堀ぼりだって、格は落ちるがこの世の半はん端ぱ者もんだ。だが……お前には、その匂においがねえ。お前はもっと真っ当な世界で生きてた筈はずだ。そうだろう？　そのお前が、どうしてこんなところに来たんだ？」

「……」

　貴たか久ひさは、無言のまま、村むら雨さめを見返した。

　確かに、村雨の言う通りだった。貴久は表の世界で生きてきたし、あの事件さえなければ、今も表の世界にいた筈だ。

　あの事件さえなければ──百ゆ合り子こを死なせさえしなければ。

「……まあ、いろいろあってな」

　そう答える貴久を、村雨は静かに見詰め、そして僅わずかに微笑した。

「そうか……。いろいろか」

「ああ、いろいろだ」

　返答にもなっていない答え方だったが、村雨はそれで、なんとなく納得したらしい。誰だれにでも、他人に話したくないような事の一つや二つはある。そう思ったのだろう。

「そう言うお前はどうなんだ？　どうして、ここに来た？」

　貴久は、同じ質問を村雨に返した。

「俺おれか？　俺は……」

　言い掛けて口を閉ざすと、村雨は、ちらりと笑ってから、あとを続けた。

「……俺も、いろいろだ」

「……そうか」

「ああ、いろいろ。……ほんとに、いろいろな……」

　村雨が、再び窓の外へと、目を向ける。その横顔を、月の光が照らしていた。

　村雨が自分で言っていたように、真っ当な人間がこんなところに来る筈がない。小お澤ざわのように半ば無む理り矢や理り連れて来られた人間もいるにはいるが、訓練所での生活ぶりを見る限り、村雨はここに連れてこられた事を嘆いてもいなければ、嫌々訓練を受けているわけでもなさそうだった。むしろ、貴久と同じように、明確な目的を持って、上を目指している。そんな印象がある。

　ユニコーンという存在に、共感なり憧あこがれなりを感じてでもいるのか。それとも、裏の世界でのしあがり、金と力を手に入れたいのか。

「……あ」

　村雨が、ふと驚おどろいたような声を上げた。

「どうした？」

「ほら、あれ」

　村むら雨さめの目は、窓の外に向けられたままだ。伸ばした右手のその先が、校舎の東側にある植え込みを、指し示している。

　消灯時間もとうに過ぎ、電気の明かりはなにもない。あるのはただ、月の光だけだ。

　だが、村雨が指さしたその先には、別の光が漂っていた。

　淡くはかなげな緑の光。

　それが、雨に濡ぬれた草木の合間を、上下に揺れながら動いていく。

「……蛍ほたるだ……」

「ああ……。蛍なんて、ガキの頃ころに見たっきりだよ」

　一つ、二つ……。三つ、四つ……。

　冴さえ冴えとした月の光の下、淡い光が揺れている。

　汗にまみれ泥に汚れ、教官たちの怒鳴り声が響くこの訓練所。

　その訓練所に、ほんの今だけ、別の時間が流れている。

「……綺き麗れいだな」

　村雨が、そっと呟つぶやいた。

「……ああ、そうだな」

　貴たか久ひさも静かに、そう呟いた。
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「だりゃあああっ！」

　気合いもろとも、村むら雨さめが飛び込んだ。

　スタンロッドは右手一本。しかも、柄つかの端ぎりぎりを握っている。

　長い手足を存分に活いかした、遠えん距きよ離りからの飛び込み面だったが、相手が飯いい塚づかでは、攻めが粗雑に過ぎた。

　すっと身を屈かがめた飯塚が、腕の下をかいくぐるようにして村雨の懐ふところに滑り込んだその時には、

　びしっ！

　痛烈な一いち撃げきが、村雨の脇わき腹ばらに決まっていた。

「くあ……ぐぅ……っ！」

　脇を押さえて床板の上を転げまわる村むら雨さめの姿に、訓練生たちが顔を顰しかめる。皆、同じ経けい験けんをしてきているだけに、今の痛みをリアルに想像できてしまうのだ。

　だが村雨も、いつまでも悶もだえてはいなかった。歯を食いしばりながら跳ね起きると、再度、飯いい塚づかに突っ込んでいく。今の失敗に懲こりたのか、今度は身を低く保ちながらの、鳩みぞ尾おちを狙ねらった突きである。

　その圧力に押されたように、飯塚が後ろに引いた。だが引いたのは右足だけだ。右みぎ半はん身みから左半身に構えが移行したその時には、飯塚の左の掌てのひらが、スタンロッドを握った村雨の手元を、外からぱんっと弾はじいていた。

　軌道をずらされ、村雨のスタンロッドが、飯塚の体の脇をかすめて流れる。

　その瞬しゆん間かん、飯塚が、村雨に背中を見せるようにして、くるりと身をひねった。右手に握ったスタンロッドが、大きな弧を描いて走り、村雨の後頭部を打ち据すえる。

「どわっ!?」

　ただでさえ突きを躱かわされ、前のめりにつんのめっていた村雨である。そこを真後ろから引っ叩ぱたかれ、村雨は、体たい操そうの前転でもするように、ごろごろと床板の上を転がっていった。

「相変わらず、突っ込むしか能のない男だな」

　飯塚が薄うすく笑った。村雨までに八人、続けざまに訓練生の相手をしてきていると言うのに、飯塚は軽く息を弾ませているだけだった。

「だが、馬ば鹿かは馬鹿なりに、少しはましな猪いのししになってきたか……。よし、村雨。上がっていいぞ」

　飯塚の言葉に、村雨がふらつく足で立ち上がる。

「ありがとうございましたっ！」

　一応、飯塚の方を振り返って頭を下げたものの、その目はまだ焦点が合っていない。

「次は……山やま口ぐち。お前だ」

　飯塚が、訓練生の列から、貴たか久ひさを呼び出した。

「はいっ」

　貴久はスタンロッドを携えて、前に進み出た。

　飯塚の正面に立つと、改めてもう一度、礼をする。そして、構えを取った。

　その構えを見て、飯塚が僅わずかに含み笑いをする。

「猿さる真ま似ねはもうやめか」

「はい。少し、自分なりに工夫してみる事にしました」

　この二週間ばかりの間、貴久はずっと、飯塚の構えを模も倣ほうしてきていた。両手持ちの剣道構えでは、変幻自在の飯塚の剣に対応しきれない。そう判断したからだ。だが、同じ構えでは、本家の飯塚を上まわる事は不可能である。

　今日の貴たか久ひさは、やや体を開いて、飯いい塚づかに対していた。ちょうど、正面から相手に対する剣道構えと、右みぎ半はん身みの飯塚の構えの、間まを取った形だ。スタンロッドは右手に持ち、やや外向きに、切っ先を上にあげていた。

「では、その工夫とやらを見せて貰もらおうか。来い」

　飯塚が促した。

　左手に並んだ訓練生たちは、どうなる事か、と言った表情で、貴久を眺めている。それを一いち瞥べつしてから、

「お願いします」

　貴久は、すすっと間合いを詰めた。

　まずは左胴。それを弾はじかれたところを、巻き返して右面。それを見切って躱かわした飯塚が、今度は、スタンロッドを握った貴久の右手を狙う。貴久は、スタンロッドを構に倒してそれを受ける。

　その時、貴久の視界の下の方で、なにかが走った。反射的に、貴久は、前に出していた右足を、持ち上げるようにして折り畳む。そのすぐ下を、飯塚の右足が、横に薙ないだ。

　足払いを躱した貴久に、飯塚が笑みを浮かべる。そして、その笑顔のまま、間合いを詰めてきた。

　右、左、下、下、上、左、右。

　嵐のような連続攻こう撃げきだった。貴久は、防御に徹てつするしかない。だが、それでも、ともすれば、受け手が追い付かなくなりそうだった。

　圧力に屈して下がる貴久に、飯塚が更さらなる猛攻を加えてくる。

　上、左、右、左、下に来て、今度は突き。

　最後の突きを左に躱かわし、貴久は体たいを入れ替えたが、飯塚はなおも攻撃の手を緩ゆるめない。いったい、いつ息継ぎをしているのかと思うほどだ。

　左、右、左、右、下、上と来て、もう一度、左！

　後退を続ける貴久の背が、壁かべ際ぎわに並んでいた訓練生の誰だれかに触れた。

　もう下がれない。そう思った時、飯塚の最後の左が、貴久のスタンロッドを跳ね上げた。がら空きになった右みぎ脇わき腹ばらに、飯塚のスタンロッドが、弧こを描いて襲おそい掛かる。

　びしっ！

　スタンロッドが肉を打つ音が、二つ、同時に響いた。

　一つは、飯塚のスタンロッドが貴久の脇腹にめり込んだ音。そしてもう一つは、貴久が左手に握ったスタンロッドが飯塚の頭部右側面を襲おそった音だった。

　実は貴久には、今日の訓練が始まる前に、他の訓練生たちに前もって頼んでおいた事があった。飯塚との立ち合い稽けい古こで自分は後ろに下がる。訓練生の列まで下がった時、左手を後ろに伸ばすから、そこに別のスタンロッドを持たせてくれ、と。

　まともな方法では、飯いい塚づかから一本は取れない。だから貴たか久ひさは、右のスタンロッドを囮おとりに使い、そこに飯塚の注意が向いたところで、左の一撃に勝負を掛けたようとしたのである。

　教官にひと泡吹かせてやりたい。それは訓練生たちに共通した想おもいだったから、

『いいだろ。やるだけやってみろや』

　と、訓練生たちも、貴久の頼みを、快く引き受けてくれたのだった。

　だが、その貴久の奇策も、あと一歩のところで及ばなかった。

　最後の最後で飯塚は、貴久の奇き襲しゆうに反応し、とっさに左手を上げて、その打撃を受け止めたのである。

　この手も通じなかったか……。

　脇腹の打撃に、軽く咳せき込みながら、貴久は思った。

　飯塚は、左手でスタンロッドを押しやるようにして、貴久から距きよ離りを取った。妙にしみじみとした目で貴久を眺め、次いで訓練生たちの列へと、その視線を向ける。

　訓練生たちは皆、無表情のまま、真正面を向いていた。

　飯塚が、ふっと、苦笑にも似た笑みを漏らした。打たれて赤くなった掌てのひらを二、三度握り締しめるようにしてから、再度、貴久に目を向ける。

「今のは、なかなか面おも白しろかった。よし、山やま口ぐち。もう一本だ」
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　午後の訓練が終わると、貴久たち上級クラスの訓練生は、揃そろってシャワー室へと向かった。

　暦は八月から九月へと入っていたが、日中の暑さはいまだ衰えを見せない。ことに体育館の中には、ろくに風も吹かないから、ほとんど蒸し風ぶ呂ろ状態である。皆、頭から水を被かぶったように、全身、びしょ濡ぬれだった。

「……ったく、なんで選よりにも選って、こんな季節にここに来ちまったかなぁ。どうせだったら、もちっと涼しい季節に来たかったぜ」

　村むら雨さめが、ぼやきながら、早速、シャワーを頭から被った。

　まったくだとでも言うように、他ほかの訓練生たちが苦笑を浮かべた。

「にしても、さっきは惜しかったな、山口。もうちょっとのとこだったのによ」

　片かた山やまが、シャワーの温度調節をしながら、貴久に声を掛けてきた。貴久と同じトラックに乗ってこの訓練所にやってきた年長者二人のうち、角刈りの方の男だ。片山は、貴久から一〇日ほど遅れて、上級クラスに上がっていた。例によって、詳しい身の上話などは聞いていないが、年齢は二七歳と言う事だった。ちなみに、パンチパーマの方は花はな村むらと言って、二五歳。こちらも同じく、上級クラスになっている。

「お陰で、そのあと、こてんぱんにやられましたけどね」

　苦笑いしながら、貴たか久ひさは、シャワーの蛇じや口ぐちをひねった。

　顔を上げ、噴ふき出すシャワーを、顔面から受ける。体を伝って流れ落ちる熱い湯が心地いい。まるで、汗とともに疲れまで流し落としてくれるようだった。

　貴久がこの訓練所に来たのは七月の頭だったから、既に丸二ヶ月が過ぎた事になる。

　真夏の太陽を浴び続け、貴久はいつの間にか、すっかり日ひ灼やけしていた。頬ほおは少しこけたが、代わりに胸の厚みが増した。腕や首まわりも太くなり、最近では、シャツが少しきつくなってきている。

「それにしてもよ。ここを出るまでに、一発ぐらい、飯いい塚づかの横っ面を思いっきりぶっ叩たたいてやりてぇぜ。胸がすっとするだろうなあ」

　濡れた髪を掻かき上げながら村むら雨さめが言うと、

「違ぇねえ」

　訓練生たちの低い笑いが、シャワー室の中に満ちた。
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　食堂へ入ると、カレーの匂においが、鼻先をくすぐった。

「いい匂いだ……。食欲をそそるね」

　貴久の隣となりで、村雨が鼻をひくつかせる。

「ああ、そうだな」

　貴久が微笑しながら頷うなずくと、

「あ、山やま口ぐちさん」

　小お澤ざわの声が聞こえた。

　見ると、窓際の席で小澤が軽く手を挙げている。どうやら席を取ってくれていたらしい。小澤の隣となりには、石いし川かわと島しま本もとの顔もあった。貴久たちの『五年二組』に新しく入ってきた訓練生だ。いずれもまだ若く、石川は一七歳、島本は一八歳である。

　熊くま倉くら、卯う月づき、原はらの三人は、八月に入って間もなく、訓練所を卒業していったから、現在の『五年二組』の人員は六人という事になる。

　貴久と村雨が、カレーライスをよそった皿を手に、小澤たちのいるテーブルに着くと、やがて森もり山やまも同じテーブルにやってきた。

『五年二組』に前からいた四人のうち、森山だけが残ったわけだが、それは森山が四人の中で一番遅く訓練所入りしたからだ。熊倉が務めていた部屋頭の役は、現在では、この森山が継いでいた。

　石川と島本の新入り二人は、ちょうど入ってきたばかりの湯ゆ川かわたちのように、当初はなにかと反抗的だったが、その後、訓練所の洗礼を受けて、今ではすっかりおとなしくなっている。と言うより、憔しよう悴すいしきって動く気力もないと言った方が、正直なところだろう。

　香こうばしい匂においに誘われ、貴たか久ひさたちは、旺おう盛せいな食欲でカレーライスを平らげていったが、石いし川かわと島しま本もとは、青い顔のまま、スプーンに手を付けようともしない。まるで以前の自分かちを見るようだった。

　そんな石川と島本を、

「食べたくないのは分かるけど、それじゃ体が保もたないよ。なんなら、ご飯をおむすびにして貰もらって来ようか？　そうすれば、あとでも食べられるから」

　と、小お澤ざわが、なにかと面めん倒どうを見てやっている。思えば小澤も、随分、逞たくましくなったものだ。

　小澤は現在、さしずめ中級クラスとでも言うべき段階に上がっていた。まだ完全な上級クラスではないが、プログラムによっては貴久たちの訓練に合流するようになっていたのである。

　湯ゆ川かわたち三人組のうち、磯いそ崎ざきは上級クラスに顔を出していたが、湯川と新にい堀ぼりは長期の治ち療りよう期間が、間に入った事もあって、未いまだに初級クラスである。相変わらず、休きゆう憩けい時間中は三人で過ごしているようだが、訓練時間中の磯崎を見る限りでは、不平も言わずに、黙もく々もくとメニューをこなしていた。反抗したり手を抜いたりすればどんな事になるか、あの一件で身に染みて分かったのだろう。
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「……お？　あら、なんだ？」

　食後の口直しに棒付きキャンディを舐なめていた村むら雨さめが、すっと、その細い眉まゆを寄せた。

「どうした？」

「ほれ、あれよ」

　貴久が訊たずねねると、村雨はキャンディの先で、窓の外を指し示した。

　ひと頃ころに比べて日は短くなってきているが、七時前のこの時間帯、外はまだ明るさを残している。その夕焼けに染まった空の下を、車が走ってくるのが見えた。マイクロバスだ。それも二台。

「また新入りさんですかね？」

　小澤が言うと、村雨は窓の外を眺めたまま、それに答えた。

「だとしたら、俺おれたちん時とは、えらい待遇の違いだな。それにありゃ、二〇人以上いるぜ。少し多すぎる」

　マイクロバスの窓からは、二〇代から三〇代の男たちが顔を覗のぞかせていた。周囲の景色を見まわしては、仲間内で談笑している。随分、リラックスしている様よう子すだった。

　食堂にいた他ほかの訓練生たちも、マイクロバスに気付いた様子で、皆一様に、窓辺に集まって来ていた。

「……ったく、呑のん気きな顔してやがるぜ」

「まさか、ハイキング客かなんかじゃねえだろうな……？」

「……だとしたら、かなり面めん倒どうな事になるな」

　口々に、そんな事を言い合っている。

　貴たか久ひさたちが見守る中、二台のマイクロバスは、校門のすぐ向こうの道路を過ぎて行ったかと思うと、訓練生たちが御み坂さか堂どうへの八キロ走の時に使う出入り口から、グラウンドの中へと入ってきた。その動きに応じるように、訓練生たちも、窓から身を乗り出す。

　マイクロバスが停止し、中から男たちが下りてくる。年ねん齢れいと言い、引き締しまった体付きと言い、訓練生たちと似通った雰囲気を持っているが、彼らはいずれも私服だった。夏らしく、涼しげな服装に身を包んでいる。その内の一人が、食堂の窓辺に集まっている貴久たちを見付けると、

「おぅ〜い、やっとるかぁ〜」

　からかうような口振りで、大きく手を振ってきた。

「……なんだ、あいつら」

　窓の桟さんに腰掛けていた村むら雨さめが、憮ぶ然ぜんとした。

「お、世話役が出張ってきたぞ」

　森もり山やまの言葉に、グラウンドの右手を見ると、グレイのユニフォームの世話役が五人、マイクロバスの下に駆け付けていくところだった。

　だが男たちは、その世話役たちとも、親しげに言葉を交わしている。世話役たちの方も同様だった。という事は、少なくとも、見知らぬ外来者ではないという事だ。

　──その時である。

　全員下りたと思っていたマイクロバスから、最後にもう一人、男が下りてきた。一九〇センチ近い上うわ背ぜいの大男だ。普通、それだけの身長がある人間は、どうしてもひょろ長い印象がまとわりつくものだが、この男に関しては、それは当てはまらなかった。上背に見合った肉付きが、男を一層、大きく見せている。

　その男が姿を現した途と端たん、まず世話役たちの態度が変わった。即座に、直立不動の体勢を取ったのである。それを受けて、マイクロバスでやってきた男たちも私語をやめ、姿勢を正す。

　大男は、私服の男たちに向かって、楽にしろとでも言うように片手を振ると、世話役たちと、ひと言ふた言、言葉を交わした。世話役の一人が前に立って歩きながら、大男を案内する。案内する先は、校舎。即ち、貴久たちのいる建物である。

「おいおい、こっちに来るぞ」

　訓練生たちが、顔を見合わせる。

　やがて、昇降口のある側から、足音が近付いてきた。小走りに先導する足音と、その後から悠然と歩んでくる、もう一つの足音。

　そして、その男が、開け放しになったままの食堂の扉の前を通過した。その高い上背のため、額ひたいのあたりは鴨かも居いに隠れている。骨太の横顔と、太い眉まゆが印象的だった。

　訓練生たちは窓辺に集ったまま、男が通り過ぎるのに合わせて、左から右へと、首を巡らしていく。

　男はそのまま食堂の前を通り過ぎると、世話役に案内されながら、『職員室』の中へと入っていった。

　その途と端たん、食堂の中がざわつき始めた。

「……あの男、何者だ？」

「なにしに来やがった？」

　訓練生たちは、それぞれに疑問を口にし合ったが、当然ながら、それに答えられる者はいなかった。
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　その晩の話題は、マイクロバスでやってきた男たちの事で持ちきりだった。

　貴たか久ひさたちの『五年二組』で最古参は森もり山やまだが、その森山にしても、これまでこの訓練所に、ああいう形で人が訪れたのを見るのは初めてだと言う。

　そのうち、ぼちぼちと、他ほかの部屋から情報が入ってきた。訓練生の中でも物見高い連中が、世話役に質問したり、マイクロバスの男たちと直接言葉を交わして、情報を集めて来たのである。

　それらを総合すると、どうやらマイクロバスの男たちは、この訓練所の卒業生らしい。という事はつまり、ユニコーンの正規の戦せん闘とう員いんだと言う事だ。

　その正規の戦闘員が、なんのためにここまでやってきたのか。その理由までははっきりしなかったが、おそらくはなんらかの訓練のために違いない。

「上にあがっても、訓練からは縁えんが切れねえらしいな」

　と言うのが、訓練生たちの出した結論だった。




　──だが、その翌日の事である。

　いつも通りに午前の訓練を終えた貴久たちが、昼食を済ませて部屋で体を休めていると、世話役を通して、各部屋に通達があった。

　午後の訓練は予定を変更し、屋外での集団戦闘訓練とする。

　それが、通達の内容だった。

　訓練の内容が変更になるのは、ままある事だったが、なんと言っても昨日の今日である。今日の訓練がなにか特別なものになりそうな予感は、皆、共通して持っていた。

　まだ基き礎そ体力作りが終わっていない、初級クラスの訓練生を除くと、その日、グラウンドに集合した訓練生は、二二名だった。

「では、御み坂さか堂どうまで駆け足だ」

　そう告げられ、貴たか久ひさたちは、グラウンドをあとにした。

　その日、二度目の御み坂さか堂どう行きだったが、整せい列れつしての駆け足だったし、なんと言っても、後ろから追い上げてくる岡おか部べがいない。早朝のトレーニングに比べれば、楽なものだった。

　御坂堂下の石段に着くと、昨日のマイクロバスが二台とも、路肩に停とまっている。

「やっぱりか」

　村むら雨さめが、軽く汗ばんだ顔で、鼻を鳴らした。

「上にあがれ」

　世話役たちが、無表情に、貴久たちを促した。




　二二二段ある石段を上まであがると、そこには昨日の男たちが集まっていた。だが、その表情は窺うかがえない。男たちの顔は、黒いフルフェイスのヘルメットに覆おおわれていた。

　身に着けているのは、厚手のジャケットとスラックス。そして、足下にはブーツ。手にはグローブ。一部の隙すきもないその装備は、まさに『黒い覆ふく面めん集団』そのものだった。

「へぇ……なかなか渋いじゃねえか」

　片かた山やまが、唇くちびるの端を歪ゆがめるようにして笑うと、

「この暑いのに、よくやるよ」

　村雨が、苦笑いを浮かべた。

　ユニコーンの戦せん闘とう員いんたちは、御坂堂の境内の端に、横二列に整せい列れつしていた。一列に一二名いるから、総勢では二四名という事になる。

　そして、二五人目の男が、その戦闘員たちの前に立っている。昨日の、あの大男だった。

　その男だけは、ヘルメットもグローブも着けてはいない。その代わりに、右の耳元に小型のインコムを着けていた。ジャケット前部のファスナーも開けられ、分厚い胸元が覗のぞけている。

「手て前めぇら、ぼやぼやしてんじゃねえ。とっとと並ばんか！」

　大男の傍らで、岡部が竹刀しないを鳴らした。石段の下にいつものサイドカーはなかったから、マイクロバスに同乗させて貰もらって来たと見える。

　貴久たち二二名は、戦闘員たちと向かい合うように、同じ二列横隊で並ばせられた。

　整列が終わると、岡部は、軽く大男に目礼してから、貴久たちの前に立った。

「今日は、見ての通り、正規部隊の皆さんが、お前らの訓練を手伝って下さる事になった。みっともないところを見せねぇように、気合い入れていけ。いいな」

「はいっ」

　貴久たちは、背筋を伸ばして、岡部に答えた。

　岡部は満足げに頷うなずくと、訓練生たちの顔を、ゆっくりと眺めていった。

「手前ぇら屑くずどもも、ちったぁましな面構えになってきたようだ。よって、今日の特別訓練は卒業試験を兼ねて行う。合格すれば晴れて卒業、娑婆しやばに戻れるって寸法だ」

　卒業試験。

　思い掛けない岡おか部べの言葉に、貴たか久ひさたち訓練生は、思わず顔を見合わせた。

　なんの前触れもなかった事でもあり、また、卒業試験がこういう形で行われるのも前例がなかったからだ。ひと月前に行われた熊くま倉くらたちの卒業試験は、基き礎そ体力や、銃器の取り扱い、それに飯いい塚づかとの棒術の試合と言った、さまざまなテストの結果を、総合して判断するという形を取っていた。

　だが、なにかにつけて流動的なのは、この訓練所の特徴の一つである。岡部が、これが卒業試験だと言えば、それが卒業試験なのだ。即ち、それに合格すれば、この訓練所から解放されると言う事だ。

　この訓練所から抜け出せる。外の世界に戻れる。

　待ち望んでいたその機き会かいが、ついに到来したのである。訓練生たちの顔には、なんとも言えない複雑な表情が浮かんでいた。

「あの……卒業って、それは俺おれたち……じゃない、私たちもですか？」

　躊躇ためらいがちに訊たずねたのは、まだ完全には上級クラスに上がっていない、中級クラスの訓練生だった。自分たちにも、その資格があるのかと、ふと不安になったらしい。

「ああ、そうだ。確かにお前らはまだ練り込みが足りねぇが、今日は大盤振る舞いだ。待別に、この試験に合格したら、それで卒業にしてやる」

　岡部の返答に、その訓練生は表情を輝かがやかせた。

「では、簡かん単たんに試験の内容を説明する。手て前めぇら、向こうを見ろ」

　岡部が、竹刀しないの先で南西を指し示した。それに合わせて、世話役の一人が、手にした小型無線機を口元に運ぶ。すると、

　ぱぁ……ん……。

　岡部の竹刀の先にある嶺みねから、白く尾を引く照明弾が打ち上げられた。

「あの山の天辺に、丸木小屋がある。明日の正午までに、徒歩でそこまで行け。制限時間以内に辿たどり着けば合格だ。簡かん単たんだろ」

　岡部の示した嶺までは、直線距きよ離りで、四キロから五キロと言ったところだった。途中に川があるから迂う回かいする必要はありそうだが、それを考慮したところで、せいぜい七、八キロ。明日の正午までなら、休み休み行っても、余裕で辿り着ける。

　岡部の言う通り、簡かん単たんな試験だった。いや、簡単すぎる。

　訓練生たちの顔に、怪け訝げんな表情が浮かんだ。

「……ただし、お前らが出発してから一時間後に、正規部隊の皆さんが、お前らを追跡に掛かる。捕まればアウト。それで試験は終了だ。いいな」

　岡部はそう付け加えたが、それでようやく貴久も納得がいった。

　なるほど、それなら確かに『屋外での集団戦せん闘とう訓練』だ。総合的な能力が要求されるから、卒業試験にも相応ふさわしいと言える。

　だが、そこで岡おか部べは、大男の方を振り返った。

　それを受けて、今度は大男が、戦せん闘とう員いんの一人に合図する。列の中から前に進み出た戦闘員が手にしていた物を見て、貴たか久ひさは息を呑のんだ。

　……ライフル？

　その戦闘員は、右手に長い銃身のライフルを携えていたのである。

「正規部隊の皆さんは、これを手にして、お前らを追い掛ける。よく見ておけ」

　戦闘員がライフルを構えた。その銃口が狙うのは、三〇メートルほど先に生えた杉の木である。その幹には、ちょうど人間の頭部に当たる高さに、同心円の描かれた射しや撃げき用の的が括くくり付けられていた。

　訓練生たちの視線が集中する中、戦闘員はゆっくりと狙ねらいを定め、引き金を絞った。

　長く尾を引く銃声と共に、的の中心の黒点に、血のような赤が広がった。

「……なんだ、ペイント弾か……」

　訓練生たちが、ほっとしたように、詰めていた息を漏らした。

　戦闘員が、また引き金を引いた。的の同じ位置、前のペイント弾の跡の上に被かぶさるように、また新たな赤い塗料が広がった。

「ったく、脅おどかすなよな……」

「しかし、あれでも、当たればかなり痛いぞ」

　訓練生たちが囁ささやき合う中、ライフルを構えた戦闘員は、一定の間隔を置いて、引き金を引き続けている。

　三発目も同じ。四発目もまた同じ位置に命中した。かなり腕がいい。

　だが、五度目に引き金を引いた時である。

　ずきゅうぅぅぅ……ん…。

　ひと際鋭い銃声が響ひびいたかと思うと、標的の板が、木っ端微み塵じんに砕け散った。

　訓練生たちが、一いつ斉せいに息を呑のむ。

　岡部がゆっくりと、訓練生たちを振り返った。

「……というわけで、ほんの一割ばかり、実弾が混ぜてある。この訓練所の総まとめには、ちょうどいいスパイスだろう？」

　岡部はにたりと笑ったが、訓練生たちは皆、表情を強ばらせたままだった。

「おい……冗談じゃねえぞ……」

　貴久の隣となりで村むら雨さめが、呻うめくような呟つぶやきを漏らした。

「特別に、今回の卒業試験は志し願がん制にしてやる。腹の据すわった奴だけ前に出ろ」

　岡部は最後に、そう告げた。
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　全体の一割とは言え、実弾を込めたライフルで、訓練生を追い掛け、狙ねらい撃うつ。もし当たれば、そしてそれが実弾であれば、撃たれた訓練生は死ぬのだ。正気の沙さ汰たではなかった。

　だが、それが卒業試験だと言うのなら、受けるしかない。その試練をくぐり抜けるしかない。

「……お願ねがいします」

　貴たか久ひさは列から一歩、前に出た。

「おい、本気か？」

　左ひだり隣どなりから村むら雨さめが、貴久に耳打ちしてきた。

「下手したら、仲間の筈はずの人間に殺されるんだぞ。次の試験を待った方がいいんじゃないのか？」

　後ろの列から片かた山やまも、そう囁ささやいてくる。

「やれと言われたらやるしかないさ。とにかく俺おれは、一刻も早く、ここから抜け出したいんだ。このチャンスを逃せば、次の試験がいつ来るか分からない。次の卒業試験がこれよりましとも限らないしな」

　正面を向いたまま、貴久は、二人に囁き返した。

　すると、ややあってから、

「ふん……それもそうか……」

　仕方なさそうな呟つぶやきとともに、村雨が貴久の左に並んだ。

「ったく、あの野郎、ろくな死に方しねえぞ」

　忌いま々いましそうに舌打ちしながら、片山も、貴久の右みぎ隣どなりに並ぶ。

「ようし、とりあえず三人か。ほかには？」

　岡おか部べが再度訓練生たちを見渡した。

「……私も受けます」

「お願いします」

　貴久たちが呼び水になったのか、一人、また一人と、訓練生が前に進み出た。実弾に撃うたれる恐怖よりも、ここから出たいと言う願がん望ぼうが勝ったのだろう。

「よし、それじゃ、試験を受ける連中は、向こうへ行って、服を受け取れ。卒業試験にはあれを着て臨のぞむ事になる」

　……服？

　右手の方を見ると、世話役の一人が、段ボール箱を足下に置いて控えていた。

　貴久がそちらへと近付くと、世話役は、段ボール箱からフリーサイズのトレーニングウェアを引き出し、ズボンと上着を揃そろえて、貴久の手に持たせた。

　ナイロン生地のトレーニングウェア。その色は蛍けい光こうイエローだった。

「また選よりにも選ってこんな服を着ろってのかよ……。これじゃあ、いい射的の的じゃねえか」

　村むら雨さめが吐き捨てるように言った。

「ああ、その通りだ。小屋に着いた時、その服を着てなかったら失格だからな。そいつを忘れるなよ」

　世話役は平然と答えて返した。

「ああ、そうですか。ありがたくって、涙が出ますよ」

　村雨はひったくるようにして、トレーニングウェアを受け取ると、その場でズボンを脱いで、着替え始めた。

　この時点で、卒業試験を受ける事に決めた訓練生は、一一名に達していた。やはり、ほとんどが上級クラスの人間である。

　だが、その時、

「僕にも下さい」

　小お澤ざわが、世話役の前に、トレーニングウェアを受け取りに来た。

「優ゆう也や……」

　貴たか久ひさは、思わず、その横顔を見返した。

「本当に、お前も受けるつもりなのか？」

　気が弱く、いつも湯ゆ川かわや新にい堀ぼりたちの言いなりになっていた小澤である。その小澤が、こんな危険な卒業試験を自分から志願したのが、貴久には信じられなかった。

「うん……」

「下手をしたら、死ぬかもしれないんだぞ？」

「でも、それは運が悪ければ、だよね。運さえ良ければ、僕だって合格できるかもしれない。……って言うか、こんな事でもなきゃ、僕は外に戻れないと思うんだ。体だって小さいし、体力だって、みんなには全然、敵かなわないし」

　熊くま倉くらたちが受けたような真っ当な卒業試験では、到底、合格はおぼつかない。小澤は、そう言うのだった。

　確かにそれは、一理ある。一理あるが、しかし……。

「もしもの事があっても、後悔はしないな？」

「うん。僕が自分で決めた事だから」

　張り詰めた表情で、だがはっきりと、小澤は貴久に頷うなずいて返した。
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　結局、卒業試験を辞退したのは、七名のみだった。残りの一五名は蛍光イエローのトレーニングウェアに着替え、再び、岡おか部べの前に整せい列れつした。

「それでは、お前らの試験に付き合って下さる皆さんに、挨あい拶さつしろ」

　岡おか部べの指示で、貴たか久ひさたちは、

「よろしくお願ねがいします」

　二列横隊に並んだ戦せん闘とう員いんたちに頭を下げた。

　戦闘員たちは身動き一つしなかったが、代わりに、例の大男が、一歩、前に進み出た。

「俺の名は荒あら木き茂しげ樹き。ユニコーンの作戦指揮官の一人だ」

　低くよく通る声で、大男は、そう名乗った。

「今回、後ろにいる部下たちを指揮して、俺が君たちを追い掛ける。手を抜くつもりはないが、込められている実弾は一〇発に一発だ。生き残る可能性は高いと言っていいだろう。怯ひるまず、冷静に対処すれば、合格は、そう難しい事ではない筈はずだ。頑張ってくれ」

　静かな口調でそう告げると、荒木は次に、戦闘員たちを振り返った。

「この卒業試験は、同時にお前たちの訓練でもある。相手が訓練生であっても、決して油断するな。そして、容よう赦しやもするんじゃない。出来の悪い奴やつは、このまま訓練所に置いて帰るから、そのつもりでいろ」

　戦闘員は部下だが、訓練生はまだそうでない。おそらくそう言う考えが、荒木にはあるのだろう。むしろ正規の戦闘員に向かっての方が、高圧的な言葉遣いになっていた。

　岡部が、右の袖口をまくって、腕時計を見た。

「今の時間が、三時二分だ。正規部隊の皆さんは、午後四時ちょうどに動き始める。その後、一時間ごとに、さっきと同じ照明弾を小屋から打ち上げるから、位置と時間はそれで把握しろ。分かったな」

「はい」

　貴久たちは、一いつ斉せいに頷うなずいた。

「では、行け。手て前めぇらには、手間暇掛けたんだ。簡かん単たんに死ぬんじゃねえぞ」

　恫どう喝かつとも励ましとも付かぬ、それは岡部の言葉だった。
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　こうして、卒業試験は始まった。

　戦せん闘とう員いんたちが動き出すまでの猶予は一時間しかない。訓練生たちは一いつ斉せいに、御み坂さか堂どうのある嶺みねから駆け下りていった。

　試験に参加する訓練生たちは、文字通り、着の身着のままだった。水も食料も携帯していない。明日の正午まで飲まず食わずで済ませるか、さもなければ各自で飲み水と食料を調達しろという事なのだろう。

「さて、どっちに行く？」

　村むら雨さめが、そう声を掛けてきた。

　ゴールの山荘があるのは、御坂堂から見て南西の嶺である。最短距きよ離りを進むなら南西に向けて山肌を滑り降りるのが一番だが、それでは足場が悪すぎる。早朝の階段昇りに使っている石段を駆け下りれば、移動速度は上がるだろうが、その代わり、向きが逆方向だった。

　どちらも一長一短あるだけに、判断が分かれたのだろう。二つのルートそれぞれに、ほぼ同数の訓練生が向かっていた。

「そうだな……」

　貴たか久ひさは少し考えてから、山肌を滑り降りるルートを選せん択たくした。

　石段ルー卜を選ばなかったのは、なにも遠まわりになるからではない。開けた場所を進める分、移動速度が上がるから、多少のまわり逆はすぐにカバーできる。

　貴久が気にしたのは、むしろその『開けた場所を進める』という点だった。なんと言っても、追っ手はライフルを携えているのだ。開けた場所を進むのは、命取りになりかねない。多少歩きづらくても、障害物のあるルートの方が安心だった。

「なるほど。そっちを選んだか」

　偉そうに論評しながら、村雨が貴久の後ろから付いてくる。

「なんだ。お前も一緒に来るのか？」

「ま、しばらくはな。こういう時は一人より二人。腕の立つのが一緒の方が、なにかと心強いだろ？」

「……それは、俺おれの事を言ってるのか？　それとも、お前の事か？」

「そいつは、俺の口からは言えねえな」

　村むら雨さめは、ちらりと笑いながら、そう答えた。

「まあ、好きにするさ」

　御み坂さか堂どうのある嶺みねの南西の山肌は、かなり斜面がきつかった。足下の土も湿り気を帯びていて、ひどく滑りやすい。貴たか久ひさたちは、点在する喬きよう木ぼくの幹に手をつきながら、斜面を滑り降りていった。

　すると、その時、

「わっ、わっ、わあぁっっ！」

　貴久たちの後ろから、黄色い塊が転がり落ちてきた。小お澤ざわだ。どうやら、貴久たちのあとを付いてきて、足を滑らせたらしい。

「おい、どこ行くんだ、こら」

　村雨が、左手で喬木の幹を抱えたまま右手を伸ばし、ひょいと、その襟えり首くびを掴つかんだ。手足が長いと、こう言う時に便利である。

「あ、ありがとう……。………びっくりした」

　小澤は、土の上にへたり込んだまま、村雨を見上げた。

「びっくりしたのはこっちだ、馬ば鹿か」

　村雨が苦笑する。

「お前も、俺たちと一緒に来るつもりなのか？」

　貴久が訊たずねると、小澤は、貴久と村雨を見比べるようにしながら、

「できればそうしたいんだけど……駄目かな？」

　伺いを立てるような口調で、そう言った。

「駄目って事はねぇだろうが……どうするよ？」

　村雨が、貴久に判断を委ゆだねてくる。

「俺は別に構わないよ。一人増えるも二人増えるも一緒だからな」

　貴久は村雨に答えてから、小澤に視線を戻した。

「だが、優ゆう也や。付いてくるのは勝手だが、俺も他人を助けてる余裕なんかないんだ。危なくなったら遠えん慮りよなく見捨てて逃げるから、そのつもりでいろよ」

「うん。分かってる」

　小澤が、貴久を見上げて、はっきりと頷うなずいた。
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　地を這はう木の根に足を取られそうになりながら、斜面を滑り降りていくと、やがて林立する喬木の向こうに、大小の石が転がる河原が見えてきた。ダムが建設される予定だったと言うだけに、水の勢いはさほどでもないが、川幅はかなり広かった。

「まだ時間はある。なんとか、向こう側までは行けそうだな」

　村むら雨さめが言った。

　目的地の山小屋がある嶺みねは、この川の向こうである。どうしても横切らねばならないのだが、河原には視界を遮る物がない。遠くから狙ねらい撃うちされる危険があった。一番安全なのは、まだ戦せん闘とう員いんたちが動き出さない最初の一時間に、そこを渡りきってしまう事である。

「行くんだったら、急いだ方がいいぞ」

　貴たか久ひさが応えると、

「それじゃあ、お前は行かない気なのか？」

　不思議そうな顔で、村雨が訊たずねてきた。

「ああ。今は行かない」

　山肌を下りきらず、河原に沿って上流へと木々の間を進みながら、貴久は答えた。

「どうしてだ。行くんだったら、今のうちしかないだろう」

「動き出すのは一時間後かもしれないが、今も追っ手は、俺おれたちの動きを、御み坂さか堂どうから見てる筈はずだ。今、横切れば、どこから向こうの山に入ったか、それを知られてしまう」

「向こうの山に入ってから、道を迂う回かいすればいいだろう」

「この服でか？」

　貴久は、トレーニングウェアの襟えり元もとを、村雨に向かって、つまんで見せた。

「こんな物を着て山の中を移動してたら、見付けて下さいと言ってるようなもんだぞ」

「そりゃそうかもしれねえが……仕方ねえじゃねえか。脱ぐわけにはいかねえんだからよ」

　脱げば失格。はっきりと、そう言われている。

「今、行かないんだったら、いつ行くつもりなんだ？」

　村雨が、そう訊たずねてきた。

「陽が落ちてからだ」

「陽が落ちるって……おい、山やま口ぐち。お前、今、何時だと思ってんだ？」

「四時前だな」

　分かり切ったその質問に、貴久は即答した。

「四時になったら、御坂堂の連中が動き出すんだぞ？　こんなところにいたら、すぐ見付かっちまうじゃねえか」

「だから今、身を隠せる場所を探してるんじゃないか」

「身を……隠す？」

「そうだ。息を潜ひそめて、戦闘員たちが通り過ぎるのを待つ。その後ろから行った方が、追われて行くよりは、安全だろう？」

　貴久の返答に、村雨と小お澤ざわが、顔を見合わせた。
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　ぱぁ……ん……。

　照明弾が打ち上げられる音が、山の谷間に、こだました。

　四時だ。

「急げ」

　村むら雨さめが、小お澤ざわを急せかしながら、自分でも忙しく手を動かしている。

　貴たか久ひさが身を隠す場所に選んだのは、大きな倒木の陰だった。もともとは斜面に生えていたと思おぼしきその木は、ほとんど倒立するようにして、その先端を河原に落としている。倒れた幹と斜面の間には、僅わずかに隙すき間まがあり、周囲に広がった枝と葉が、その空間をちょうどいい具合に覆おおってくれていた。

　もっとも、ひと三人が入るには、その隙間は不十分だったから、広げる必要がある。貴久たちは、手て頃ごろな枝をシャベル代わりに、斜面の土を掘っていた。他ほかから葉の付いた枝を拾い集め、隠れ家の覆いを補強する事も忘れない。

「よし、もういいだろう」

　三人が入り込めるスペースを確保すると、貴久は、村雨と小澤と共に、隠れ家の中へと潜もぐり込んだ。

　一応、外から見えない事は確認してあったが、狭い空間に三人がすし詰めで、ほとんど身動きもできない状態である。

「見付かったら終わりだな……」

　さすがの村雨も、少し不安そうだった。

「その時は、潔いさぎよく諦あきらめるさ。手向かいさえしなけば、撃うたれる事もないだろう」

「……だといいがな」

　貴久たちは、倒木の陰の斜面に、半ば腰掛けるような状態で体を寄せている。周囲の土は、いかにも養よう分ぶんのありそうな、黒くしっとりとしたものだった。だからこそ短時間で掘る事もできたのだが、その上にじかに横たわっていると、トレーニングウェアの布地を通して、徐々に水気が染み込んでくる。

　貴久は、傍らの土を右手にひと掴つかみすると、それをトレーニングウェアの上に擦こすりつけた。

「……なにやってんだ、お前？」

　村雨が首だけ曲げて、貴久を見た。

「こうしとけば、少しは違うかと思ってな」

　目にも鮮あざやかな蛍けい光こうイエローのトレーニングウェアである。たとえ夜になっても目立つ事には違いはないが、こうして汚しておけば、多少は闇やみに紛れやすくなるだろう。貴久はそう思ったのだった。

　村むら雨さめと小お澤ざわが、顔を見合わせ、そしてそれぞれに、湿った上を手に取った。

　ずきゅぅううん……。

　不意に、銃声が響ひびいた。訓練生の誰だれかが、戦せん闘とう員いんに見付かったのだろう。

　トレーニングウェアに土を擦りつけていた小澤が、びくっとその身を震ふるわせる。

「……ほんとに撃うってやがる」

　村雨が、呻うめくように、そう言った。
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　貴たか久ひさたちが隠れ家を抜け出したのは、八時を示す照明弾が夜空に打ち上げられたあとの事だった。

　夜の空気は、すぐそばに川が流れている事もあって、しっとりと肌に冷たい。見上げれば空には、上弦の月が輝かがやいていた。

「くそっ……すっかり体が冷えちまったぜ」

　倒木の陰から這はい出した村雨が、胸を抱くようにして、両腕をさすった。

「夏で良かったな。冬だったら凍えてるところだ」

　貴久がそう言ってやると、村雨はこの間のシャワー室での会話を思い出したのだろう。面おも白しろくもなさそうに、鼻を鳴らした。

「これから、どうするの？」

　小澤が、不安そうな表情で、貴久に訊たずねてきた。

　陽のある時間帯に比べればその頻ひん度どは少なくなったものの、時折思い出したように、ライフルの銃声が夜の空気を震ふるわせている。それはつまり、まだほかにも逃げ延びている訓練生がいるという事であり、同時に、夜になっても戦闘員たちの追跡行動は続けられているという事でもあった。

「とにかく、川を越えて向こう岸に渡ろう。それから山の中に入る。銃声の聞こえた場所を迂う回かいしながら、小屋を目指すんだ。最初の四時間を無駄に使った分、夜の間に距きよ離りを稼かせいでおかないとな」

「もし、見付かったら……？」

「心配するな。戦闘員たちは、先に行った連中を追っている。俺おれたちの前にいる筈はずだし、注意も前に向いてる筈だ。後ろなんか、誰も気にしちゃいねえよ」

　そう答えたのは、村雨である。

「うん。でも……山小屋まで行くって事は、どっちにしても、先に行ってる戦闘員の人たちの間を、一度は突破しなきゃ行けないって事だよね。それはどうするの？」

「そう言や、そうだな……どうするの？」

　村雨が、小澤の口くち真ま似ねをしながら、貴久を見た。

「そこまではまだ考えてない」

「おいおいおいおい……」

　村むら雨さめが呆あきれたような声を上げ、小お澤ざわが一層不安げな顔付きになった。

「だが、俺おれたちを追っている戦せん闘とう員いんの数は二四人だ。この山の中に、たったの二四人。穴はあるさ。必ずな」

　川向こうの山々を眺めながら、貴たか久ひさは、半ば自分に言い聞かせるように、そう言葉を繋つなげた。
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　木から木へ、草むらから草むらへと、慎重に身を隠しながら、貴久たちは、山の中を進んでいった。

　戦闘員たちは先行している筈はず。その注意も前方に向いている筈。

　村雨は、小澤にそう教えていた。

　確かにそうだ。その筈だ。

　だが、そうと思ってはいても、夜の闇やみは、無音の重圧となって、貴久たちを圧迫していた。

　もしかしたら、すぐそこにいるのかもしれない。見付かっていないと思っているのは自分たちだけで、実は既に戦闘員たちのライフルが狙ねらいを定めているのかもしれない。

　その不安を、どうしても拭ぬぐい去る事ができないのである。

　蛍けい光こうイエローのトレーニングウェアを着た貴久たちと、全身を漆しつ黒こくの戦闘服に包んだ戦闘員たち。その視認性は比較するまでもない。貴久たちが戦闘員の姿を目に留めたとしたら、その時はもう手遅れなのである。その時は確実に、相手も貴久たちを発見している筈だ。

　木の葉の揺れる音に体を伏せ、虫の鳴き声に身を震ふるわせる。

　貴久たちの歩みは遅々として進まず、ただ時間だけが過ぎ去っていった。

　山を二つ越えた貴久たちが、ようやくゴールとなる山小屋のある山さん麓ろくに辿たどり着いた時、空は早くも白み始めていた。
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「こいつは参ったな……」

　村雨が呻うめくように言った。その目は、南の一点を見詰めている。

「ああ、参ったよ。まさか、こういう事になってるとはな……」

　村雨と同じものを見詰めながら、貴久は息を吐いた。

　時刻は既に、午前九時をまわっている。貴久たちは、山小屋を視認できる距きよ離りにまで近付いていた。直線距離で五〇〇メートルと言うところだろうか。貴久と村雨は、葉の生い茂る木に登り、枝の上から、その山小屋の様よう子すを窺うかがっていた。

　丸太造りのその小屋は、訓練所に使っている廃校同様、ひどく古びていた。山歩きの休きゆう憩けい用にでも作られたのか、それとも天体観かん測そくにでも使うためのものか、もともとの用途は定かではないが、五メートル四方程度の、まさに『小屋』だった。

　建築する際に、周囲の木を切り倒したのだろうか。自然の豊富な山の中で、その小屋のある山頂付近だけが開けている。

　直線距離で五〇〇メートル。ほんのすぐそこにゴールがある。

　だが、その五〇〇メートルは、貴たか久ひさたちの突破を許さぬ距離だった。

「道理で、山ん中で出くわさなかったわけだぜ。あそこにあんなに集まってやがるんだもんな」

　村むら雨さめが舌打ちした。

　夜の間に移動したのだろうか。山小屋の周囲には、貴久たち訓練生を追っていた筈はずの戦せん闘とう員いんの姿があった。それも、見える位置にいる者だけで八名いる。いずれも、その手にはライフルを携えていた。

「あそこに突っ込んだら、蜂はちの巣だぜ」

　村雨の言う通りだった。

　最も近い木陰からでも、小屋までの距離は二〇メートル。その間に障害物はなにもない。

「連中が守りを固める前に、速度優ゆう先せんで突っ込むべきだったかもしれねえな……」

　独り言のように呟つぶいた村雨が、そこで思い出したように、貴久を振り返った。

「言っとくが、お前に文句付けてるわけじゃねえからな。誤解すんなよ」

「分かってるよ」

　苦笑とともに頷うなずいてから、貴久はまた、真ま顔がおに戻った。

「……だが、どうする。あれじゃあ、本当に鉄てつ壁ぺきの護まもりだぞ」

「どうするもこうするも、こうなったら、一か八か突っ込む以外にねえだろう。何発食らうか分からねえが、それが全部ペイント弾なら、ゴールできる」

「……お前、それがどれくらいの確率か分かって言ってるのか？」

「確率って……実弾は一割なんだから、一〇発食らいさえしなけりゃ、助かる確率の方が高ぇんじゃねえのか？」

「とんでもない」

　あそこにいる八人が、それぞれ一発ずつ撃うったとして、それが全すべてペイント弾である確率は、〇・九の八乗を、一から引いたものになる。その確率は四割強。五分五分よりまだ悪い。

　その時、小屋の中から、一人の男が姿を現した。戦闘員ではない。訓練所の世話役だ。

　世話役は、俯うつむくようにしてなにかを確認すると、その右手を真上へと伸ばした。

　ぱぁああん……っ。

　あたりに響ひびく破裂音とともに、世話役の手元から照明弾が打ち上げられる。

「一○時か……」

　あと二時間。残された時間は、それだけしかない。

「あ……誰だれか行ったぞ！」

　不意に村むら雨さめが声を張り上げた。

　黄色い服を着た人間が一人、木陰から飛び出したのである。この距きよ離りでは誰かまでは分からないが、訓練生の一人である事は碓かだった。そのタイミングからして、打ち上げられる照明弾に戦せん闘とう員いんたちの注ちゆう意いが向いた瞬しゆん間かんを狙ねらったのに違いない。

　だが、戦闘員たちの反応は早かった。即座に訓練生に向き直ると、一いつ斉せいにライフルを構えたのだ。

　八挺ちようのライフルが続けざまに火を噴ふいた。銃声が重なり合ってこだまする。

　訓練生の体は、弾はじかれたように後方に吹き飛ばされた。木陰を飛び出してから、一〇メートルと進んではいない。

「……一〇発以上当たったな」

　村雨が、ぼそりと、呟つぶやいた。
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「ねえ、いったい、どうしたの？」

　枝の下から、小お澤ざわの声が聞こえた。貴たか久ひさたちがゴール周辺の様よう子すを調べている間、戦闘員が迫ってくるような事があってはまずいので、小澤は下で見張りについていたのだ。

「ねえ、なにがあったのさ。ねえってば！」

　今の銃声が聞こえたのだろう。小澤はひどく怯おびえている様よう子すだった。

「なんでもない。今、一人落第しただけだ」

　枝から滑り降りながら、貴久は小澤に答えた。

「……撃うたれたの？」

「ああ。だが、実弾かどうかまでは分からん」

　貴久に続いて、村むら雨さめも地上に降りてきた。

「いよいよ正念場だな。もう腹を括くくるしかねえぞ」

「……と言うと？」

　貴久が訊たずねると、村雨は、掌てのひらに付着した木き屑くずを払い落としながら言った。

「三方向に分かれて、同時に突っ込もう。目標が三つなら、当たる確率も三分の一だ。そうすりゃ、一人ぐらいはゴールできる」

　荒っぽい計算だが、間違ってはいない。

　戦闘員たちがああやって小屋を固めている以上、それを突破する以外に道はないのだ。

「……確かに、そうかもしれないな」

　貴久が頷うなずくと、村雨は次に、小澤へと目を向けた。

「お前も、それでいいか？」

「うん……だけど……」

　俯うつむく小お澤ざわに、村雨は、やや語調をやわらげて、あとを続けた。

「行きたくねえなら、行かなくてもいいんだぞ。なんたって、待ってるもんが待ってるもんだからな。お前がパスしたくなったって無理はねえ。腰抜けとも臆おく病びようとも思わねえよ」

「でも……僕が行かないと、三分の一が、二分の一になっちゃうんだよね……」

　呟つぶやくようにそう言ってから、小澤は顔を上げた。

「行くよ。僕も、それに賭かけてみる」

　きっぱりと答えた小澤を、村雨はしばし見詰め、そして、にやりと笑った。

「よおし、それでこそ、男ってもんだ」

　その時である。

　山の中に、再び、ライフルの銃声が響ひびいた。
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　その銃声は、西の方角から聞こえた。かなり近い。

「誰だれか見付かったらしいな」

　銃声のした方角を透かし見るようにしながら、村雨が言った。

　どうやら戦せん闘とう員いんたちは、二手に分かれているようだった。一隊が小屋を固め、残るもう一隊は、引き続き訓練生たちの追跡を行っているのだ。

　近い距きよ離りに、別の訓練生がいる。そして、それを追う戦闘員も。

　そう思った時、貴たか久ひさの脳裏に、一つの案が閃いた。

「村雨。少し思い付いた事がある。付き合え」

　貴久は、それだけ言い残すと、銃声の聞こえた方角に向けて走り出した。

「おい、なんだよ、どこ行くんだよ、おい！」

　慌てたような村雨の声が、後ろから追い掛けてくる。

　貴久は、振り返りもしなかった。

　林立する樹じゆ木もくの間を擦すり抜けていくと、やがて三人の男の姿が見えてきた。

　黒い服が二つと、黄色い服が一つ。

　……磯いそ崎ざき。

　二人の戦闘員に追い詰められていたのは、例の三人組の中で、ただ一人、上級クラスに上がっていた磯崎だった。赤く染めたその髪は、二ヶ月あまりの訓練所生活で、頭頂部を中心に黒い地の色が広がっている。

　磯崎は、右足を棒のように伸ばしたまま、地面にへたり込んでいた。その太ふと腿ももが赤く染まっている。ズボンの布地に穴が空いているところを見ると、ペイント弾ではない。実弾を受けたのだ。

　その磯いそ崎ざきに、ライフルを構えた二人の戦せん闘とう員いんが、ゆっくりと歩み寄ろうとしていた。近付く戦闘員を、磯崎は、怒りと悔しさがないまぜになった目で、睨にらみ付けている。

　幸い周囲には他ほかの戦闘員はいないようだ。

　……これなら、いける。

　貴たか久ひさが木陰に隠れて、状況を確認していると、

「なにするつもりなんだ、いったい」

　追い付いてきた村むら雨さめが、後ろから貴久に耳打ちしてきた。

「説明はあとだ。右に迂う回かいして、あの二人の後ろにまわってくれるか？」

　貴久がそう頼むと、村雨は眉まゆを顰ひそめた。

「……やる気なのか？」

「ああ」

「しかし……向こうはライフルを持ってるぞ」

「だが、今ならまだ、あの二人は磯崎に気を取られている。その不意を衝つけば、なんとかなる筈はずだ。お前が後ろから行ったら、それに合わせて、俺おれも正面から行く。挟み討ちでいこう」

　村雨は、戦闘員の方を窺うかがい、そして再び、貴久に視線を戻した。

「……分かった。挟み討ちだな」

　それ以上は、なにも聞かず、村雨は行動を開始した。身を屈かがめるようにして、大きく木々の間を迂回していく。

　その間に貴久は、周囲を見渡し、武器になりそうな物を探した。一メートルほどの長さの枯れ枝が転がっていたので、それを拾い上げる。やや太さが足りないが、贅ぜい沢たくは言っていられなかった。

　そうこうするうちに、村雨が位置に着いた。二人の戦闘員の右後方にある木陰から、貴久に合図を送ってくる。

　貴久が頷うなずくや否や、

「うおおおおおおっ」

　村雨は雄お叫たけびとともに、飛び出した。突っ込むしか能が無いとは、村雨を評した飯いい塚づかの言葉だったが、その速度と思い切りの良さには感心するしかない。

　二人の戦闘員が、はっと振り返る。だが、そのライフルの銃口が村雨に向けられようとしたその時には、逆側から貴久が迫っていた。

「や、山やま口ぐち!?」

　磯崎が目を見開く。その声を耳にして、二人の戦闘員は、今度は反射的に、貴久の方を向いた。

「こぉんの、抜け作がぁ！」

　挟み討ちが思った以上の功を奏した事に気を良くしたか、村むら雨さめが満面の笑顔で戦せん闘とう員いんの一人に殴り掛かる。だが、相手がフルフェイスのヘルメットを被かぶっている事が、頭からすっぽり抜け落ちていたらしい。その上から思いっきり拳こぶしを叩たたき付けてしまい、

「わちっ！」

　殴った方の村雨が、痛みに顔を歪ゆがめていた。

　一方、貴たか久ひさの方は、その隙すきに、もう一人の戦闘員の懐ふところに飛び込んでいた。

　右手に握った枯れ枝を竹刀しない代わりに、戦闘員の肩口を打ち据すえようとした貴久だったが、左から右へと貴久を追って動くライフルの銃口を見て、反射的に左手で、その銃身を掴つかみ止めた。すると今度は、貴久自身の左手が邪じや魔まになって、右の枯れ枝を振り下ろせない。

　だが、迷ったのは一いつ瞬しゆんだった。貴久はライフルの銃身を掴んだまま、くるりとその場で身をひねった。大きく弧こを描いて走った貴久の右手が、その手に握った枯れ枝の、竹刀で言えば柄つか頭がしらに当たる部分を、戦闘員の首の後ろに叩たたき付ける。村雨との立ち合い稽けい古こで、飯いい塚づかが見せた技の、応用だった。

　ちょうどヘルメットの緑ふちの下、それも盆ぼんの窪くぼに当たる部分を強打され、その戦闘員は、身を反そらすようにして、顎あごの先から地面に倒れ込んだ。

　村雨の方はと見ると、多少のどじは踏んだものの、機き先せんを制した事がやはり大きく、こちらもなんとか、戦闘員を組み伏せていた。

　卒業試験とはいえ、戦闘員たちは武器を持ち、それで貴久たちを倒す気でいた。その意味では、これは実戦と同じである。だが、その初めての実戦を勝利で飾っても、貴久には喜びはなかった。あるのはただ安あん堵どだけだ。しかも、正確に言えば、貴久はまだ勝ったわけではない。必要な段階の一つをこなしただけ。勝負は、まだこれからだった。

「手は大丈夫か、村雨」

　二挺ちようのライフルを拾い上げながら訊きいてみると、

「お、おう。なんとかな」

　痛めた右手を、ぷるぷると振りながら、村雨は答えた。

「それは良かった。それじゃあ、悪いが、その二人を座らせて、ヘルメットを取ってくれ」

「……ったく、意外に人使いが荒いよな、お前」

　村雨はぼやきながらも、戦闘員たちの方に歩み寄った。木の幹に背中を寄り掛からせるようにして、両足を前に伸ばした状態で、二人並べて座らせる。それから村雨は、ヘルメットヘと手を掛けた。

　首を強打された戦闘員は、がくりと前に頭を垂らしたままだったが、もう一人の方は意識がある。村雨が作業を済ませる間、貴久は妙な真ま似ねをさせないように、腰だめに構えたライフルを、その戦闘員に向けていた。

「い、いったい……なにが……？」

　ふと、脇わきの方で、そんな声が聞こえた。小お澤ざわが遅れて到着したのだ。貴たか久ひさの手元のライフルを見て、小澤は目を丸くしていた。

　それでも、

「なんでもない。もう終わった。それより、磯いそ崎ざきを見てやってくれないか」

　貴久が、そう声を掛けると、

「え……あ、はい」

　小澤は、すぐに我に返って、座り込んだままの磯崎の方へと、駆け寄っていった。

　戦せん闘とう員いんのヘルメットはジャケットの襟えり元もとと一体化できる構造になっているらしく、村むら雨さめは少し手間取っていたが、それでもなんとか二人の戦闘員からヘルメットを脱がせる事に成功した。

　中から現れたのは、ともに二〇代半ばぐらいの男の顔である。フルフェイスのヘルメットを長時間被かぶっていたせいか、汗ばんだその額ひたいには濡ぬれた前髪が貼はり付いていた。不気味な威圧感を漂わせる黒ずくめの戦闘員も、ヘルメットを脱がせれば、貴久たちと同じ、一個の人間に過ぎないのだ。

　向かって右に座らされた戦闘員は、まだ意識が朦もう朧ろうとしているようだったが、左の戦闘員は、ヘルメットを外された時から、上目遣いに貴久を見上げている。その口元には、軽い苦笑が浮かんでいた。

「手荒な事をしてしまって、すいませんでしたね、先輩」

　貴久がそう声を掛けると、その戦闘員は、鼻から息を抜くようにして笑った。

「なぁに、そいつはお互い様だよ」

「そう言って貰もらえると助かります」

　貴久もまた穏おだやかに、それに答えた。

　だが戦闘員の目は、その間も、ちらちらと油断なく周囲の状況を探っている。貴久は貴久で、ライフルの銃口を向けたまま、その戦闘員から目を離はなさずにいた。同じユニコーンに属する人間でも、今は敵同士。立場が違うのだ。

「ちょ、ちょっと、磯崎さん……」

　その時、貴久の背後で、狼ろう狽ばいしたような小澤の声が聞こえた。

「引っ込んでろ、優ゆう也や。邪じや魔まだ」

　苛いら立だつようなその声は、磯崎のものである。

「どうした？」

　戦闘員から目を離すわけにはいかないので、後ろを振り返る事もできない。だから貴久は、村雨に状況を知らせて貰う事にした。

「磯崎がこっちに来る。相当、頭に来てるようだぜ？」

「……無理もないな」

　そんな言葉を交わしている間にも、磯崎が右足を引きずりながら、貴久のそばまでやってきた。

「山やま口ぐち、そいつを貸せ」

　射るような視線で戦せん闘とう員いんを睨にらみ付けながら、磯いそ崎ざきが貴たか久ひさに向かって片手を伸ばした。ライフルをよこせと言うのである。

「駄目だ」

　貴久は首を振った。

「いいから、貸せってんだよ！　この野郎は撃うったんだぞ、俺おれを！」

　噛かみ付くような勢いで、磯崎が喚わめく。

「仕方がないだろう。それが命令だったんだ。なにもお前に恨みがあったわけじゃない」

「そいつの言う通りだ」

　と、戦闘員が、そこで口を挟んだ。

「お前がもっとうまく隠れてりゃ、俺だって撃たずに済んだんだよ。……わざわざ足を狙ねらってやったんだ。感かん謝しやして貰ってもいいくらいだぜ」

「なんだと、この野郎……！」

　今にも掴つかみ掛かりそうな形ぎよう相そうで、磯崎は戦闘員に詰め寄っていく。

「よせと言ったらよせ。仮にも俺たちの先輩だぞ」

　貴久が左手で磯崎の腕を掴むと、

「いちいちうるせんだよ、山口！」

　磯崎は苛いら立だたしげに、貴久の手を振り払った。

「言っとくがな、俺はお前に助けてくれなんて、ひと言も頼んじゃねえんだ。恩着せがましく俺に指図するんじゃねえ！」

「そんなつもりはないさ。それにそもそも、俺はお前を助けに来たわけじゃないしな」

「なんだと……？　どういう意味だ、そりゃ」

　眉まゆを寄せる磯崎から視線を外し、貴久は、戦闘員に向き直った。

「不ぶ躾しつけなお願いで申し訳ありませんが……先輩が今着ているその服を、俺たちに貸して貰もらえませんか」

「なるほど……そういう事か」

　ぽんっと手を叩たたいたのは、村雨である。

「戦闘員になりすまして小屋まで行こうって寸法だな？」

「ああ、そうだ。このヘルメットなら、外から顔も分からないしな」

「碓かにそいつはいい案だ。さすがは山口、冴さえてるぜ」

　にやりと笑った村雨だったが、ふと思い出したように真顔になると、

「だが……ここには二着しかねえ」

　と、小お澤ざわの方を振り返った。

「あ、僕はいいよ。なんの役にも立たなかったし、それに、ほら、その服だと、僕には大きすぎるし。気にしなくていいから、二人で行って」

　貴たか久ひさや村むら雨さめがなにも言わないうちから、小お澤ざわは自主的に辞退を表明した。

「そういうわけにゃいかねえんだよ、馬ば鹿か」

　村雨は乱暴な口調でそう言うと、小澤から貴久へと視線を戻した。

「仕方ねえ。今から出掛けてって、黒いのをもう一人、取っ捕まえて来ようぜ」

「いや、そんな事をする必要はない」

　貴久が首を振ると、村雨は僅わずかに表情を険しくした。

「どうしてだ？　まさかお前、本当に小澤だけ置き去りにするつもりじゃねえだろうな？」

「まさか」

　貴久は即答した。

「じゃあ、どうするつもりなんだよ？」

「優ゆう也やには優也の役目がある」

「役目？」

「ああ。戦せん闘とう員いんになりすまして防ぼう衛えい線せんを突破するには、服を着替えただけじゃ不充分だからな」

「どこが不充分だってんだ？」

「俺おれたちを追う者と、小屋を護まもる者。きっちり役割分担ができているところを見ても、戦闘員たちが統一された指揮のもとで動いている事は確かだ。勝手に持ち場を離はなれれば、怪しまれるに決まってる。だから、小屋に戻るだけの理由が必要なんだよ」

「なるほどね……。それで、小澤が、どんな理由になるんだ？」

　貴久は、磯いそ崎ざきの右足をちらりと見てから、改めて説明を続けた。

「出発前に軍ぐん曹そうも言っていたが、俺たちには、手間も金も掛かっている。訓練で死んでも構わないとは思っているかもしれないが、わざわざ殺そうとまでは思っていない筈はずだ。怪け我がをすれば治ち療りようするだろうし、そのための用意もしてあるに違いない。……そうですよね、先輩」

　貴久が、地面の上に座ったままの戦闘員に目を向けると、

「さあ、どうだろうな」

　その戦闘員は、からかうような目付きで貴久を見上げた。

「意地悪しないで、教えて下さいよ、先輩」

　村雨が、戦闘員の襟えり首くびを掴つかみ上げ、口調だけ丁寧に、そう問い質ただした。

「お前らなんぞに脅されたって、口を割る気はさらさらねえが……だがまあ、俺たちだって、寝覚めの悪くなるような事は、できりゃしたくないさ」

「それで充分です」

　貴久は頷うなずくと、改めて小澤を振り返った。

「そう言うわけだから、優ゆう也や。お前には重傷者の役を演じて貰もらう。その上着を脱いで、下に置け。今からこのライフルで、色を付ける」

「あ、うん、分かった」

　小お澤ざわが急いでトレーニングウェアを脱ぎ始めた。

「それから、磯いそ崎ざき。俺たちは二人だ。だから怪け我が人にんも、できれば二人欲しい。協力して貰もらえるとありがたいんだが……頼めるか？」

　磯崎は答えない。険しい表情のまま、貴たか久ひさを睨にらみ付けている。

　だが、小澤、村むら雨さめ、二人の戦闘員へと順に目を向けてから、最後に貴久に視線を戻すと、磯崎は無言のまま、乱暴に上着のファスナーを引き下ろした。
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「……おい、本当に、こんなところに放り出してくつもりか？」

　両手両足を縛しばり上げられ、戦闘員はさすがに不服そうだった。戦闘服の下には丸首のシャツも着ていたが、それは引き裂いて手足を縛るために使ったため、戦闘員はパンツと靴下だけという、情けない格好になっている。

「申し訳ありません。人を呼ばれたりすると厄介ですので」

「……忘れずに、誰だれか迎えに来させてくれよ」

「ええ、もちろん」

　貴久は頷うなずくと、やはりシャツを引き裂いて作った猿さる轡ぐつわを、戦闘員の口に噛かませた。

　二人の戦闘員を木陰に並べて寝かせると、貴久と村雨は、黒い戦闘服を身にまとった。蛍光イエローのトレーニングウェアは下に着たままだ。お陰で着心地は悪くなったが、ゴールした時に着てなかったら失格だと言われているから仕方がない。

　初めて手に取ってみる戦闘服は、不ふ思し議ぎな素材で出来ていた。一見すると牛革のようにも見えるが、表面は滑らかで、妙に張りがある。厚みもかなりあって、どうも中には、ジェル状のものが挟み込まれているようだ。ちょうど保冷剤を挟み込んだ冷却シートのような感触だった。

　ジャケットにスラックス、グローブにブーツ。身に着けた物が重なり合う部分は、すべてシーリングができるように、ファスナーが用意されている。ジャケットの襟えりとヘルメットの間にも、同じようなファスナーがあった。

　これだけ面めん倒どうな作りになっていると、さすがに一人では着きれない。貴久と村雨は、小澤に手伝って貰いながら、なんとか黒い戦闘服を着付けた。

　その小澤のトレーニングウェアは、腹と背に当たる部分が真っ赤に染まっている。言うまでもなく、ペイント弾の赤色である。よくよく注意して見れば血ではない事に気付かれるかもしれないが、遠目にごまかす分には、これで充分だった。磯崎の着ているトレーニングウェアも同様に、塗装を済ませてあった。

　既に、最後の照明弾も上がっている。いよいよ時間がない。

「よし、それじゃあ、行こうか。失敗しても恨むなよ」

　貴たか久ひさは、小お澤ざわの体を背中に担ぎ上げた。ライフルは小澤の尻しりの下で、横に倒して両手に持つ。どこで誰だれに会うか分からないから、小屋の近くまで行ってそこから背負うような手抜きはできない。

　村むら雨さめも同様に、磯いそ崎ざきを背負っている。磯崎の右足からは、これは本物の血が滴り落ちていた。

　貴久と村雨は、ヘルメットのスモークシールド越しに頷うなずき合うと、山頂目指して駆け上がっていった。
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　果たして、騙だまされてくれるかどうか。

　貴久には、一抹の不安が残っていた。

　もし、戦せん闘とう員いんに扮ふんしている事がばれたら、至近距きよ離りからの一いつ斉せい射しや撃げきを食らうだろう。この戦闘服が高い防弾効果を持っている事は、『パルメール』での事件で証明済みだが、挙けん銃じゆう弾ならまだしも、ライフル相手にそれが通用するとは思えなかった。ましてや、背中に負った小澤が着ているのは、ただのトレーニングウェアである。ひと堪たまりもあるまい。

　斜面を登っていくと、木々の隙すき間まのその向こうに、丸太小屋が見えてきた。その前には、ユニコーンの戦闘員が、横一列に並んでいる。

　貴久の背中で、小澤が身を固くするのが分かった。無理はないが、これでは相手に不ふ審しんがられてしまう。

「……力を抜け。お前は重傷で気を失ってるんだぞ」

　貴久は小声でそう言うと、腰を跳ね上げるようにして、小澤を背負い直した。

　小屋までの距きよ離りが短くなる。戦闘員たちの姿が近付いてくる。

　そして貴久と村雨は、木々の間から飛び出した。

　壁かべを作っていた八人の戦闘員が、一いつ斉せいに貴久たちにライフルを向ける。

　……ばれたか？

　一いつ瞬しゆん、ひやりとした貴久だったが、ライフルの銃口は火を噴ふかなかった。だが、その狙ねらいを外しもしない。

「どうした」

　戦闘員の一人が、ライフルを構えたまま、無表情な声せい音おんで、そう言った。

　……喋しやべれば、声でばれるかもしれない。

　そう思いはしたが、返事をしなければ、なお怪しまれる。それにヘルメット越しだから、声もくぐもる。多少は、ごまかしも効くだろう。

　一瞬の躊ちゆう躇ちよのあと、貴久は口を開いた。

「見ての通りだ。腹を撃うっちまった」

「二人まとめてか？」

「そうだ。一刻を争う。早く通してくれ」

「……どじが」

　撃った方に対してか、撃たれた方に対してか。とにかくその戦せん闘とう員いんはそう言うと、体を開くようにして、丸太小屋までの道を開けた。

「早く行け」

　それに対して無言で頷うなずき、貴たか久ひさは戦闘員たちの形作る防ぼう衛えい戦せんを通り抜けた。

　だが、まだ油断はできなかった。戦闘員たちが異変に気付いて、背中から撃ってくるかもしれない。

　丸太小屋まで、五メートル……三メートル……そして、一メートル。

　貴久は板張りのそのドアに手を掛け、そして、中へと押し開いた。
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　外観から予想できた通り、山小屋の中は狭かった。

　戸口から見て右手には、長方形の木製のテーブルがある。隅の方には、箱形の通信機と思おぼしき機械が載せられていて、一人の戦闘員がそれを操そう作さしていた。屋内という事もあって、ヘルメットは外している。

　そして、その隣となりにもう一人、ヘルメットを着けていない男が座っていた。

　ユニコーンの作戦指揮官、荒あら木き茂しげ樹きである。

　左手の壁かべ際ぎわには、これだけは新品のベッドが据すえられていて、血だらけの訓練生が、その上で呻うめいていた。それを手当てしているのは、普ふ段だんは訓練所の医務室に詰めている佐さ野のだった。ベッドの周囲には、世話役が二人いて、治ち療りようの手伝いをしている。

　どうやら、ベッドに寝かせて貰えるのは、治療を受けている間だけらしく、小屋の隅には、包帯を巻かれた訓練生が四人ほど、床の上に寝かせられていた。

　その隣には片かた山やまと、そしてもう一人、上級クラスの時とき田たが、小屋の壁に背中を持たせかけて座っている。二人とも、体に赤い染みをへばりつかせていたが、着ているトレーニングウェアそれ自体には、損傷は見られなかった。どうやら、強行突破に賭かけて、それに成功したらしい。ほっとしたような二人の表情を見ても、合格を勝ち取っただろう事は明らかだった。

「性しよう懲こりもなく次々から次へと……。早くこっちへ連れてこい」

　貴久がそれに頷き、小屋の中へと、一歩、足を踏み入れようとした時である。

「それには及びませんよ、先生」

　太い声が、間に割って入ってきた。

　荒木である。椅い子すに腰掛けたままの荒木が、腕組みをしながら、貴久を眺めていた。

「……どういう事だ？」

　佐さ野のが怪け訝げんそうに、荒あら木きを振り返った。

「今来たのは、怪け我が人にんではないからですよ。まあ確かに、一人は怪我をしてるようですが、少なくとも、命に関かかわるような怪我じゃない。……そうだな？」

　最後の言葉は、貴たか久ひさに向けてのものだった。ヘルメットのシールド越しに、荒木はまっすぐ、貴久を見詰めている。

「ヘルメットを取りたまえ、山やま口ぐちくん」

　ばれていた。

　それも、貴久の名前まで。

「……」

　もう怪我人の振りを続けていても意味はないと分かったのだろう。小お澤ざわが無言のまま、貴久の背中から、するりと降りた。

　その小澤にライフルを手渡し、貴久は、首まわりのファスナーを外した。そしてヘルメットを脱ぐ。

　貴久の傍らでは、やはり同じように、村むら雨さめがヘルメットを外していた。だが、あらわになったその顔に、失望の色は見られない。やるだけはやったんだ、とでも言いたげな、むしろ、さばさばした表情である。その村雨の背後では、やはり背中から降りた磯いそ崎ざきが、自じ嘲ちようにも似た、醒さめた笑いを浮かべていた。

「一つ、お訊ききしてもいいですか」

　汗に濡ぬれた髪を掻かき上げると、貴久は荒木に向き直った。

「なんだ」

「どうして、分かったんです？」

　貴久のその質問に、荒木はすぐには答えなかった。傍らの戦せん闘とう員いんを振り返り、小さな手振りでなにやら合図する。すると、その戦闘員はテーブルの上の通信機に手を伸ばし、スイッチを幾つか操作した。最後に、ボリュームを大きくひねると、スピーカーから雑音に混じって、こんなやりとりが聞こえてきた。

『……戦闘員になりすまして小屋まで行こうって寸法だな？』

『ああ、そうだ。このヘルメットなら、外から顔も分からないしな』

　それは、先程、貴久が村雨と交わした会話だった。

「その服を初めて着る君たちは知らなくても無理はないが、戦闘員のヘルメットにはすべて、無線機が装備されている。しかも、スイッチのオンオフも、チャンネル変更も、すべてこちらで操作が可能だ」

　荒木が、静かに、そう告げた。

「それでは……最初からすべてご存知だったんですか？」

「ああ、そうだ。君たちが舟ふな木きたちを襲おそった時から、すべて聴きかせて貰もらっていた」

　無線で聴いていたのなら、その場に他の戦せん闘とう員いんを急行させる事も可能な筈はずだ。それなのに荒あら木きはそうしなかった。最後まで貴たか久ひさたちに下手な芝居を続けさせた。要するに貴久たちは、荒木の掌しよう上じようで踊らされていたわけだ。

「……残念です」

　貴久は、そっと息を吐くと、村むら雨さめたちを振り返った。

「折せつ角かく付き合って貰ったのに、こんな事になって申し訳ない。詰めが甘かったよ」

　戦闘服を着るのが初めてなのだから、知らなくても無理はない。荒木はそう言っていたが、貴久は、この服を着た戦闘員たちが作戦行動を取っている姿を、二度、目まの当たりにしている。速水が無線で指示を下している姿も見ていた。その点を、もう少し深く考えていれば、ヘルメットに無線機が備え付けられているという可能性にも思い至った筈だ。明らかに、貴久のミスである。

「なに、そう自分を卑下する事はないさ」

　荒木が腕組みを解き、ゆっくりと椅い子すから立ち上がった。

「不意を衝ついたとは言え、正規の隊員を倒してのけたその手並み。戦闘員に扮して防ぼう衛えいラインを突破しようとしたその企たくらみ。ただ運任せで突っ込んで来るより、数段、見所がある」

　荒木は貴久の正面に立つと、両腕を後ろに組んで、背筋を伸ばした。

「一歩、前に出ろ、山やま口ぐち。お前たち四人を、合格と認める」

　その瞬しゆん間かん、貴久の背後で、小お澤ざわが大きく息を吸い込む音が聞こえた。磯いそ崎ざきも、予想外の結果に、目を丸くしている。そして、村雨は、

「やったじゃねえか！」

　喜色をあらわにしながら、貴久の背中を、どんっと叩たたいた。

　だが貴久は、素直に喜ぶ事はできなかった。

　……手心を加えられた。

　その想おもいが、拭ぬぐい去れない。

「どうした？　不服そうだな」

　正面に立った荒木が、貴久を見下ろしている。

　だが、合格は合格だ。また一つ、階段を上った事には変わりはない。

「……いえ、そんな事はありません」

　貴久は、一歩前へと足を踏み出した。戸口から小屋の中へと入り、板張りの床を、両足で踏ふみ締しめる。

　そして貴久は、自分より頭一つ高い位置にある、荒木の顔を見上げた。

　太い眉まゆ毛げのその下で、深く静かな荒木の目が、貴久を見詰めていた。

「ありがとうございました」

　貴たか久ひさは、荒あら木きに、ゆっくりと頭を下げた。




　訓練所へ連れて来られてから、二ヶ月と六日。

　貴久の訓練所生活は、こうして修了した。




　卒業試験に参加した一五名の訓練生のうち、合格できたのは貴久のほか六名。総勢、七名のみであった。










　　あとがき




　……はっと気付けば、はや二〇〇二年の一一月でございます。

『二巻目は、もっと早く書き上げますので……』

　などと、『ＨＨＯ』第一巻のあとがきに書いていたあの男は、大おお嘘うそつきでした。

　申し訳ありません。




　こんな調子では、このシリーズ、今世紀中に完結できなくなってしまうので、『ｈｐ』で連載（？）中の外伝ともども、ペースを上げて行きたいと思っています。

（三巻目のあとがきは、お詫びから始めずに済ませられますように……）




（それにしても、ゲラ直しで原稿を読み直して思ったのですが、この『ＨＨＯ』第二巻、見事なまでに、女性キャラクターが登場していませんね。

　もともと男同士のぶつかり合いを描くのが、このシリーズの主題なのですが、それにしても、ここまで徹底して女性キャラクターが出ないのは、ライトノベルとしてはいかがなものか。

　まあ、ユニコーンの本部には、女性隊員も多く在籍していますので、次の巻では、少しは華やかになる筈です）




　それでは、あとは、徒つれ然づれなるままに……。







その一。ノートパソコン。




　以前から、ノートパソコンを買おうかなと思っていたのですが、割高な価格設定とスペック（特に連続稼か働どう時間）に不満があって、なかなか、その気になれずにいました。

　そんな中、「お、これは」と思ったのが、ＩＢＭのｓ30。

　連続六時間という稼働時間と言い、キーボードの端っこが外に飛び出しているデザインと言い、なによりミラージュブラックの塗装が格好良くて、ひと目で気に入ってしまいました。

　……が。

　どうせなら、次のバージョンアップを待って、よりスペックアップした奴やつを買おうなんて思っていたのが大間違い。購入を先延ばしにしているうちに、ＩＢＭから製造中止の発表が。

　慌てて秋葉原中を探し回ったのですが、時、既に遅し。黒光りするｓ30の姿は、どこにもありませんでした。

　なんでも、コンパクトサイズのノートパソコンが人気なのは日本だけだから、という経営判断らしいんですが……いいじゃんかよ〜。人気があるのが日本だけでもさ〜。決断、早すぎるよ、ＩＢＭ〜。

　……以上、愚ぐ痴ちでした。







その二。映画。




　この間、『幻想映画館完全版（高橋克彦／角川文庫）』という本を購入したのですが、その中に、こんな一節が。




「好きな映画の世間的評価は、そのままそれを選んだ人間の世間的評価とも一致する。」




　また、それに続いて、小説家にその人が好きな映画ベスト３を挙げて貰もらうと、その人自身の書く作品の傾向とも、ほぼ合致する。……という趣旨の事も書いてありました。

　ちなみに、僕が最近観た映画のベスト３は、

『メメント』

『ジェヴォーダンの獣』

『アメリ』

　……なんとなく、当たってるような気がしないでもないですね。




　小説家も、世界観にしろ倫理観にしろ人物設定にしろ、自分がよかれと思うものを作品に投影するわけで、好きな映画と傾向が似るのは、当然と言えば当然かもしれませんが、ちょっと性格判断みたいで面おも白しろいので、今度の電撃ゲーム小説大賞の授賞式の時にでも、他ほかの電撃作家さんたちに聞いてまわってみようかなと思ってます。







その三。バイク。




　この間、ふと、

「そう言えば、長い事、バイクに乗ってやってないな」

　と思い、エンジンを掛けようと思ったところ、うんともすんとも言いません。

　案の定、バッテリーが上がってしまっていたようです。

　ところが、バイク屋さんに頼んでみたところ、バッテリーが上がっているどころか、電気系統の部品自体がいかれてるとの事。結局、修理代として、四二〇〇〇円ばかり取られてしまいました。

　屋根の無いところに置いてあるので、チェーンも錆さび錆びになってしまって、これも交換しなければならないし、おまけに、もうじき、次の車検もやってきます。

　ああ……金食い虫。

　乗ってないのに。

（いや、乗ってないから、こうなっちゃうのか）







　──以上、近況報告（？）でした。




　それでは、次回予告です。




（なお、二巻の内容が当初の予定より膨ふくらんでしまったせいで、前回、予告した台詞せりふの中に、まだ未登場のものがありますが、そちらも、次の巻には出てくる予定です）




（と言うわけで、今回の予告台詞は、少し、少なめ）













○予告







「あれが君のお気に入りか？」

「……まあ、そんなところです」




「いいんですか？　あいつ、死にますよ」

「構わんさ。この程度で死ぬようなら、そこまでの男だ。いなくなったところで別に惜しくもない」




「来ました！　奴です！」







『Hyper Hybrid Organization』　第三巻『通過儀礼イニシエーション』




　乞こう、ご期待！


高畑京一郎
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高たか畑はた京きょう一いち郎ろう

第１回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞作『クリス・クロス 混沌の魔王』で作家デビュー。緻密に構成されたストーリーを明瞭な文章で紡ぐ作家として多くの読者から支持を得ている。
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イラスト／相あい川かわ 有ゆう

漫画家。現在、電撃コミックガオ！誌（メディアワークス）にて「ＤＡＲＫ ＥＤＧＥ」を、コミックバーズ誌（幻冬舎コミックス）にて「バタフライ」を連載中。








電撃文庫

Hyperハイパー Hybridハイブリッド Organizationオーガニゼイション 01-02 突とっ破ぱ






高たか畑はた京きょう一いち郎ろう
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